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第６章 「基本オノマトペ」のリソース化 

 

 

 本論文の最終章である第６章では、「日本語オノマトペとその教育」の研究成果として、

第５章で選定した日本語教育のための「基本オノマトペ」を、日本語学習者と教師のオノ

マトペ教育のためのリソースとして提示する。 

始めに６．１節で、選定した「基本オノマトペ」をリソース化するための基本的な考え

方とその方法、および参考とした辞書、書籍、学習教材などを挙げる。また、リソース化

の４つの段階とその記述の方法について説明する。そして６．２節で、日本語教育のため

の「基本オノマトペ」70 語について、６．１節で明らかにする方法によってリソース化し、

それを本論文の研究成果として提示する。 
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６．１  「基本オノマトペ」のリソース化に向けて 

 

 ６．１節では、「基本オノマトペ」をリソース化に向けて、その基本的な考え方と、具体

的な方法を示す。まず、６．１．１項では、オノマトペをリソース化するといったとき、

どのような点を考える必要があるのか、またその際に、参考にすることができる辞書や教

材にどのようなものがあるのかを記す。６．１．２項では、リソース化の具体的な方法と

して４つの段階をあげ、それぞれの段階における詳しい記述方法とその前提となる考え方

を示す。 

 

６．１．１  リソース化の基本的な考え方 

オノマトペの教育、すなわちオノマトペの学習や指導に焦点をあてようとする場合、ま

ず取り組まなければならないことは、学習や指導の前提となる、オノマトペの意味・用法

の分析とその記述であろう。ここで大切なことは、第二言語として習得するという観点か

らの記述である。第２章で調査・考察した通り、従来の辞書に見られる分類や記述は、お

おかたの国語辞書がそうであるように日本語母語話者のためのものであり、その説明や用

例はより難しい語句や文型が使用されているため、外国人学習者、特に初級の学習者には

使いにくいものとなっていた。またそれらの辞書においてはいわゆる「循環定義」、すなわ

ちある語の定義にその同義語または類義語を用いているため、説明のところにある語を引

くとまた始めに引いた語に戻ってしまう、というようなことがまま見られた。このような

辞書を見ている限り、学習者はその語の意味や用法をきちんと知ることができないし、同

時に教師にとってもそれらは指導の際にあまり参考にならないということになる。 

そこで本論文では、学習者が語の意味と用法を知るために、また教師が説明を求められ

た際にどのような情報が必要なのかを考えた結果、各語について以下の４つの段階をもっ

てリソース化することとした。４つの段階とは、①統語的情報としての「用法」、②文脈を

伴った「例文」、および③「例文」の詳しい「意味記述」、そして④日常的な場面における

「会話例」の提示、である。それぞれの記述と提示方法については、６．１．２項で詳し

く述べる。 

ここで、意味や用法の考察と記述には、以下に挙げる辞書や書籍・教材のほかに、第３

章で調査した各種言語資料、初級・中級教科書や４．５節で考察の対象とした上級教科書・

教材も参考にする。 
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【参考とする辞書】 

（１）『例解新国語辞典』林四郎・野元菊雄・南不二男編著（1984）三省堂  

（２）『現代国語例解辞典 第三版』林巨樹監修（2001）小学館 

（３）『学研現代新国語辞典 改訂第三版』金田一春彦編（2002）学習研究社 

（４）『明鏡国語辞典』北原保雄編（2003）大修館書店 

（５）『基礎日本語辞典』森田良行（1989）角川書店 

（６）『理想の国語辞典』国広哲弥（1997）大修館書店 

（７）『外国人のための基本語用例辞典 第三版』（1990）文化庁編 

（８）『日本語学習者のための 副詞用例辞典』島本基編（1992）凡人社 

（９）『現代擬音語・擬態語用法辞典』飛田良文・浅田秀子（2002）東京堂出版 

（10）『擬音語・擬態語辞典 角川小辞典＝12』浅野鶴子（1978）角川書店 

（11）『擬音語・擬態語辞典』天沼寧編（1974）東京堂出版 

（12）『擬態語・擬音語分類用法辞典』アンドルー・Ｃ・チャン（1990）大修館書店 

（13）『日英擬音・擬態語活用辞典』尾野秀一 編著（1984）北星堂書店 

（14）『擬音語・擬態語使い方辞典』 阿刀田稔子・星野和子（1995）創拓社 

（15）『コウビルド英語学習辞典』（1990）秀文インターナショナル   

（16）Dictionary of Iconic Expressions in Japanese（1996） Kakehi Hisao，Lawrence 

Schorup and Ikuhiro Tamori Trends in Linguistics. Documentation 12, 

Mouton de Gruyter 

 

 

【参考とする書籍・教材】 

（１）『擬音語・擬態語の読本』日向茂男監修 尚学図書・言語研究所編集（1991）小

学館 

（２）『絵でわかるぎおんご・ぎたいご：日本語の表現力が身につくハンドブック』阿

久津智（1994）アルク 

（３）『音とイメージでたのしくおぼえる擬声語・擬態語（初･中級）』山本弘子（1993）

専門教育出版 

（４）『ニュアンスがわかる擬声語・擬態語（上級）』増田アヤ子（1993）専門教育出版 
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（５）『外国人のための日本語 例文・問題シリーズ＜1４＞擬音語・擬態語』日向茂男・

日比谷潤子（1989）荒竹出版 

（６）『（改訂版）日本語の擬音語・擬態語 Jazz Up Your Japanese with Onomatopoeia』 

   福田浩子（2003）講談社インターナショナル 

（７）『絵でわかる日本語使い分け辞典 1000』荻原稚賀子（2006）アルク 

 （８）『「擬音語・擬態語」使い分け帳』山口仲美・佐藤有紀（2006）山海堂 

  

 

６．１．２  リソース化の方法 

６．２節で、日本語教育のためのリソースとして提示する「基本オノマトペ」の意味・

用法の記述は、以下の４つの段階に分けて行う。 

 

（１）オノマトペの「用法」の提示 

始めに用法として、各オノマトペが文中でどのように用いられるかという統語的考察を 

行った上で、そのオノマトペが持つすべての用法を示す。用法を示す文例は、意味がわか

る範囲でなるべく簡潔なものとする。この用法提示によって、学習者は、副詞用法であれ

ば動詞や形容詞との共起関係、また「する」動詞になるか、形容動詞的用法あるいは名詞

としての用法を持つか等、当該オノマトペの文法的働きの情報を得ることができる。 

 また、オノマトペのアクセントは第１拍頭高型である場合が最も多いが、用法によって 

はアクセント型が異なる場合がある。このことも、オノマトペを使用する際には重要な情 

報となるので、各用法についてどのようなアクセント型で発音されるのかということを記 

号で表示する。以下に、「ぺらぺら」「びっくり」の例を挙げる。 

  １．外国語がぺらぺらだ。（平板アクセントのため、アクセント記号は表示しない。） 

  ２．ぺら
┐

ぺらよくしゃべる。（頭高） 

  ３．大きな音がしてびっくり
┐

した。（中高） 

  ４．びっくり箱
┐

をもらった。（尾高）  

 

（２）オノマトペが用いられる「文例」の提示 

次に、その語が用いられる「文脈」を示すことが重要であると考え、これまでの辞書 

や教材における単文レベルの例文ではなく、「文脈」を伴ったより長い例文、または複数の 
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例文を提示することとした。それが、文例と意味における「文例」である。ここで、各語

が基本的なオノマトペということを考え、日本語の教科書・教材に現れた例文やオノマト

ペ教材等の解説に見られる用例を参考に、できる限り平易な例文を提示する。各オノマト

ペが複数の意味を持つ場合は、その一つ一つの意味に対応する例文を挙げる。ただし、こ

こでは、文学作品等におけるその作家特有の用例や、非常に臨時的に用いられていると思

われる特殊な用例などは対象としない。また、用例として辞書等に記述があるものでも、

日常的にあまり用いられていない用例は、学習者にとって習得の必要性が低いと考え、こ

こでは省くこととする。この「文例」によって、そのオノマトペが実際にどのような場面、

状況のもとに用いられるかを示すことができると考える。 

 

（３）「文例」の＜意味＞の記述 

次に、それぞれの「文例」について、その＜意味＞を詳しく記述する。意味の記述は、

できる限り平易な言葉を用い、かつ具体的に行う。すなわち、従来の辞書に見られるよう

な同義語による置き換えや類義語による言い換えで説明する循環定義を避け、その語が実

際どのように使われるのか、その語を使うときの場面や状況を含めて記述する。記述方法

は参考とする辞書（15）『コウビルド英語学習辞典』の方式を採用する。ここで、この辞書

について簡単に説明する。 

同辞書は、様々な素材に表れた現代英語のデータをコンピュータを用いて分析すること

により、それぞれの語が実際どのように使われているかを明らかにした辞書である。最大

の特徴は、従来の辞書で行なわれていたような、語の置き換えによる定義を避け、単語の

意味を具体的な状況に即して文章をもって説明、何が主語にくるのか、どの前置詞をとる

のかといった基本的な情報や、その単語の使われる場合や前後関係等を説明していること

である。さらに、語の意味の配列も品詞別の枠組みをやめ、意味別の使用頻度が重視され

ているため、複数の意味・用法をもつ語の「よく使われる」側面が一目瞭然となるのであ

る。以下に‘splＡsh’（日本語で言えば「ばしゃんと水がはねる」のような意味）という

語の記述例を示す。（発音記号や活用形、実例の記述は省略する。） 

 

splash  

１ If you splash around in water, you hit or disturb the water in a noisy way, 

causing some of it to fly up into the air. 
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２ If water splashes on something or splashes something, it hits it and scatters 

in a lot of small drops. 

３ If you splash a liquid somewhere, you pour or throw it there rather 

carelessly. 

４ A splash is the sound made when something hits water or falls into it. 

５ A splash of a liquid is a small quantity of it that has been split on something. 

６ A splash of colour is an area of a bright colour which contrasts strongly with 

the colours around it.   

 

（４）日常的な場面における「会話例」の提示 

リソース化の最後の段階は、会話例である。「会話例」は、日常生活の様々な場面にお 

いて交わされると考えられる短い会話例を創作し、提示する。各会話例には、＜だれが＞

＜だれと＞＜いつ＞＜どこで＞＜何について＞＜どんなことを＞話しているのかという会

話の背景がわかるように、場面や状況、登場人物を設定し、記述する。また、会話特有の

表現や、あいづち、フィラー等もなるべく自然に近い形で提示する。 

 

 この４段階の記述と提示によって、当該オノマトペが、どんな場面で、どのような事象

や状態あるいは話し手の感覚や心情について、どのように使われるのかという情報が得ら

れるはずである。また、文法的な面からも、文中でどのような形で用いられるのか、助詞

は何を伴うのか、共起する語はどんな語かということも知ることができると考える。 

 なお、このリソース化は、中級段階にある学習者を想定して行なっている。よって、使

用した語彙や文型・表現もできるだけ中級の学習者に理解できる範囲におさえているが、

用例や意味記述、会話例の中には、中級の範囲に収まっていないものがある可能性もある。

また、表記については、学習者により自然な日本語をリソースとして提供したいと考え、

漢字も日常的に用いているものはそのまま使用している。従って、まだ漢字力が十分でな

い学習者に提示する際は、振り仮名をふるなどの配慮が必要かと思われる。 
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６．２  「基本オノマトペ」70 語のリソース化 

 

６．２節では、６．１節で示した「基本オノマトペ」のリソース化の考え方とその方法

に従って、第５章で選定した日本語教育のための「基本オノマトペ」70 語のリソース化を

行う。始めに、６．２．１項で、「基本オノマトペ」70 語とそのリソース化の内容につい

て一覧で示す。そして、６．２．２項で、「基本オノマトペ」の各語について、その「用法」

「文例と意味」「会話例」を記述し、本研究の成果として提示する。 

 

 

６．２．１  「基本オノマトペ」70 語一覧 

以下に、リソース化する 70 語の「基本オノマトペ」について、各語の掲載ページ、お

よび「用例」「文例と意味」「会話例」それぞれの数を一覧にして示す。 

 

 
語 頁 用例 文例・意味 会話例 

１ あっさり 270 ４ ４ ３ 

２ いらいら 272 ３   ３ ２ 

３ うっかり 273 ４ ４ ２ 

４ うろうろ 275 ３ ３ ２ 

５ うんざり 277 ３ ３ ３ 

６ がたがた 278 ６ ６ ４ 

７ がっかり 281 ３ ３ ２ 

８ がやがや 283 ３ ３ ２ 

９ からから 285 ６ ６ ３ 

10 がんがん 287 ５ ５ ３ 

11 きちんと 289 ６ ６ ６ 

12 ぎっしり 292 ３ ３ ２ 

13 きらきら 294 ３ ３ ２ 

14 ぎりぎり 295 ６ ６ ３ 

15 ぐっすり 298 ３ ３ ２ 
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 語 頁 用例 文例・意味 会話例 

16 ぐっと 299 ６ ６ ３ 

17 くるくる 302 ４ ４ ２ 

18 ぐるぐる 304 ５ ５ ２ 

19 げらげら 306 ３ ３ ２ 

20 こっそり 307 ３ ３ ２ 

21 ごろごろ 309 10  10  ６ 

22 ざあざあ 313 ３ ３ ２ 

23 さっさと 314 ２ ２ ３ 

24 さっと 316 ５ ５ ２ 

25 ざっと 317 ４ ４ ３ 

26 さっぱり 320 ６ ６ ７ 

27 さらさら 323 ７ ７ ７ 

28 しっかり 327 ７ ７ ６ 

29 じっくり 330 ２ ２ ３ 

30 じっと 332 ３ ３ ２ 

31 じろじろ 333 ２ ２ ２ 

32 すっかり 335 ３ ３ ２ 

33 すっきり 336 ４ ４ ２ 

34 すっと 338 ４ ４ ３ 

35 すらすら 340 ３ ３ ２ 

36 ずらり 341 ３ ３ ２ 

37 そっくり 343 ４ ４ ３ 

38 そっと 345 ３ ３ ２ 

39 そろそろ 346 ３ ３ ２ 

40 ぞろぞろ 348 ３ ３ ２ 

41 たっぷり 349 ６ ６ ４ 

42 ちゃんと 352 ４ ４ ２ 

43 どきどき 354 ４ ３ ２ 
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 語 頁 用例 文例・意味 会話例 

44 どっと 356 ３ ３ ２ 

45 どんどん 357 ５ ５ ３ 

46 にこにこ 360 ３ ３ ２ 

47 のろのろ 361 ４ ４ ２ 

48 のんびり 363 ５ ５ ２ 

49 ばたばた 365 ７ ７ ３ 

50 はっきり 368 ５ ５ ３ 

51 ばったり 370 ３ ３ ２ 

52 はっと 372 ３ ３ ２ 

53 ぱっと 373 ５ ５ ３ 

54 はらはら 376 ４ ４ ２ 

55 ばらばら 377 ５ ５ ３ 

56 ぴかぴか 380 ３ ３ ２ 

57 びっくり 381 ３ ３ ２ 

58 ぴったり 382 ６ ６ ２ 

59 ふと 385 ３ ３ ２ 

60 ふらふら 386 ６ ６ ４ 

61 ぶらぶら 389 ４ ４ ３ 

62 ぶるぶる 391 ３ ３ ２ 

63 ぺこぺこ 393 ４ ４ ２ 

64 ぺらぺら 394 ４ ４ ３ 

65 ぼうっと 396 ５ ５ ３ 

66 ほっと 399 ３ ３ ２ 

67 ぼんやり 400 ５ ５ ３ 

68 めちゃくちゃ 402 ４ ４ ２ 

69 ゆっくり 404 ５ ５ ３ 

70 わくわく 407 ３ ３ ２ 
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６．２．２  「基本オノマトペ」の意味・用法の記述と会話例の提示 

 

【１】あっさり 

 

用例 

１．日本料理は味があっさり
┐

している。 

２．あっさり
┐

したデザインが好きだ。 

３．兄はあっさり
┐

した性格だ。 

４．チャンピオンがあっさり
┐

と負けた。 

 

文例と意味 

１．日本料理は、洋食や中華料理に比べて、味があっさりしていると言われている。 

＜意味＞ 

うどん、そば、刺身、寿司などの日本料理は、味がうすく、辛すぎたり甘すぎたり油を 

たくさん使ったりしていないのであっさりしています。また、りんごや梨など甘さが強

すぎない果物、ほとんどの野菜、豆腐、海草などもあっさりした食品です。 

 

２．部屋のカーテンは、あっさりした色と柄にしたほうが、毎日見ていてあきません。 

＜意味＞ 

うすいブルーや草色、クリーム色などは、色がうすくてあまり目立たないのであっさり 

した色です。赤や黒、緑などの濃い色は、あっさりした色とはいえません。また、うす

いストライプ、小さな花の模様など、遠くから見るとほとんど柄がないように見えるシン

プルなデザインのものはあっさりした柄です。 

 

３．兄はあっさりした性格だから、大げんかをしても次の日には何もなかったように、に 

こにこしている。 

＜意味＞ 

あっさりした性格の人は、例えばけんかをしても、そのときのいやな気持ちはすぐ忘れ

ることができます。そして、次の日には何もなかったように機嫌がよくなっているような

人です。また何か失敗してもいつまでも後悔したり悩んだりしないで忘れることができま
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す。 

 

４．きのうの試合はがんばれば勝てると思っていたのに、１０対１であっさりと負けてし 

まった。 

＜意味＞ 

自分のチームのほうが相手よりちょっと強いか同じ位の実力で、がんばれば勝てるかも 

しれないと思っていたのに、その期待に反して簡単に負けてしまったとき、あっさり負け

たと言います。また、普通は言いにくいことを簡単に言ってしまったとき「あっさり言っ

た」、悪いことをした後、それをすぐに認めたときも「あっさり認めた」と言います。 

 

会話例  

１）［病院で診察が終わったあと］Ａ：医者 Ｂ：男性の患者 

Ａ：やっぱり、風邪ですね。胃腸が弱ってますから、油っこいものは避けて、あっさりし

た消化のいいものを食べるようにしてください。 

Ｂ：はい。あ、先生、お酒は・・・？ 

Ａ：２、３日は、お酒もひかえたほうがいいでしょう。 

Ｂ：あ、はい。わかりました。 

 

２）［大学で］ Ａ：女子大学生 Ｂ：クラスメートの男子 

Ａ：そうだ、この間貸した本、そろそろ返してくれない？ゼミのレポート書くのに、ちょ

っと見たいんだけど。 

Ｂ：あ、あの本ねえ。後輩がどうしても貸してくれっていうから、貸しちゃったよ。 

Ａ：えーっ！困るなあ。で、いつ返してもらえるの？  

Ｂ：いや、そいつ、大学やめて国に帰っちゃったんだ。連絡とれるかなあ・・・。 

Ａ：そんな～。あっさり言わないでよ。あの本、高かったんだから。 

 

３）［会社の食堂で］Ａ：男性社員 Ｂ：先輩 

Ａ：先輩、経理課の小川さんに結婚申し込んだって聞いたんですけど、ほんとですか？う

まくいきそうですか。  

Ｂ：いやあ、あっさり断られたよ。今の仕事が面白いし、結婚すると自由がなくなるから
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３０歳までは結婚したくないって言われたよ。 

Ａ：そうなんですか。ほんと、このごろは女性のほうが強くなりましたね。 

Ｂ：そうだな。お前も早く彼女見つけといたほうがいいぞ。 

 

 

【２】いらいら 

 

用例 

１．長い時間待たされていら
┐

いらする。 

２．隣の部屋がうるさくていら
┐

いらする。 

３．ドライバーのいらいらがつのる。 

 

文例と意味 

１．レストランに入ったら、とてもこんでいた。注文して２０分ぐらいたっても料理が出 

てこない。ウェーターは忙しそうにほかのテーブルに次々と料理を運んでいるが、30 分待 

っても私たちのテーブルには料理がこないので、だんだんいらいらしてきた。 

＜意味＞ 

何かを期待して待っているのにそのことが起こらない時、もう待つことができないとか、

がまんするのがつらいと感じていらいらします。いらいらしたときは、とてもいやな気持

ちになります。 

 

２．電車に乗ったら、となりにすわっていた 3歳ぐらいの子供が騒ぎだした。でも、母親 

が何も注意しないので、子供の声がどんどんうるさくなってきて、私は本当にいらいら

した。 

＜意味＞ 

話し手にとって何かいやなこと、好きじゃない状態が起き、またそのことが続いている

ために、がまんすることが難しいと感じるととてもいらいらします。 

 

３．毎年８月のお盆休みには、車に乗っていなかに帰る人がとても多い。でも、高速道路 

は何十キロも渋滞しているので、運転する人のいらいらはつのる一方だ。 
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＜意味＞ 

 道路がとてもこんでいて、なかなか車が前に進まないとき、運転している人のいらいら 

した気持ちがどんどん大きくなってきていらいらがつのります。 

 

会話例  

１）［会社で］ Ａ：女子社員 Ｂ：男子社員 

Ａ：どうしたの？なんかさっきから机の引き出しばかり開けて。 

Ｂ：いや、昨日書いた今週の予定表、たしかに引き出しに入れたと思ったんだけど、それ

が見つからないんだよ。もうなんかいらいらしてきた。 

Ａ：そんないらいらしてると、体によくないと思うけど。 

Ｂ：じゃ、いっしょに探してくれよ。 

 

２）［学校で］ Ａ，Ｂ：男子中学生 

Ａ：校長先生の話って、なんでこう長いんだろう。今朝ももう 20 分以上も話してるし…。 

Ｂ：それに、先週もまったく同じ話してたよなあ。 

Ａ：ほんと、何度も同じ話聞くのっていらいらするよなあ。 

 

 

【３】うっかり 

 

用例 

１．大切な約束をうっかり
┐

忘れてしまった。 

２．うっかり
┐

して降りる駅を乗り過ごした。 

３．うちの母親はうっかり者で困る。 

４．試験の点が悪いのは、うっかりミスが多いからだ。 

 

文例と意味 

１．忙しかったため、大切な電話があったことを上司に伝えるのをうっかり忘れた。 

＜意味＞ 

 うっかり忘れたというのは、大切な約束や電話の伝言など絶対に忘れては困るようなこ 
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とがあるのに、ほかのことで忙しくしていて忘れてしまうことです。うっかり忘れたこと

は、自分で気がつくこともあるし、ほかの人から言われて気がつくこともありますが、気

がついたときにはもう遅いことが多いです。  

 

２．電車に乗ったら大学時代の友人に会った。久しぶりだったので、いろいろな話しをし 

ていたら、うっかりして降りる駅を乗り過ごしてしまった。 

＜意味＞ 

 電車に乗って、とても面白い本を読んでいたり、だれかと夢中になって話したりしてい 

るとき、今どこの駅を通っているか全然見ないことがあります。そんなとき、自分が降り 

るつもりだった駅をうっかりして乗り過ごしてしまいます。 

 

３．うちの母親はうっかり者で、よくいろいろなものを忘れてくる。この間もスーパーへ 

行って買い物したものは持って帰ってきたが、スーパーのかごにお財布を忘れてきた。帰 

ってきてすぐスーパーの店員から電話があり、あわてて財布を取りに行った。 

＜意味＞ 

 うっかり者というのは、よく大切な約束を忘れたり、どこかに忘れ物をしてきたり、簡 

単なことをすぐ間違えたりするなど、うっかりして失敗することが多い人のことです。 

 

４．試験の前にいっしょうけんめい勉強しても、試験の点があまり良くないのは、うっか 

りミスで点を引かれているためだろう。 

＜意味＞ 

 試験でのうっかりミスというのは、問題をよく読まないために答えの書き方を間違えた 

り、問題の答えがわかっているのに答えを違うところに書いてしまったりなどの、つまら 

ないミスのことです。うっかりミスをよくする人は、注意力が足りないことが多いです。 

また、一生けんめい勉強しても、うっかりミスが多い人はなかなか成績が上がりません。 

 

会話例  

１）［朝、家を出る前］ Ａ：中学生  Ｂ：母親 

Ａ：あーっ、大変。今日までに学校に出さなきゃいけないプリント、うっかり忘れてた。 

Ｂ：まったく何やってるの。で、何のプリントなの？ 
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Ａ：修学旅行の申し込み書だよ。今日が締め切りなんだ。 

Ｂ：もう、しょうがないわねえ。今すぐ書いてあげるから早く持ってきなさい。 

 

２）［会社で］Ａ：課長 Ｂ：女性社員 

Ａ：ちょっと、木村さん、こっち来てくれますか。 

Ｂ：はい、課長、何でしょう。  

Ａ：ここ、先方の住所はいいんですけど、名前が一字違うでしょう。こういううっかりミ

スは困りますねぇ。これからもっと注意するように。 

Ｂ：はい。申し訳ありません。気をつけます。 

 

 

【４】うろうろ 

 

用例 

１．家の前をうろ
┐

うろしている人がいる。 

２．クマがうろ
┐

うろと動き回る。 

３．あっちへうろ
┐

うろ、こっちへうろ
┐

うろした。 

 

文例と意味 

１．家の前を知らない男の人がうろうろしているので、なんだか気味が悪い。 

＜意味＞ 

うろうろしているというのは、何か用事があるわけでもないのに、同じところを行った

り来たりしていることです。自分の家の前をうろうろしている人がいると、その人が何か

悪いことをしようと考えているのではないかとか、もしかするとどろぼうかもしれないな

どと考えることが多いので、不安になることが多いです。 

 

２．動物園のクマは、じっとしているのもいるが、たいていはうろうろと動き回っている。 

とても大きいクマがうろうろと動き回っているのを見ていると、やっぱり少しこわい感じ 

がする。 

＜意味＞ 
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動物がうろうろと動き回るというのは、クマやライオン、ゴリラなどわりと大きな動物 

が、檻の中などでじっとしていないで歩き回っているようすを言います。うろうろと動

いているときは、目的があるかどうかわかりませんが、見ていて落ち着かない感じがしま

す。 

 

３．新しくできたショッピングセンターに家族で行ったとき、ものすごく大きな駐車場に 

車をとめた。帰るとき、車をどこにとめたかわからなくなってしまったので、みんなであ 

っちへうろうろ、こっちへうろうろしてしまった。10 分ぐらいうろうろして、やっととめ 

た場所に戻ることができた。 

＜意味＞ 

ショッピングセンターやテーマパークなどの駐車場がとても大きいとき、どこに車をと 

めたのかうっかり忘れてしまうことがあります。そうすると、同じような車が並んでいる

駐車場の中を、あっちへこっちへと探して歩くことになります。そんなとき、あっちへう

ろうろ、こっちへうろうろすると言います。 

 

会話例  

１）［交番に近所の主婦から電話がかかってくる］ Ａ：主婦 Ｂ：警官 

Ａ：もしもし、駅前交番ですか。あの、２丁目の佐々木ですけど、さっきからずっと変な

男が家の前をうろうろしてるんです。なんか怪しいんですけど・・・。 

Ｂ：あー、そうですか。えっと、２丁目の何番地ですか。 

Ａ：２丁目３の１５です。あのう、すぐ見に来てもらえませんか。なんか怖くて・・・。 

Ｂ：そうですね。今、もう一人がちょっとパトロールに出ちゃってるんですよ。それに、

うろうろしてるってだけじゃあねえ。もう少し様子見といてもらえませんか。 

 

２）［病院で赤ちゃんの誕生を待つ父親とおばあちゃん］Ａ：男性 Ｂ：男性の母 

Ａ：まだかなあ、もうずいぶん時間たってると思うんだけど。 

Ｂ：そうすぐには生まれないわよ。そんなうろうろ歩いてないで、少しここに座ってたら

どうなの？ 

Ａ：いやあ、心配でじっと座ってなんかいられないよ。 

Ｂ：大丈夫よ。 
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【５】うんざり 

 

用例 

１．宿題が多くてうんざり
┐

する。 

２．店長の小言にはもううんざり
┐

だ。 

３．乗客はうんざり
┐

した顔をしている。 

 

文例と意味 

１．毎年夏休みになると、算数や国語のドリル、自由研究、絵日記を書くこと、何か工作 

を作ることなど、本当にたくさんの宿題が出る。せっかく楽しい夏休みなのに、宿題が多 

くてもううんざりする。 

＜意味＞ 

宿題が多くてうんざりするというのは、たくさんの宿題が目の前にあって、それをやら 

なければならないために、とってもゆううつな気持ちになることです。 

 

２．私がアルバイトをしているコンビニの店長は、いつもとても細かいことでうるさく注 

意してくる。毎日何回も同じ小言を聞かされるので、アルバイトの人たちはみんなもうう 

んざりだと言っている。 

＜意味＞ 

アルバイトの人たちが店長の小言にうんざりだというのは、店長が細かいことでいつも 

アルバイトの店員を注意していて、それが毎日繰り返されるので、みんなとてもいやでが

まんができないという気持ちになっているということです。 

 

３．朝、いつもの時間に駅に着いたら、30 分前に起きた事故のために電車が大変遅れてい 

るというアナウンスがあった。15 分ぐらい待ってやっと来た電車に乗ったが、ものすごく

混雑していて、少し走ってはすぐ止まるというのろのろ運転だったので、乗客はみなうん

ざりした顔をしていた。 

＜意味＞ 

 事故で電車が止まったり、とても遅れているときは、どの電車もとても混雑するし、前 
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の電車がつかえているので、電車がなかなか進みません。でも、乗客は降りることもでき 

ないし、込んだ電車の中で押されて苦しいし、時間もいつもの何倍もかかるので、もう本 

当にいやな気持ちになります。そんなとき、乗客はみなうんざりした顔をしていると言い 

ます。 

 

会話例 

１）［高校の教室で］ Ａ：学生（女性） Ｂ：学生（男性） 

Ａ：来週、数学のテストがあるの、知ってる？ 

Ｂ：えっ、またテスト？ 今週英語のテストがあったばかりなのに・・・。 

Ａ：本当、テストばかりでうんざりするよね。 

 

２）[アパートで] Ａ：アパートの住人（男性） Ｂ：大家さん（女性） 

Ａ：（ドンドンドン）佐藤さん、佐藤さん。 

Ｂ：はい、ああ、大家さん、こんばんは。 

Ａ：佐藤さん、夜は静かにしてっていつも言ってるでしょ。 

Ｂ：ああ、すみません。ちょっと友達が来てるもので・・・。 

Ａ：とにかく、うるさいのは、もううんざり。今度うるさくしたら出て行ってもらいます

からね。 

Ｂ：わかりました。気をつけます。 

 

３）[待ち合わせ場所で] Ａ：彼 Ｂ：彼女 

Ａ：ごめん、ごめん。待った？ 

Ｂ：どうしたの。こんなに遅れて。 

Ａ：ごめん。実は車両故障で電車がしばらく止まってたんだよ。 

Ｂ：また～？ 最近、電車よく止まるよね。 

Ａ：うん。電車に乗ってる人もみんな「またか」って感じでうんざりした顔してたよ。 

 

 

【６】がたがた 
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用例   

１．地震がきて、戸ががた
┐

がた揺れた。 

２．古い机なのでがた
┐

がたする。 

３．寒くてがた
┐

がた震える。 

４．客が店員にがた
┐

がた文句を言う。 

５．この車はもうがたがただ。 

６．社長が急に亡くなって、会社ががたがたになった。 

 

文例と意味   

１．きのうの夜、地震があった。戸や窓ががたがた揺れて、本棚から本も落ちてきたので、 

少しこわかった。 

＜意味＞ 

 少し大きい地震がきたときは、戸や窓、本棚や机などもかなり揺れてがたがたと音がし 

ます。そして、本棚やたんすの上から物が落ちてくることもあります。 

 

２．これは、私が小学校に入ったときに買ってもらった机です。もう３０年使っている古 

い机なのでがたがたして安定しませんが、思い出があるので捨てることができません。 

＜意味＞ 

 机やいすなどの家具ががたがたするというのは、古くなったり、または安物だったりす 

るために、家具が安定していないことです。がたがたするいすは、座るといすが傾いたり、 

体が少しゆれたりして、座っていてちょっと危ない感じがします。 

 

３．２月の寒い朝、バス停でバスを待っていたら雪が降ってきた。コートも着ていないし、 

手袋もマフラーもしていなかったので、寒くてがたがた震えてきた。 

＜意味＞ 

 とても寒い日に、コートも着ないで外で長い時間立っていると、体がどんどん冷えて震 

えてしまいます。そんなとき、体ががたがた震えると言います。また、とても怖い経験を 

したときにも、がたがた震えます。 

 

４．レストランで、となりのテーブルに座っていた中年の男性が、注文した料理がなかな 
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か来ないといって、若いウェートレスにがたがた文句を言っていた。 

＜意味＞ 

 レストランで注文した料理がなかなか出てこないと、気の短いお客はとても腹を立てて、 

ウェートレスにがたがた文句を言うことがあります。がたがた文句を言うというときは、 

何度も同じことを繰り返したり、相手がとても困っているのに文句を言うのをやめないで、 

しつこく言い続けるという感じがあります。 

 

５．今乗っている車は、結婚したときに買ったものだから、もう１５年も乗っていてがた 

がただ。そろそろ新しい車を買わなければと思っている。 

＜意味＞ 

車ががたがただというのは、車が古くなってエンジンの調子が悪いだけでなく、車体の 

あちこちに傷があったり、こわれている部分があったりすることです。がたがたの車は、

外見ももちろん良くないですが、乗った感じも良くなかったり、運転する人もちょっと不

安だったりします。 

 

６．先週、社長が交通事故で急に亡くなった。小さい会社で、社長一人ですべて決めてい 

たので、会社ががたがたになった。 

＜意味＞ 

会社ががたがたになるというのは、今まで一人で何でも決めていた社長が急に亡くな

ったりして、これからどうしたらいいのか誰もわからなくて、会社が混乱した状態になる

ことです。 

 

会話例  

１）［家で］Ａ：小学生の子ども Ｂ：母親 

Ａ：ねえ、お母さん。さっきから窓ががたがたいってるよ。なんか怖いよ。 

Ｂ：そうね、大きい台風が来てるからね。風が強くなってきたんでしょう。 

Ａ：大きい台風が来てるって、うち、大丈夫？ 倒れたりしない？ 

Ｂ：大丈夫よ。台風なんかで倒れたりしないから、安心しなさい。 

 

２）［大学の教室で］ Ａ：女子大学生 Ｂ：男子大学生 
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Ａ：木村くん、真っ青な顔してるけど何かあったの？ 

Ｂ：いやあ、今朝来るときにバイクの事故見ちゃってさ…。すごい血が流れてて、たぶん 

死んじゃってたと思う。 

Ａ：そうなんだ。だからがたがた震えてるのね。大丈夫？ 

Ｂ：なんか震えが止まらなくて、字も書けないよ。 

 

３）［中学校の授業で］ Ａ：教師 Ｂ，Ｃ，Ｄ：中学生 

Ａ：じゃ、今日の宿題は、このページの単語全部を２０回ずつノートに書いてくること。

提出は明日。わかったか？ 

Ｂ：えーっ！先生、それ無理ですよ。今日は数学と歴史、それに美術の宿題もあるし・・・。 

Ｃ：そうですよ、先生。あさってじゃだめですか？ 

Ｄ：２０回じゃなくて、１０回とか…。 

Ａ：だめだめ、明日までに２０回ずつだぞ。みんな、がたがた言わないで、ちゃんとやっ

て来いよ。 

Ｂ，Ｃ，Ｄ：はーい。 

 

４）［高校の野球場で］Ａ：野球部の部員 Ｂ：女子マネージャー 

Ａ：あーあ、もうどうするんだろう。来週、大事な試合があるっていうのに、エースの木

村がけがするなんて。最悪だよ。 

Ｂ：そう、困ったね。エースの木村くんが出られないと、あとは１年生ピッチャーになる

よね。  

Ａ：それってほんと大変だよ。もうチームががたがただよ。 

Ｂ：そんなこと言わないで、みんなで何とかがんばろう！ 

 

 

【７】がっかり 

 

用例 

１．料理がまずくてがっかり
┐

した。 

２．不合格の知らせにがっかり
┐

させられた。 
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３．仕事がうまくいかなくてがっかり
┐

だ。 

 

文例と意味 

１．会社の近くに新しいレストランができた。外から見た店の感じがとても素敵でさっそ 

く同僚と行ってみたのだが、料理があまりおいしくなかったので、がっかりしてしまった。 

＜意味＞ 

 外から見て素敵な感じのレストランに入るときは、料理もきっとおいしいだろうと期待 

します。でも料理を食べてみたら、あまりおいしくなかったというとき、がっかりしたと 

言います。また、ほかの人からおいしい店だと聞いていたのに、自分ではあまりおいしく 

ないと思ったときもがっかりします。 

 

２．入学試験の合格発表を見に行った息子から電話が来た。去年と同じ大学を受けたのだ 

が、今年も不合格だったという知らせに、本当にがっかりとさせられた。 

＜意味＞ 

 入学試験の合格発表は、結果を見たり聞いたりするとき、本当にどきどきします。もし 

合格していたら大喜びできますが、不合格だったときは本当に残念な気持ちになり、体の 

力がなくなる感じがします。子供が不合格だったという知らせを聞いた親は、がっかりと 

させられたと言います。 

 

３．課長が、お客と大事な仕事の話があるからと言って出かけていった。でも、その仕事 

の話はうまくいかなかったらしく、「もうがっかりだ」と言いながら帰ってきた。 

＜意味＞ 

 もうがっかりだ、というのは、何か期待していたことがうまくいかなくて、とてもがっ 

かりした、残念だということです。例えば、大事な仕事の話でお客に会いに行った課長が、 

「もうがっかりだ」と言ったというのは、その仕事の話が失敗に終わったので、課長はと 

ても失望しているということです。 

 

会話例 

１）［大学の入学試験合格者発表の掲示板の前で］ Ａ：高校生 Ｂ：Ａの友達 

Ａ：あれーっ！ おれの番号、ないかも。やっぱり、だめだったのかー。 



 283 

Ｂ：えーっ、ほんとか？よく見ろよ。お前、何番だ？ 

Ａ：えっと、３１２５番。  

Ｂ：３１２５か・・・。えっと、３１２２・・・、３１２９・・・あ、ほんとだ、ないよ。 

Ａ：あーあ、だめだ。もうおれ、どこにも受からないよ。 

Ｂ：ま、そんながっかりするなよ。あとまだ２校受けるんだろ。 

 

２）［レストランの前で食事を終えて出てきたところ］Ａ：女子社員 Ｂ：Ａの同僚 

Ａ：ねえ、なんかこの店、それほどおいしくなかったよね。どう思った？ 

Ｂ：うーん。木村さんが、すごくおいしいからぜひ行ってみて、って言ってたからすごく 

期待してたんだけど。 

Ａ：ほんと。なんかがっかりだね。 

 

 

【８】がやがや 

 

用例 

１．生徒たちががや
┐

がやさわいでいる。 

２．パーティ会場はがや
┐

がやしていた。 

３．がや
┐

がやした店は好きじゃない。 

 

文例と意味 

１．小学校３年生のとき、クラスの担任は大学を出たばかりの若い先生だった。それで、 

生徒たちはいつもがやがやさわいでいて、先生もぜんぜん注意しないので、授業中もいつ 

もとてもうるさかった。 

＜意味＞ 

教室で生徒たちががやがやさわいでいるというのは、先生がいて授業をしているのに 

先生の話をあまり聞いていないで、となりの人や近くの人と少し大きな声でおしゃべりを

していて、教室がうるさくなっているようすです。 

 

２．コンサートが始まる 10 分前、ロビーにはまだたくさんの客がいて、がやがやしてい 
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た。しかし、５分前にベルが鳴ると、客たちはコンサートホールに入っていき、ロビーは 

静かになった。 

＜意味＞ 

コンサートが始まる前は、客たちはロビーでコンサートが始まるまで、一緒に来た家 

族や友人、またその日にそこで会った知り合いなどと、いろいろな話をしながら待ってい

ます。だから、ロビーはおおぜいの人の話し声で少しうるさくなりますが、そんなとき、

ロビーががやがやしていると言います。 

 

３．友達と大切な相談をするときは、がやがやしたところではなく、静かなところで話し 

たほうがいい。 

＜意味＞ 

 がやがやしたところというのは、にぎやかな通りや客がたくさん入っている店など、大 

勢の人がみなそれぞれいろいろな話をしているために、近くにいる人の声も少し聞こえに 

くいというようなところです。 

 

会話例  

１）［小学校の教室で］Ａ：校長先生 Ｂ：若い先生 

Ａ：鈴木先生、このクラス、本当にうるさいですね。 

 Ｂ：あ、そうですか。でも、それは子供たちが元気だってことだと思います。 

Ａ：いやあ、そうかもしれないけど、授業中もこんなにがやがやうるさいのはちょっと

ねえ・・・。 

 Ｂ：あ、はい。授業中は、もう少し静かにするように注意します。 

 

２）［喫茶店で］Ａ：女性社員 Ｂ：男性社員 

Ａ：あのう・・この間注文した商品の件なんですが、やっぱりもう少し・・・。 

Ｂ：えっ？何ですか？ すみません、よく聞こえなくて。なんか、まわりがうるさいで

すね。こんながやがやした店だと、落ち着いて話もできませんね。 

Ａ：そうですね。ほかの店にうつりましょうか。 
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【９】からから 

 

用例 

１．のどがかわいて、からからだ。 

２．洗濯物がからからに乾いた。 

３．からから天気の日が続く。 

４．財布の中はいつもからからだ。 

５．缶をふると、から
┐

から音がする。 

６．から
┐

からと笑う声が聞こえる。 

    

文例と意味 

１．暑い日に、外でテニスの練習をしたので、のどがからからだ。冷たい水かジュースを 

飲みたい。 

＜意味＞ 

暑い日に、外でスポーツをしたり、長い時間歩いたりすると、のどがとてもかわきます。 

そんなとき、のどがからからだとか、のどがからからにかわいたと言います。 

 

２．今日はとてもいい天気なので、朝９時ごろに干した洗濯物が、お昼すぎにはもうから 

からに乾いてしまった。 

＜意味＞ 

天気がいい日に干した洗濯物は、短い時間でもとてもよく乾きます。そんなとき、洗濯 

物がからからに乾いたとかからっと乾いたと言います。からからに乾いた洗濯物は、と

ても軽い感じがしますし、触るとふんわりとやわらかく、いい匂いもします。 

 

３．今年の夏は雨が少なく、毎日からから天気の日が続いている。ダムの水もどんどん減 

っていて、水不足が心配だ。 

＜意味＞ 

からから天気というのは、毎日晴れの日が続いていて雨が全然降らないときの天気です。 

からから天気が続くと、空気も地面もとても乾燥しますし、川やダムの水も少なくなって

くるので、大きな都市では水不足が心配されることもあります。 
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４．学生のとき、アルバイトをして給料をもらってもすぐ使ってしまった。だから財布の 

中はいつもからからだった。 

＜意味＞ 

財布の中がからからだというのは、財布にお金が全然入っていない、つまり財布の中が 

からっぽだということです。学生時代や若いときはお金がない人が多いので、財布にお金

がたくさん入っているというより、お金がなくてからからだということがよくあります。 

 

５．テーブルの上にあったきれいな缶をふったら、中でからからと音がした。缶を開けて 

みると、中にキャンディが一つだけ入っていた。 

＜意味＞ 

 缶をふってからからと音がするというのは、缶の中に何か小さくてかたいものが入って

いて、それが缶に当たるときに音が聞こえるということです。缶の中でからからと音がす

るものは、かたくて小さいもの、例えばびんのふたとかキャンディ、小さな石ころなどで

す。 

 

６．授業中、先生がとてもおもしろい冗談を言ったので、男の学生たちがからからと笑っ 

た。 

＜意味＞ 

 からからと笑う声というのは、ふつう男の人が少し高い声で楽しそうに笑うときの声で

す。女の人が笑うときには使いません。からから笑うという表現は、小説などで見ること

はありますが、最近の話し言葉ではあまり使われていません。 

 

会話例  

１）［スポーツ大会で］ Ａ：若い女性  Ｂ：Ａの友人（男性） 

Ａ：今日ほんと暑いねえ。この試合、何時までだっけ？ 

Ｂ：えーと、２時半までかな？でも、次の試合も見てから帰るだろう？ 

Ａ：そうね。でもわたし、さっきから何も飲んでないからもうのどがからからなんだ。 

Ｂ：じゃ、何か冷たい飲み物でも買ってこようか。 

Ａ：うん、お願い。 
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２）［お祭りで］Ａ：４歳ぐらいの男の子  Ｂ：父親 

Ａ：ねえ、お父さん、あのからからって鳴ってるの、何？ 

Ｂ：あ、あれは風車っていって、風がふくとくるくる回るんだよ。 

Ａ：おもしろいね。ぼく、ほしいなあ。 

Ｂ：そうか。じゃ、一つ買ってやろう。 

 

３）［農家で］ Ａ：農家の主人  Ｂ：妻 

Ａ：今日も雲ひとつないからから天気かあ。 

Ｂ：ほんとに。こう毎日晴ればかり続くと、畑がからからになっちゃいますね。 

Ａ：ああ、少しは雨が降ってくれないと困るよ。 

 

 

【10】がんがん 

 

用例 

１．がん
┐

がん工事をする音が聞こえる。 

２．野球のコーチががん
┐

がん怒鳴っている。 

３．二日酔いで頭ががん
┐

がんする。 

４．クーラーをがんがんにきかせる。 

５．レポートをがん
┐

がん書く。 

 

文例と意味 

１．家の近くに新しい道路を作っている。毎日がんがん工事の音が聞こえてきて本当にう

るさい。 

＜意味＞ 

 ビルの建設工事や道路工事をしているところでは、時々話し声が聞こえないほど大きな

音がしていることがあります。そんな時、工事の音ががんがん聞こえると言います。 

 

２．高校の野球部のコーチは本当に厳しい人で、ちょっとミスをしただけでもすぐにがん
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がん怒鳴る。 

＜意味＞ 

 がんがん怒鳴るというのは、とても大きくて強い声でずっと怒鳴り続けることです。が

んがん怒鳴る声を聞いていると、頭も痛くなるし、とても嫌な気持ちになります。 

 

３．昨日は久しぶりに会った友人と夜遅くまで飲んだので、今朝は頭ががんがんする。 

＜意味＞ 

 前の晩にお酒を飲みすぎると、次の日二日酔いになって、気分が悪かったり頭が痛くな

ったりします。特に頭がとても痛くて、何かでなぐられているように感じるとき、頭がが

んがんすると言います。 

 

４．ビルの中はエアコンをがんがんにきかせていて、寒いぐらいだった。 

＜意味＞ 

 夏の暑いときに、部屋のエアコンの温度設定をとても低くして、ちょっと寒く感じるぐ

らいに冷やすことを、エアコンをがんがんにきかせると言います。 

 

５．学期末のレポートの締め切り日が近づいてきたので、毎日朝から図書館に行って、レ

ポートをがんがん書いている。 

＜意味＞ 

 レポートをがんがん書くというのは、ゆっくり書いていたら締め切りに間に合わないと

いうような時、１日中パソコンの前に座って、いつもより速いペースで、とにかくどんど

んレポートを書き続けるということです。 

 

 

会話例 

１）［オフィスで］ Ａ，Ｂ：女子社員 

Ａ：ねえ、この部屋ちょっと寒くない？ 

Ｂ：そうね。冷房がちょっと強すぎるみたい。 

Ａ：こんなにがんがん冷房きかせたら、体が冷えておかしくなっちゃうよ。  

Ｂ：ほんと。真夏なのに長袖着てまだ寒いなんて変だよね。 
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２）［グラウンドで野球部の練習を見ているところ］ Ａ，Ｂ：男子高校生 

Ａ：野球部のあの新しいコーチ、こわそうだな。 

Ｂ：そう、さっきからがんがん怒鳴ってばかりだぜ。  

Ａ：あんなに怒鳴られたら、俺なんかすぐやめたくなっちゃうよ。 

Ｂ：ま、運動部なんてみんな同じようなものさ。怒鳴らないと、練習してる感じがしない

ってことなのかもな。 

  

３）［大学の教室で］ Ａ，Ｂ：男子大学生 

Ａ：おい、山田、どうしたんだ？さっきから元気ないみたいだけど。 

Ｂ：いや、きのうゼミの飲み会で先輩に思い切り飲まされちゃって。二日酔いで頭ががん

がんするんだ。 

Ａ：そうか。そりゃつらいよな。今日はもう早退すれば？  

Ｂ：うん、そうする。帰って少し寝るよ。 

 

 

【11】きちんと 

 

用例 

１．毎日朝ごはんをきちん
┐

と食べている。 

２．本棚に本をきちん
┐

と並べる。 

３．家賃を毎月きちん
┐

と払う。 

４．最近の子はきちん
┐

とあいさつができない。 

５．娘は、きちん
┐

とした人と結婚させたい。 

６．面接の日はきちん
┐

とした服を着ていく。 

 

文例と意味 

１．朝はいつも時間がなくて、朝ごはんをきちんと食べられないことが多い。だから、学

校へ行ってもすぐお腹がすいてしまう。 

＜意味＞ 
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  朝ごはんをきちんと食べるというのは、パンとコーヒーだけとか、果物を食べるだけ

とかではなく、和食ならご飯にみそ汁、卵焼きと野菜の料理というように、栄養のバ

ランスを考えていろいろな物を食べることです。朝ごはんをきちんと食べないと、学

校や会社へ行ってすぐお腹がすいてしまいます。 

 

２．教科書や本が増えて机の上や部屋の中が本でいっぱいになってしまったので、本棚を

買った。本棚に本をきちんと並べて入れたら、部屋がすっきりしてとてもいい気分に

なった。  

＜意味＞ 

  本棚に本をきちんと並べて入れるというのは、いろいろな種類やサイズがある本を、

なるべく同じ種類、同じサイズのものを一緒にして本棚にきれいに入れることです。

本がきちんと並べてあると、見た目もとてもきれいですし、どこに何の本があるかす

ぐわかるので便利です。 

 

３．アパートや家などを借りるとき、一番大切なのは毎月家賃をきちんと払うことだ。 

＜意味＞ 

  家賃をきちんと払うというのは、例えば毎月月末までに払うという約束をしていたら、

必ずその月の 30 日か 31 日までに、決められた金額を払うという意味です。払う日が

1 日でも遅れたり、金額が足りなかったりしたら、きちんと払ったことにはなりませ

ん。 

 

４．最近の子どもはきちんとあいさつができないと言われている。家庭の中でも、両親や

兄弟にきちんとあいさつをするよう教えていないのかもしれない。 

＜意味＞ 

  きちんとあいさつするというのは、例えば朝起きたら、家族に「おはよう」と大きな

声で言ったり、また近所の人に会ったとき、相手の顔を見て「こんにちは」とはっき

り言ったりすることです。 

 

５．娘が今年で２６歳になるので、そろそろ結婚してもいい歳だが、とにかく相手はきち

んとした人と結婚させたいと思う。 
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＜意味＞ 

  きちんとした人というのは、学校を卒業したあと仕事をして、毎月決まった収入もあ

ってまじめに生活しているという人です。きちんとした人と結婚すれば生活も安定す

るので、親も安心できるというわけです。 

 

６．今日は仕事の面接を受けに行くので、きちんとした服を着ていこうと思っている. 

＜意味＞ 

  きちんとした服を着るというのは、サラリーマンや OL が会社に行くときに着るよう

な服、つまり男性ならワイシャツにネクタイをしめて濃い色のスーツ、また女性もス

ーツとかブラウスにスカートなどの服を着ることです。家にいるときに着るような T

シャツとジーンズなどは、きちんとした服ではありません。 

 

会話例 

１）［学校の保健室で］ Ａ：学生（男性） Ｂ：保健の先生 

Ａ：最近、とても疲れやすくて、授業中によく寝てしまうんですが・・・。 

Ｂ：そうですか。朝ご飯は食べていますか。 

Ａ：いえ、ほとんど食べていません。 

Ｂ：朝、昼、晩と三食きちんと食べないと、元気が出ませんよ。 

Ａ：はい、なるべく食べるようにします。 

 

２）[駐輪場で自転車をとめる時に] Ａ：駐輪場の管理人 Ｂ：駐輪場の利用者 

Ａ：あっ、ちょっと。 

Ｂ：なんですか。 

Ａ：自転車は、きちんと奥のほうからつめてとめてもらえますか。そうしないと、たくさ

んの人が利用できないので・・・。 

Ｂ：あ、わかりました。どうもすみません。 

 

３）［図書館で本を返すときに］ Ａ：学生 Ｂ：図書館員 

Ａ：これ、返却します。 

Ｂ：はい、少々お待ちください。ああ、返却日から三日遅れていますね。返却の期日はき
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ちんと守るようにしてください。 

Ａ：すみません。今度から気をつけます。 

 

４）[高校の職員室で] Ａ：明日面接試験を受ける学生 Ｂ：教師 

Ａ：先生、明日大学の面接があるんですが、面接で一番大切なことは何でしょうか。 

Ｂ：そうですね。やはり、自分がどうしてこの大学に入りたいのかということを、面接官

にわかるようにきちんと説明できることですね。 

Ａ：そうですか。やはり、面接では志望動機が一番大切なんですね。 

Ｂ：じゃ、ついでですから、ちょっと練習してみましょうか。 

Ａ：えっ、すみません。まだ準備がちょっとできてなくて・・・。 

 

５）[Ａの家で友人同士が話している] Ａ：女性 Ｂ：Ａの友人（女性） 

Ａ：ねえ、ねえ、陽子はどんな人と結婚したい？ 

Ｂ：うーん、まじめで、きちんとした人かな。 

Ａ：きちんとした人って？ 

Ｂ：だから、きちんと部屋掃除して、きちんと料理作って、食べた後もきちんと食器を洗

うような、そんな人。 

Ａ：へえー、そんな人、いたらいいね。 

 

６）[小学校の職員室で] Ａ：教師（女性） Ｂ：教師（男性） 

Ａ：最近の子供たち、授業中きちんと座ってると、みんなすぐ疲れてしまうみたいなんで

すよ。 

Ｂ：それはやっぱりきちんとした生活をしていないからじゃないかな。 

Ａ：ああ、夜寝るのが遅かったり、きちんとごはん食べないで、お菓子ばかり食べたりと

か・・・。 

Ｂ：そうそう。そんな生活してたら、そりゃ、疲れやすくなりますよね。 

 

 

【12】ぎっしり 
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用例 

１．財布にお札がぎっしり
┐

つまっている。 

２．今週は予定がぎっしり
┐

だ。 

３．小さな字でぎっしり
┐

と書いてある。 

 

文例と意味 

１．社長の財布にはいつもお札がぎっしりとつまっている。いったいいくらぐらい入って 

いるのだろうか。 

＜意味＞ 

 財布の中にお札がぎっしりとつまっているというのは、財布にもうそれ以上１枚入れる

ことができないほど、お札がたくさん入っているということです。お札がぎっしり入って

いる財布には、たいてい２０万円ぐらいは入っています。 

 

２．友人から映画に行かないかと誘われたので、手帳のスケジュールを見てみたら、週末

まで予定がぎっしりだった。 

＜意味＞ 

 １週間の予定がぎっしりだというのは、毎日朝から夜まで、いろいろな予定が入ってい

て、空いている時間がもう全然ないということです。 

 

３．昔の人が筆で書いた日記を見たら、小さな字でぎっしりと書いてあったので、すごい

と思った。 

＜意味＞ 

 小さな字でぎっしりと書いてあるというのは、手紙やノート、本の空いているところな

どに、小さな字がほかの字との間をあけないで、きれいにつめて書いてあるということで

す。 

 

会話例  

１）［社長室で］ Ａ：社長 Ｂ：秘書 

Ａ：そろそろ健康診断を受けに行こうと思うんだが、来週はどんな予定だったかね？ 

Ｂ： えーと、来週はもう予定がぎっしりですね。今、空いてるのは木曜の午後だけです
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が…。 

Ａ：午後か…。午後だと病院はだめだろうな。じゃ、さ来週は？  

Ｂ：さ来週なら、金曜が１日空いております。金曜に予約をとりましょうか。 

Ａ：ああ、じゃ、そうしてくれ。 

 

２）［大学の教室で］ Ａ，Ｂ：女子大生 

Ａ：来週から試験だ。どうしよう。休んだところのノート、見せてもらえない？ 

Ｂ：えー、わたしの？ わたし、全然ちゃんと書いてないよ…。よし子に頼んだら？ 彼

女、いつもノートにきれいな字でぎっしり書きこんでるよ。  

Ａ：そうか。彼女、本当によく勉強してるものね。じゃ、よし子に頼んでみよう。 

 

 

【13】きらきら 

 

用例 

１．空の星がきら
┐

きら光る。 

２．子供は目がきら
┐

きらしている。 

３．パーティにきらきらの服を着ていく。 

 

文例と意味 

１．東京のような都会では夜あまり星が見えませんが、田舎に行くと、空いっぱいの星が 

きらきらと光っていて本当にきれいです。 

＜意味＞ 

 夜、星がきらきら光るというのは、星がとても明るく光っていて、その光が少し動いて

いるように見えることです。きらきら光るものは、星のほかにダイアモンドのような宝石、

よく晴れた日の海の波などです。きらきら光るものを長い時間見ていると、目が少し疲れ

ます。 

 

２．世界中の子供たちだけを撮った写真展が開かれたので、行ってみた。どの写真に写っ 

ている子供たちも、本当に目がきれいできらきらしていてかわいかった。 
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＜意味＞ 

 子供の目がきらきらしているというとき、子供はまだ本当にいやなもの、良くないもの

を見ていないとか、大人のように悪い考えを持っていないというような意味で、目がきれ

いで光っていると言うことがあります。もちろん、大人になっても目がきれいできらきら

している人はいます。でも子供に比べると、大人の目はきらきら光っていることが少ない

ようです。 

 

３．大学の卒業パーティに着るために、黒い生地に銀色のスパンコールがたくさんついた、 

きらきらのロングドレスを買った。 

＜意味＞ 

 きらきらの服というのは、ビーズやスパンコールなどがついていて、それがとても光っ

て見える服です。きらきらの服は派手ですから、パーティや結婚式に着ていくのはいいで

すが、仕事や学校に行くときに着ていく人はほとんどいません。 

 

会話例  

１）［夏のキャンプ場で］ Ａ：小学生 Ｂ：先生 

Ａ：ねえ先生、あの星、見て。すっごくきらきら光ってる。 

Ｂ：あー、あれね。ほんとだ、きれいだねえ。あれは一等星だから、特別光るのよ。 

Ａ：そうかあ。なんか宝石みたい、きらきらしてて。 

  

２）［世界の子ども写真展の会場で］ Ａ：若い女性 Ｂ：Ａのボーイフレンド 

Ａ：ねえ、この写真の子どもたち、みんな本当にかわいいね。 

Ｂ：そうだね。目がきらきらと光ってて、みんないい顔してるね。  

Ａ：でも大人になると、こんなきらきらした目じゃなくなるんだよね。どうしてだろう。 

Ｂ：さあねえ。 

 

 

【14】ぎりぎり 

 

用例 
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１．走っていったらぎりぎり間に合った。 

２．合格点ぎりぎりでパスした。 

３．ぎりぎりのお金しか持っていかない。 

４．締め切りぎりぎりにならないと書き始めない。 

５．ロープでぎり
┐

ぎりとしばった。 

６．ぎり
┐

ぎりと歯ぎしりする音が聞こえる。 

 

文例と意味 

１．朝ねぼうしたので駅まで走っていったら、電車の出る時間ぎりぎりに間に合った。 

＜意味＞ 

電車の時間ぎりぎりに間に合ったというのは、電車のドアが閉まる直前に電車に乗るこ

とができたということです。つまり、もし駅に着くのがあと１秒遅かったら、電車に乗る

ことができなかったというぐらい、時間がなかったということです。 

 

２．数学のテストで、59 点以下の人はもう一度テストを受けなければならないと言われ 

たが、私は 60 点とれたので合格点ぎりぎりだった。 

＜意味＞ 

 テストで合格点ぎりぎりだったというのは、合格点とちょうど同じか、それより 1点か

２点しか高い点しかとれなかったということです。この場合、もし 59 点だったら再テスト

になるわけですが、60 点だったのでパスしたということです。 

 

３．弟は海外旅行に行くとき、いつもぎりぎりのお金しか持っていかないので、心配だ。 

＜意味＞ 

旅行にぎりぎりのお金しか持っていかないというのは、例えばその旅行に必要なお金

が１０万円だとしたら、ちょうど１０万円だけを持っていくということです。だからぎ

りぎりのお金しか持っていないとき、もし途中で予定よりたくさんお金を使ってしまっ

たら、そのあとお金が足りなくなってしまうので、とても困ることになります。 

 

４．学生のときいつも、レポートの締め切りの日が近づいてきても、ぎりぎりになるまで 

書き始めなかった。だから、締め切りの前の日は、たいてい夜寝ないで書かなければなら 
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なかった。 

＜意味＞ 

 レポートの締め切りの日がだんだん近づいてきているのに、なかなか書き始めることが

できないというとき、締め切りぎりぎりにならないと書き始められないと言います。もち

ろん人によっては、締め切りの日よりずっと前に書き終わってしまう人もいますが、たい

ていの人はぎりぎりになってしまうことが多いようです。 

 

５．銀行強盗は、行員たちが動けないように、行員たちの体をロープでぎりぎりとしばっ 

てから、金庫のお金をとっていった。  

＜意味＞ 

 人の体をロープでぎりぎりとしばるというのは、手や足にロープを巻いて、とても強く

しばることです。ぎりぎりとしばられると、まったく動けないだけでなく、ロープが体に

強く巻きついて、とても痛くなります。 

 

６．社員旅行に行って、旅館の大きな部屋に６人で泊まった。夜中に、ぎりぎりと歯ぎし 

りをする音が聞こえて目がさめてしまい、朝までよく眠れなかった。 

＜意味＞ 

 ぎりぎりと歯ぎしりをする音というのは、寝ている間に上下の歯を強くかむことで出

る、何かを強くこすっているようないやな音のことです。寝ている間に歯ぎしりしている

ことは、自分ではまったく気づきませんが、かなりうるさくていやな音なので、まわりの

人にはとても迷惑です。また、寝ている間だけでなく、とてもくやしいときなどにも、

ぎりぎり歯ぎしりをしてくやしがる、ということがあります。 

 

会話例  

１）［子供の部屋で］ Ａ：母親  Ｂ：中学生の息子 

Ａ：太郎、早く起きなさい！もう７時半よ。 

Ｂ：うーん、わかったよ、もう少しだけ…。 

Ａ：そうやっていつもぎりぎりまで寝てるから、遅刻するのよ。また、朝ごはん食べる時

間なくなっちゃうわよ。  

Ｂ：わかってる。今日は朝ごはん、いいや。 
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２）［高校の教室で］Ａ：教師  Ｂ：女子生徒 

Ａ：じゃ、今、返したテストだが、今回 30 点未満だった者は来週もう一度試験をするから

な。わかったか。 

Ｂ：えーっ！30 点未満って、30 点は入らないですよね？   

Ａ：そう。29 点だったらもう一度テストだが、30 点はまあぎりぎり大丈夫ってことだ。 

Ｂ：わー、あぶなかった。私、ちょうど 30 点だからぎりぎりセーフですね。 

 

３）［会社で］ Ａ：男子社員  Ｂ：Ａの同僚（女性） 

Ａ：先週の社員旅行、もう最悪だったよ。 

Ｂ：どうして？けっこう楽しかったじゃない。 

Ａ：いや、おれのとなりのやつ、夜中にずっとぎりぎり歯ぎしりしててさあ。うるさくて

全然寝られなかったんだよ。  

Ｂ：そうか。それ、最悪だね。 

 

 

【15】ぐっすり 

 

用例 

１．きのうの夜は、ぐっすり
┐

眠れた。 

２．子供がぐっすり
┐

と寝ている。 

３．最近どうもぐっすり
┐

寝られない。 

 

文例と意味 

１．家族で山の中の温泉旅館に行った。おいしい食事を食べ、広い温泉風呂に入ったら本 

当に気持ち良かった。山の中は本当に静かで、久しぶりにぐっすり眠れた。 

＜意味＞ 

 ぐっすり眠れたというのは、ふとんまたはベッドがとても快適で、夜寝てから朝起きる

まで途中で目がさめたりすることもなく、気持ちよく眠ることができたということです。 
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２．1日中遊んで疲れたのか、子供たちはぐっすりと寝ている。  

＜意味＞ 

 昼間元気に遊んだ子供は、夜になってふとんに入るとすぐ、ぐっすりと寝ます。ぐっ   

すり寝ている子供は、テレビの音や両親の話し声などで、まわりが少しうるさくても全然

起きません。 

 

３．このごろ、夜ふとんに入ってもなかなか眠れない。そして朝、目がさめたとき、ちっ 

ともぐっすり寝たという感じがしないので、いつも疲れている感じだ。 

＜意味＞ 

 朝、目がさめたとき、ぐっすり寝た感じがしないというのは、暑すぎる、寒すぎる、ま

たはふとんが快適でないなど、寝るときの環境が良くなかったり、心配ごとやストレスな

どがあるなどの理由で、夜、寝ている間も深く眠ることができなかったということです。

そういうときは、夜中に何回か目がさめてしまったり、悪い夢ばかり見たりしていて、寝

ても体の疲れがとれないことになります。 

 

会話例  

１）［観光地の温泉旅館で］ Ａ：旅館の女主人 Ｂ：泊まり客（女性） 

Ａ：お客さま、ゆうべはよくおやすみになれましたか。 

Ｂ：ええ、温泉にも入ったし、もう気持ちよくてぐっすり眠れました。 

Ａ：それは、ようございました。 

 

２）［病院で］Ａ：患者（４０代の男性） Ｂ：医者 

Ａ：先生、このごろどうもよく眠れないんです。なんだか、毎晩ぐっすり寝たって感じが

しないんですよ。すぐ、目がさめちゃって…。 

Ｂ：そうですか。お仕事のほうはどうですか。最近急に忙しくなったとか…。 

Ａ：いやあ、実は、最近仕事でいろいろトラブルがありまして…。 

Ｂ：じゃあ、ぐっすり眠れないというのもそのストレスが原因でしょう。 

 

 

【16】ぐっと 
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用例 

１．重いドアをぐっと押す。 

２．泣きたくてもぐっとがまんする。 

３．冷たいビールをぐっと飲む。 

４．木の枝が 1本だけぐっと出ている。  

５．やさしい言葉にぐっときた。 

６．成績がぐっと上がった。 

 

文例と意味 

１．研究所の入り口のドアはとても重いので、開けるときはぐっと押さないと開かない。 

 ＜意味＞ 

厚い鉄などでできているドアはとても重いので、軽く押しただけでは絶対に開きません。 

そんなとき、自分の体重をかけるような気持ちで、ぐっと強く押して開けます。 

 

２．子供のとき、うそをついて父に叱られた。泣きたかったけれど、いつも男の子は泣い 

てはいけないと言われていたので、ぐっとがまんした。 

＜意味＞ 

本当は泣きたいけれど泣いてはいけないと思うとき、下を向いてくちびるをかんだり、

手を強くにぎりしめたりして、涙や声が出ないように体に力を入れます。そんなとき、ぐ

っとがまんすると言います。 

 

３．とても暑い日に１日中外で働いたときは、家に帰ってシャワーを浴びてから、冷たい 

ビールをぐっと飲むのが楽しみだ。  

＜意味＞ 

 何かをぐっと飲むというのは、コップに入ったビールやジュースなどを少しずつ飲むの

ではなく、一度にたくさん口に入れて、短い時間で飲むようすです。 

 

４．庭に植えた木の枝が、1本だけぐっと出てとなりの家のほうに伸びている。となりの 

家にめいわくになるので、切ることにした。 
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＜意味＞ 

木の枝が 1 本だけぐっと出ているというのは、ほかの枝に比べてその枝だけとても伸

びていて、まわりの枝から飛び出して見えるということです。 

 

５．24 歳の娘が結婚する日の朝、娘に「おとうさん、今まで本当にありがとう」と言われ 

たら、思わずぐっときてしまった。 

＜意味＞ 

 ぐっとくるというのは、例えば父親が、結婚式の朝家を出ていく娘を見送るときなどに、 

急に胸がいっぱいになって、涙が出そうになるような気持ちです。つらい時にだれかに急 

にやさしい言葉をかけられたり、感動的な映画を見たりしたときなどにも、ぐっとくるこ 

とがあります。 

 

６．中学３年のとき、成績が悪いのでクラブ活動をやめることにした。そして、夏休みに 

３週間塾に通って一生けんめい勉強したら、２学期になって成績がぐっと上がった。 

＜意味＞ 

 成績がぐっとあがったというのは、例えば今まで 40 人生徒がいるクラスの中で、上か

ら 25 番目ぐらいの成績だった子供が、がんばって勉強して、クラスで５番目ぐらいの成

績になったときのように、今まであまりいい成績でなかったのに、急にとてもいい成績に

なることです。 

 

会話例  

１）［スポーツジムで］ Ａ：インストラクター Ｂ：男性 

Ａ：はい、じゃ、次はこれを持ち上げて。 

Ｂ：いや、これ、重いですね。持ち上がりそうもないなあ。 

Ａ：大丈夫。腕だけじゃなくて、お腹にぐっと力を入れてみて。 

Ｂ：あ、はい。うーん…持ち上がった…。でも、きついなあ。 

 

２）［映画館の外で］Ａ：若い女性 Ｂ：女性の友達（男性） 

Ａ：いい映画だって聞いてたけど、ほんと良かったね。 

Ｂ：うん、もう途中から涙、止まらなくなっちゃった。 
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Ａ：ああ、俺も、最後のあのセリフになんかぐっときて、涙、出そうになったよ。 

Ｂ：へえ、めずらしいじゃない。 

 

３）［小学校で］ Ａ：教師 Ｂ，Ｃ：生徒 

Ａ：じゃ、みんな、１学期と同じように、背の順に前から並んで。 

Ｂ：先生、ぼく、うしろの和夫くんより大きくなったよ。ほら。 

Ａ：あ、ほんとだ。ひろしくん、夏休みの間にぐっと背が伸びたのね。じゃ、和夫くんと

ひろしくん、順番入れ替わってみて。はい、いいわね。 

Ｃ：先生、あたしも。よしこちゃんより大きいよ。見て。 

Ａ：はいはい。みんな、前の人と後ろの人とどっちが高いかよく比べてみようね。 

 

 

【17】くるくる 

 

１．コマがくる
┐

くる回る。 

２．カレンダーをくる
┐

くる丸めた。 

３．くるくるに巻いた髪がかわいい。 

４．天気がくる
┐

くる変わる。 

 

文例と意味 

１．父親が、小さなコマを持ってくるっと回すと、コマは台の上でずっとくるくると回り

続けた。 

＜意味＞ 

 コマをくるっと回す、というのはコマを 1回だけ強く回すことです。コマがくるくる回

るというのは、コマを上手に回したとき、コマが倒れないでずっとくるくると回り続ける

様子です。反対に、下手な人がコマを回すと、少し回っただけでふらふらしてすぐ倒れて

しまいます。 

 

２．お正月になって、今年の新しいカレンダーを壁にかけた。去年のカレンダーを捨てよ

うかと思ったが、絵がきれいなのでくるくる丸めて、とっておくことにした。 
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＜意味＞ 

 くるくる丸めるというのは、大きな紙などを端のほうからどんどん巻いていって丸い棒

のようにすることです。カレンダーやポスターなどは、折りたたむと折り目がつくので、

ふつうは折りたたまないでくるくる丸めておきます。 

 

３．子供のころ、マンガの中に出てきた女の子のくるくるに巻いた髪の毛にあこがれた。  

＜意味＞ 

 髪の毛を小さな丸いもので巻いておいておくと、カールしてくるくるになります。くる

くるに巻いた髪の毛はとてもかわいいので、特に小さな女の子に人気があります。 

 

４．昨日は、夏のように暑かったと思ったら、今日からまた急に寒くなった。春先の天気

はくるくる変わるので、気をつけないと風邪を引いてしまいそうだ。 

＜意味＞ 

 冬から春になったばかりのとき、つまり３月のはじめから半ばごろは、暖かかったり寒

かったり、天気がとても変わりやすいです。半袖を着ていても大丈夫なくらい暖かい日が

あると思うと、また次の日には冬に戻ったように寒くなったりして、天気がくるくる変わ

るので、この時期は風邪を引く人が多いです。 

 

会話例 ＜会話を読んでみよう＞ 

１）［おもちゃ売り場で］ Ａ：２歳ぐらいの子供 Ｂ：父親 

Ａ：パパ、これ、何？どうやって遊ぶの？ 

Ｂ：あ、これはね、コマっていうんだよ。こうやって手で持って、くるくるっと回すんだ

よ。ほら…。 

Ａ：あー、ほんとだ、すごい。くるくる回ってる。面白いね。  

 

２）［会社で］Ａ：男性社員 Ｂ：女性社員 

Ａ：加藤さんの送別会の会場、結局どこに決まった？ 

Ｂ：いや、それがまだなの。なんか、課長の言うことがくるくる変わるから決められない

のよ。はじめは、イタリア料理がいいかって言ってたのに、やっぱり中華料理もいい

かなあってなって、昨日なんか、たまにはあっさりした和食にしようか、だって…。 
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Ａ：送別会、もう来週だろう？早く予約したほうがいいのに、それじゃ困るよな。 

Ｂ：ほんと。もう私が決めて予約しちゃおうかな。 

Ａ：そのほうがいいよ。 

 

 

【18】ぐるぐる 

 

用例 

１．道に迷ってぐる
┐

ぐる歩き回った。 

２．乗り物がぐる
┐

ぐる回転する。 

３．酔っ払って目がぐる
┐

ぐる回る。 

４．ロープでぐるぐる巻きにする。 

５．お腹がぐる
┐

ぐる鳴る。 

 

文例と意味 

１．旅行のガイドブックにのっている店に行こうと思い、地図を見ながら探し歩いた。街 

の中で 1時間ぐらい、同じところを何度もぐるぐる歩き回ったが、とうとう見つからなか 

った。 

＜意味＞ 

店などの場所を地図を見ながら探そうと思っても、なかなかその店が見つからなくて同 

じところを何度も通ることがあります。そんなとき、店を探してぐるぐる歩き回ったと

いいます。  

 

２．遊園地の乗り物がすごいスピードでぐるぐる回ったので、気分が悪くなってしまった。 

＜意味＞ 

乗り物がぐるぐる回るというのは、遊園地のコーヒーカップのように小さな乗り物が、 

同じ場所で何度も回るようすです。ぐるぐる回るというときは、スピードもかなり速い

ので、乗っている人は気分が悪くなることがあります。 

 

３．新入社員歓迎会で、すすめられたお酒をどんどん飲んで酔っ払ってしまった。帰ると 
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きになっていすから立とうとしたら、目がぐるぐる回って倒れそうになった。 

＜意味＞ 

目がぐるぐる回るというのは、お酒を飲みすぎたり、ひどく揺れる船や乗り物などに乗 

ったりした後、体がゆれる感じでまっすぐ立っていられないようすです。 

 

４．自転車の荷台に載せた大きな箱が落ちないよう、ロープでぐるぐる巻きにした。 

＜意味＞ 

自転車の後ろに大きな荷物を載せて運ぶとき、荷物が落ちないようにロープを何回も巻

いて荷台にしっかり止めます。そんなとき、荷物をロープでぐるぐる巻きにすると言いま

す。 

 

５．試験で教室がとても静かなときに、お腹がぐるぐる鳴ってはずかしかった。 

＜意味＞ 

お腹がぐるぐる鳴るというのは、お腹がすいているときや、何となくお腹の調子が悪い 

ときなどに、お腹の中で何かがぐるぐる回って動いているような感じがして音も聞こえる

ことです。 

 

会話例  

１）［遊園地で］ Ａ，Ｂ：女子高校生 

Ａ：ねえ、次はコーヒーカップに乗らない？ 

Ｂ：わたし、あのぐるぐる回るのだめなんだ。気持ち悪くなっちゃうのよ。 

Ａ：そうなんだ。ジェットコースターは大丈夫なの？ 

Ｂ：うん、それは平気。 

 

２）[宅急便のドライバーが荷物の配達に来たところ］ Ａ：配達の人 Ｂ：主婦 

Ａ：鈴木さん、宅急便です。 

Ｂ：あ、どうもご苦労さま。 

Ａ：いやあ、この地域、今日が初めてなもんですから、迷ってぐるぐる回っちゃいました。 

Ｂ：そう、大変だったわねえ。この辺は細い道がたくさんあるから、車で来るとわかりに

くいのよ。 
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【19】げらげら 

 

用例 

１．漫画を読んでげら
┐

げら笑っている。 

２．げら
┐

げら笑いすぎてお腹が痛くなった。 

３．人の失敗をげら
┐

げらと笑うのは失礼だ。 

 

文例と意味  

１．小学生の息子は漫画が大好きだ。いつも学校から帰ってくるとすぐ漫画を読み始めて、

大きな声でげらげらと笑っている。本当は、漫画でなく本を読んでほしいのだが・・・。 

＜意味＞ 

 漫画を読んでげらげらと笑うのは、漫画が本当に面白くて、思わず大きな声で笑ってし

まうことです。げらげら笑うと、気持ちも楽しくなりますし、ストレスも解消できること

が多いです。 

 

２．きのうテレビでとても面白い番組をやっていた。おかしくてお腹をかかえてげらげら

笑ったら、本当にお腹が痛くなってしまった。 

＜意味＞ 

 おもしろいテレビ番組などを見てそれが本当におかしいとき、お腹に手をあててげらげ

ら笑ってしまいます。長い時間げらげら笑うと、お腹の筋肉を使いすぎるのか、お腹が本

当に痛くなることがあります。 

 

３．小学校のとき、先生が教室の入り口ですべってころんだことがあった。先生がころん

だ格好がとてもおかしかったので、みんなげらげら笑ってしまった。 

＜意味＞ 

 先生がころんでしまったときに生徒たちが笑うというのは、本当は失礼でいけないこと

です。でも、本当におかしいときは、笑ってはいけないと思っても、ついげらげら笑って

しまいます。 

 



 307 

会話例 

１）［家で夫がテレビを見ている］ Ａ：妻 Ｂ：夫 

Ａ：ちょっと、さっきから何をそんなにげらげら笑ってるの。 

Ｂ：いやあ、おかしいんだって、この番組。お前も見てみろよ。 

Ａ：どうせがばかばかしい内容なんでしょ。 

Ｂ：くだらないけど、ほんと面白いよ。久しぶりに大笑いしたら、なんだかすっきりした。 

 

２）［スキー場で］ Ａ：小学生 Ｂ：母親  

Ａ：あ、お母さん、見て。あの人、転んじゃったよ。なんか、おかしい。  

Ｂ：スキー、初めてなんでしょう。そんなげらげら笑ったら失礼よ。やめなさい。 

Ａ：だって、ほんとにおかしいんだもん。わー、また転んだよ。 

 

 

【20】こっそり 

 

用例 

１．テーブルの上の料理をこっそり
┐

食べた。 

２．夜遅くこっそり
┐

と家を出た。 

３．姉の携帯メールをこっそり
┐

読んでしまった。 

 

文例と意味 

 

１．お客さんが来るという日、台所のテーブルには母が作ったおいしそうな料理がたくさ 

ん並んでいた。私は学校から帰ってきてとてもお腹がすいていたので、母が見ていない間 

に少しずつこっそり食べてしまった。 

＜意味＞ 

 こっそり食べるというのは、ほかの人に気づかれないように食べることです。例えば、

お客さんが来る日に台所のテーブルに並んでいる料理は、これから来るお客さんのために

作ったものです。だから、本当は食べてはいけないのですが、ときどき子供は、母親が見

ていない間にその料理を少しだけこっそり食べてしまいます。 
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２．夜遅く友達から、今から家に遊びに来ないかという電話がかかってきたので、両親に 

気がつかれないようこっそりと家を出た。 

＜意味＞ 

 夜遅くこっそりと家を出るというのは、本当はもう誰も出かけないような遅い時間に、

家族のだれにも気づかれないよう、静かに家を出ることです。こっそり出かけるときは、

足音が聞こえないように静かに歩きますし、ドアを開けたり閉めたりするときも、絶対に

音を立てないようにして家族に気づかれないようにします。 

 

３．姉はよく友達と携帯メールのやりとりをしている。ある日、姉が携帯電話を忘れて出 

かけたので、姉の携帯メールをこっそり読んでしまった。 

＜意味＞ 

 ある人のメールをこっそり読むというのは、その人には何も言わないで、その人が書い

たりもらったりしたメールを読んでしまうことです。人のメールや手紙をこっそり読むこ

とは、本当はとても悪いことです。 

 

会話例  

１）［バレンタイン・デーの前の日。小学校で］ Ａ，Ｂ：女子生徒  

Ａ：ねえ、明日、どうする？ 学校にチョコレート持ってきたらいけないんだよね。 

Ｂ：うん。でも、明日どうしても学校で彼に渡さないと、ほかのところで渡せないし・・・。 

Ａ：そうだよね。どうする？ 

Ｂ：私、やっぱり明日、先生に見つからないようにこっそり持ってきて渡すことにする。  

Ａ：えーっ！大丈夫？見つかったら、チョコレート、取りあげられちゃうよ。  

 

２）［電話で］Ａ，Ｂ：男子中学生 

Ａ：もしもし、鈴木か？ 今からちょっと出てこられないか？ 

Ｂ：今から？もう夜１１時だぞ。今から出かけるなんて親に言ったら、絶対だめって言わ

れるよ。  

Ａ：だからさ、親には言わないで、こっそり出てくればいいんだよ。 

Ｂ：だって、二人ともまだ起きてるし、見つかっちゃうよ。 
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【21】ごろごろ 

 

用例 

１．雷がごろ
┐

ごろなる。 

２．猫がごろ
┐

ごろとのどを鳴らす。 

３．お腹がごろ
┐

ごろする。 

４．荷物がごろ
┐

ごろ転がる。 

５．岩がごろ
┐

ごろとした道を歩いた。 

６．背中の荷物がごろ
┐

ごろあたる。 

７．目の中がごろ
┐

ごろする。 

８．休みの日に家でごろ
┐

ごろする。 

９．仕事がなくて毎日ごろ
┐

ごろしている。 

10．英語ができる人なんてごろ
┐

ごろいる。 

 

文例と意味 

１．空が急に暗くなり、黒い雲が出てきた。遠くのほうで雷もごろごろ鳴っている。もう 

すぐ雨が降ってきそうだ。 

＜意味＞ 

ごろごろというのは、雷が鳴るときの大きな音です。雷は始め遠くのほうでごろごろ鳴

っているのが聞こえて、だんだん近づいてくると、音もどんどん大きくなってきます。雷

が落ちるときは、ドドーンというさらに大きな音がします。 

 

２．うちの猫は、私が帰るとすぐそばに来る。私がやさしくなでてやると、猫はのどをご 

ろごろ鳴らして気持ちよさそうに横になっている。 

＜意味＞ 

猫をなでると、猫はよろこんでのどを鳴らします。そのときの猫ののどの音をごろごろ

と言います。 

 

３．朝起きてすぐ、冷たい牛乳を飲んだら、急におなかがごろごろして痛くなってきた。 
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＜意味＞ 

冷たいものを飲んだときなどに、おなかが急に痛くなり、おなかの中で何かが動く感 

じがしたり、おなかの中で音が聞こえたりするとき、おなかがごろごろすると言います。 

 

４．トラックが交差点をまがるとき、荷物が落ちてごろごろっところがった。それで、近 

くにいた人たちはあわてて逃げた。 

＜意味＞ 

山の上から大きな岩や丸太が落ちてくるとき、ボーリングのボールのように重いものが

勢いころがるとき、ごろごろと大きな音がします。同じように、走っているトラックの荷

台から重い荷物が落ちてくると、道路をごろごろと音を立ててころがるので、歩いている

人はちょっと危ないです。 

 

５．山の上のほうまで行くと、岩がごろごろしているので、気をつけて歩かないところび 

そうになる。 

＜意味＞ 

山道などに大きな石がたくさんころがっているとき、石がごろごろした道だと言います。

石がごろごろした道は、とても歩きにくいです。 

 

６．図書館で借りた本を背中のバッグに入れ、自転車に乗った。走り出したら、背中のバ 

ッグの中の本が背中にごろごろと当たり、痛かった。 

＜意味＞ 

荷物などの中に何か少しかたくて重いものが入っていて、それが背中などにあたって少

し痛いと感じるとき、荷物の中身が背中にごろごろ当たると言います。 

 

７．目の中に砂が入ったらしい。目薬をさしてもまだ目の中がごろごろして痛い。 

＜意味＞ 

目の中にごみが入ると、まるで目に石でも入っているような感じがします。それを目の

中がごろごろして痛いと言います。 

 

８．日曜日は、たいていどこにも出かけないで、家でテレビを見たり本を読んだりしなが 
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らごろごろしています。 

＜意味＞ 

休みの日などに、特に何もしないで家でゆっくりすごすことを、家でごろごろすると言

います。ごろごろするときは、だいたいソファーの上とか床にねころがっていることが多

いです。その様子が、丸太などがごろごろ道にころがっているようすと似ているので、ご

ろごろすると言うわけです。 

 

９．となりの家の息子さんは、先月仕事をやめてから新しい仕事が見つからず、家でごろ 

ごろしているようだ。 

＜意味＞ 

高校生か大学生以上の年齢で、学校にも行かず、仕事もなく何もしないで家にいる人の

ことを、家でごろごろしている人と言います。本当は学校に行ったり、仕事をしているは

ずなのに、何もしていないという意味ですから、ごろごろしている人というときは、ちょ

っとマイナスのイメージになります。 

 

10．最近は、英語が話せる人なんてごろごろいるから、英語だけできてもいい仕事は見つ 

からない。何かほかに専門的な勉強をしておいたほうがいい。 

＜意味＞ 

何かがたくさんあるけれど、それがあまりいいものではないとか、たくさんありすぎる

と思うとき、ごろごろあると言います。人の場合には、ごろごろいると言います。だから、

ごろごろある、ごろごろいる、というときは、少しマイナスのイメージになります。 

 

会話例 

１）[会社で] Ａ：課長 Ｂ：社員 

Ａ：田中君、日曜にハイキングに行くって言ってたけど、そういえば日曜は雨が降ったん

じゃない？ 

Ｂ：そうなんです。もう大変でした。朝はいい天気だったんですけど、山の上でお昼を食

べてたら急に黒い雲が出てきて…。雷もごろごろって鳴ったから、もうあわてて山を

下りてきたんですよ。 

Ａ：そう。大変だったね。雷はこわいからね。 



 312 

 

２）［学校で］Ａ：女子学生 Ｂ：男子学生 

Ａ：あれ、どうしたの？ どこか痛いの？ 

Ｂ：うん、さっきのどがすごくかわいたから、冷たいジュースを２本飲んだんだ。そうし

たら、急におなかがごろごろしてきてね。ちょっとトイレに行ってくる。 

Ａ：そう。だいじょうぶ？ ２本もいっきに飲むからよ。 

 

３）［道を歩きながら］Ａ，Ｂ：若い女性二人 

Ａ：あれ？めずらしいね、サングラスかけてるなんて。 

Ｂ：あ、これ、目にごみが入らないようにするためなんだ。今日、風が強いでしょう。私、

コンタクト・レンズだから、目にごみが入るとごろごろして痛くなって大変なのよ。 

 

４）［山道を走るタクシーの中で］Ａ：客 Ｂ：運転手 

Ａ：この辺は、道が悪いんですか。ずいぶんゆれますね。 

Ｂ：そうですね。石がごろごろしてますからね。すみません。もう少し行くと、いい道に 

なりますから。 

Ａ：あ、だいじょうぶですけど。運転手さんもこんな石がごろごろした道を走るのは大変

ですね。 

 

５）［夏休みに家で］Ａ：母 Ｂ：子供 

Ａ：かずお！毎日朝からテレビばかり見てごろごろしてるけど、早く夏休みの宿題をした

らどう？ 

Ｂ：わかってるよ。明日からやるよ。 

Ａ：きのうも明日から、って同じこと言ってたわね。そうやって明日、明日って言ってる

と、明日が９月１日になっちゃうわよ。  

 

６）［大学で］Ａ：留学生 Ｂ：日本人の大学生  

Ａ：日本のマンガっておもしろいですね。いろいろ読んでみたいんですけど、図書館でも

借りられますか。 

Ｂ：マンガなら、ぼくが小学校のときいっぱい集めてたから、うちにごろごろあるよ。も
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う読まないから捨てようと思ったんだけど・・・。今度貸してあげようか。 

Ａ：ほんとですか？ じゃ、お願いします。 

 

 

【22】ざあざあ 

 

用例 

１．雨がざあ
┐

ざあ降っている。 

２．外はざあざあ降りの大雨だ。 

３．ホースで水をざあ
┐

ざあ流した。 

 

文例と意味 

１．台風が近づいているため、朝から雨がざあざあ降っている。 

＜意味＞ 

雨がざあざあ降るというのは、家の中にいても外の雨の音がはっきり聞こえるほど、雨 

が強く降っていることです。台風の雨や、夏の夕方に急に降ってくる夕立などが、ざあざ

あ降る雨です。 

 

２．今日は朝からざあざあ降りの雨だから、運動会は中止になるでしょう。 

＜意味＞ 

ざあざあ降りの雨だというときは、雨の降り方がとても強く、なかなかやみそうもない

ときです。ざあざあ降りの雨の場合、運動会やスポーツの試合は中止になりますし、お祭

りなど、外で何かのイベントを行うこともまず無理です。 

 

３．夏になると、小学校ではプールで水泳の授業を始める。去年の夏からそのままになっ 

ていたプールの水を全部流し、ホースで水をざあざあ流して、みんなでそうじをする。 

＜意味＞ 

水をざあざあ流すというのは、そうじをするときや何かを洗ったりするときなどに、ホ 

ースなどから水を出してどんどん流すことです。 
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会話例 

１）［運動会の日の早朝。小学校の校長室で］ Ａ：男性教師 Ｂ：校長 

Ａ：校長先生、どうしましょう。この降り方だと、午後までやみそうもないですよね。 

Ｂ：そうですね。ざあざあ降りですからね。しかたないですね。運動会は明日に延期しま

しょう。 

Ａ：はい。じゃ、これからすぐ各クラスに連絡を回すよう、担任教師に電話します。  

 

２）［家の玄関の中で］Ａ：父親 Ｂ：母親 

Ａ：うわっ、ここ、どうしたんだ。泥がすごいじゃないか。誰だ？こんな泥をつけたまま

玄関に入ったのは？ 

Ｂ：あ、ほんとだ。今日、たけしの友達がいっぱい来たからねえ。みんな靴が泥だらけだ

ったんでしょ。 

Ａ：しょうがないなあ。これじゃあ、水をざあざあ流して洗うしかないな。 

 

 

【23】さっさと 

 

用例 

１．一人でさっさ
┐

と帰ってしまった。 

２．宿題をさっさ
┐

と片付ける。 

 

文例と意味 

１．パーティの後、みんなでテーブルを片付けたり、部屋のそうじをしたりした。でも、

Ｙんは何も手伝わないで一人でさっさと帰ってしまったので、ひどいと思った。 

＜意味＞ 

 パーティの後、一人でさっさと帰るというのは、みんなが片付けているのに、そのこと

は考えないで何もしないで一人ですぐに帰ってしまうことです。そういう人は、みんなに

も、自分のことしか考えない勝手な人だと思われます。 

 

２．小学生のとき、夏休みにたくさんの宿題が出た。毎年、夏休みが始まると、宿題をさ
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っさと片付けて、あとはのんびり遊ぼうと思っていた。でも、いつも８月の終わりになっ

て、たくさん残っている宿題をあわててやっていた。 

＜意味＞ 

 小学生は、毎年夏休みに宿題がたくさん出るので大変です。それで夏休みが始まってす

ぐ宿題をさっさと片付ければ、あとはのんびり遊ぶことができます。でも、だいたいみん

な、夏休みの終わりごろにあわてて残った宿題をやることになります。 

 

 

会話例 

１）［引っ越しする日の朝］Ａ：引越しをする男性 Ｂ：Ａを手伝いに来た友人（女性） 

Ａ：これ捨てようかなあ。でもやっぱりもったいないかなあ。あ、でも捨てないと、荷物

が多くなるし・・・。 

Ｂ：いらないものはさっさと捨てないと、引っ越し、今日中に終らないわよ。 

Ａ：うん、わかってるんだけど、迷うなあ・・・。どうしよう・・・。 

Ｂ：もう、さっさと決めてよ。 

 

２）[家で] Ａ：夫（会社員） Ｂ：妻 

Ａ：ただいま。 

Ｂ：あら、早かったのね。今日は忘年会で遅くなるとか言ってたのに。 

Ａ：いや、会社の忘年会って毎年同じでつまらないからな。一次会終わったから、もうさ

っさと帰ってきちゃったよ。 

 

３）［入学試験前日の夜ＡがＢに電話で］ Ａ：学生（女性） Ｂ：学生（女性） 

Ａ：明日の試験、ちゃんとできるかどうか心配で、心配で・・・。 

Ｂ：でも、やれることは全部やったんでしょ。 

Ａ：うん、やったと思う。 

Ｂ：じゃ、余計な心配しないで、さっさと寝たほうがいいよ。寝不足だと、実力も出せな

いでしょ。 

Ａ：そうだね。ありがとう。おやすみ。 
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【24】さっと 

 

用例 

１．５時になったらさっと
┐

帰る。 

２．テーブルの上をさっと
┐

片付ける。 

３．雨がさっと
┐

降ってすぐやんだ。 

４．新聞の 1面だけさっと
┐

読む。 

５．野菜を水でさっと
┐

洗う。 

 

文例と意味 

１．私の国では、事務所で働いている人たちはみな、５時になったらさっと帰ります。 

＜意味＞ 

５時になったらさっと帰るというのは、５時になったらもう何もしないで、とにかくす 

ぐに事務所を出るということです。みんなが 5時にさっと帰れば、５時５分にはもう事務

所に誰もいないということになります。 

 

２．急にお客さんが来たので、あわててテーブルの上をさっと片付けた。 

＜意味＞ 

テーブルの上をさっと片付けるというのは、テーブルの上に、例えばコーヒーカップや 

新聞やそのほかいろいろな物が置いてあるのを、とても早く全部片付けてテーブルの上を

きれいにするということです。 

 

３．急に雨がさっと降ってきたが、すぐやんでまた日が照ってきた。 

＜意味＞ 

お天気がいいときでも、急に雲が出てきて雨がとても短い時間だけ降り、またすぐやむ 

ことがあります。そんなとき、雨がさっと降ったと言います。 

 

４．朝は忙しいので、出かける前に新聞の 1面だけをさっと読むことにしている。 

＜意味＞ 

新聞の 1面には、たいていその日の一番大切なニュースが出ています。だから、ゆっく 
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り新聞を読む時間がないときには、1 面だけをとても速く読むことがあります。そんなと

き、新聞をさっと読むと言います。 

 

５．スーパーで買ってきた野菜はきれいなので、料理する前に水でさっと洗うだけでいい。 

＜意味＞ 

さっと洗うというのは、水を少しだけ使って、とても簡単に洗うことです。スーパーで 

売っている野菜はきれいに洗ってあるものもありますが、料理する前にはやはり簡単でも

いいから、さっと洗うことが多いです。 

 

会話例  

１）［会社で］ Ａ，Ｂ：女子社員 

Ａ：木村さん、最近 5時になるとさっと帰るけど、どうして？ 

Ｂ：あ、あの、ちょっと習い事始めたんだ。 

Ａ：へえ、そうなんだ。何を習ってるの？  

Ｂ：韓国語だよ。旅行に行ったとき、少しでも話せるといいかなと思って。 

 

２）［料理教室］ Ａ：講師 Ｂ：生徒 

Ａ：じゃ、次に材料ですが、肉は適当な大きさに切って皿に入れます。 

Ｂ：先生、野菜はどうしますか。 

Ａ：野菜はさっと水で洗って、3センチ位の長さに切っておいてください。 

 

 

【25】ざっと 

 

用例 

１．資料にざっと目を通す。 

２．バケツの水をざっと
┐

かける。 

３．袋に入った米がざっと
┐

こぼれた。 

４．ざっと計算して 100 万円はかかる。 
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文例と意味 

１．会議の前に、30 ページほどある資料を渡された。でも、会議が始まるまでに全部読む

時間がないので、大事そうなところだけざっと目を通した。 

＜意味＞ 

 会議の前に、資料を読んでおくことはとても大切です。でも、全部読む時間がないとき

は、始めのほうから順番に読んでいっては間に合いません。そうではなく、全部のページ

をまずざっとめくっていって、全体の中で大切そうなところを見つけてそこだけ速く読む

ようにします。そういうとき、資料にざっと目を通すと言います。 

 

２．秋になって庭にたくさん枯れ葉が落ちたので、集めてたき火をした。たき火が終わっ

たあと、火がちゃんと消えていないとあぶないと思って、バケツの水をざっとかけてから

家に入った。 

＜意味＞ 

 たき火をしたとき、集めた落ち葉の下のほうで、いつまでも小さな火が燃え続けている

ことがあります。たいていはそのままにしておいても大丈夫ですが、心配なときはバケツ

に水をくんで、それをたき火の上から一度にざっとかけます。そうすれば火は必ず消える

ので安心です。 

 

３．スーパーで買ってきた袋入りの米を袋から出そうとして、袋の上をはさみで切ったと

たん、袋が倒れて米が床にざっとこぼれてしまった。 

＜意味＞ 

 袋に入った米がざっとこぼれる、というのは、袋の口が開いていて、そこから米が一度

にたくさんこぼれる様子を言います。米が床にざっとこぼれてしまうと、拾い集めてかた

づけるのも大変ですから、米はふつう、簡単にやぶれないような丈夫な袋に入っています。 

 

４．今年で会社に勤めて 30 年になり、２週間の休みをもらえることになったので、妻と二

人でハワイに行くことにした。二人で２週間旅行する費用をざっと計算してみたら、だい

たい 50 万円かかることがわかった。 

＜意味＞ 

 旅行に全部でいくらお金がかかるかというのは、実際に行ってみないとわかりません。
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ホテル代や食事代が含まれているパック旅行でも、お土産やいろいろな所で観光するため

に払うお金がいくらかかるか、行ってみないと正確にはわからないからです。それでも、

出かける前に、全体でだいたいどのぐらい必要か考えてざっと計算します。ざっと計算す

れば、旅行会社に払う代金のほかに、だいたいいくらぐらい必要かわかるので、それをド

ルやチェックに換えて持っていけばいいです。 

 

会話例  

１）［研修会のオリエンテーションで］ Ａ：受講生 Ｂ：講師 

Ａ：研修の前にどんな準備をしておいたらいいですか。 

Ｂ：そうですね。準備は特に必要ありませんが、事前に資料を送りますので、それにざっ

と目を通しておいてください。それで、今回のテーマについて、ご自分の考えをまと

めておいてください。 

Ａ：わかりました。ありがとうございました。 

 

２）[温泉旅館で温泉に入る際の説明を受けている] Ａ：旅館の従業員 Ｂ：宿泊客 

Ａ：湯船に入る前には、ざっとお湯をかぶってから入ってください。そうしないと、お湯

がよごれますので。 

Ｂ：あ、はい、わかりました。 

Ａ：あっ、それから、温泉は夜は 11 時まで、朝は 6 時からです。入れる時間が決まってい

るので、注意してください。 

Ｂ：11 時までですね。わかりました。 

Ａ：それではごゆっくりどうぞ。 

 

３）［大学のラウンジで］ Ａ：学生（男性） Ｂ：Ａの友人（女性） 

Ａ：木村さんって、去年の夏休み、カナダに留学してたよね。 

Ｂ：うん。 

Ａ：僕も今年の夏休み留学しようと思ってるんだけどさ。いくらぐらいかかったか覚えて

る？ 

Ｂ：うーん、一か月でざっと 30 万ぐらいだったかな。 

Ａ：えーっ、そんなにかかるんだ。 
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【26】さっぱり 

 

用例 

１．シャワーをあびてさっぱり
┐

した。 

２．長い髪をさっぱり
┐

と短くした。 

３．デザートはさっぱり
┐

とした果物が食べたい。 

４．難しくてさっぱり
┐

わからない。 

５．昔のことはきれいさっぱり
┐

と水に流す。 

６．不景気で新車の売り上げがさっぱり
┐

だ。 

 

文例と意味 

１．暑い日にサッカーの練習をして汗びっしょりになった。練習の後、シャワーをあびた 

らさっぱりしてとても気持ちよかった。 

＜意味＞ 

汗をたくさんかくと体が汗でべとべとして気持ち悪くなりますが、シャワーをあびて汗 

が流れると、べとべとした感じがなくなってとてもさっぱりします。 

 

２．大学に入ってからずっと髪を伸ばしていたが、就職試験で面接を受けることになった 

ので、長い髪をさっぱりと短くした。 

＜意味＞ 

長い髪をさっぱりと短くしたというのは、長かった髪を切って短くしたことで、見た目 

も気分も軽くさわやかな感じになったということです。 

 

３．友達とイタリア料理のレストランに行った。ピザ、スパゲティ、肉料理とオリーブオ 

イルを使った料理をお腹いっぱい食べたら、デザートにはさっぱりとした果物が食べたく 

なった。 

＜意味＞ 

さっぱりとした果物というのは、果物の中でも味がとてもうすいものです。例えば、
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すいか、いちご、梨など水分が多く、甘すぎないものがさっぱりとした果物だと言えま

す。 

 

４．高校１年生のとき、ためしに大学の入学試験問題をやってみたら、難しくてさっぱり 

わからなかった。 

＜意味＞ 

試験問題が難しくてさっぱりわからないというのは、問題のレベルが高すぎて自分の学 

力と全然違うため、まったく答えることができないということです。 

 

５．お互い昔のことはきれいさっぱり水に流して、二人でもう一度やり直そう。 

＜意味＞ 

昔のことをきれいさっぱり水に流すというのは、昔何か悪いことが起きたり、お互いの 

関係が悪かったりしたことを、今はもう忘れるようにするということです。 

 

６．駅前に大きなスーパーができたせいで、店に来るお客が急に減って、今月は売り上げ 

がさっぱりだ。 

＜意味＞ 

昔からある小さな店は、近くに大きなスーパーができたりすると、買いに来るお客が減 

って、前の月に比べて売り上げがとても少なくなることがあります。そんなとき、今月は

店の売り上げがさっぱりだといいます。 

 

会話例  

１）[薬局で] Ａ：お客（女性） Ｂ：店員（女性） 

Ａ：この洗顔フォームを使って顔を洗うと、肌がつっぱるんです。何かいい洗顔フォーム

はありませんか。 

Ｂ：最近発売されたこちらの洗顔フォームはいかがですか。これなら、つっぱらないし、

しかもさっぱりしますよ。 

Ａ：そうですか。じゃ、それ使ってみます。 

 

２）［大学のラウンジで］ Ａ：学生（男性） Ｂ：学生（男性） 
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Ａ：おっ、田中、しばらく見ないうちに、さっぱりと短くしたんだな。 

Ｂ：うん、そろそろ就職活動始めなきゃいけないだろ。だから、先週切っちゃったんだよ。 

Ａ：そっか、もうそんな時期なんだなあ。 

 

３）[家で] Ａ：母 Ｂ：息子 

Ａ：今日、なにか食べたいものある？ 

Ｂ：うーん、なにかさっぱりしたものが食べたいなあ。 

Ａ：さっぱりしたものって。 

Ｂ：サラダとか、酢の物とか。 

Ａ：でも、それじゃおかずにならないじゃない。 

 

４）［高校の教室で］ Ａ：学生（男性） Ｂ：学生（男性） 

Ａ：今日の数学のテスト、どうだった。 

Ｂ：うん、一番、二番は、まあわかったけど、そのほかの問題はさっぱりわからなかった。

そっちは？ 

Ａ：いや、僕はどの問題もさっぱりわからなかったよ。 

 

５）[喫茶店で恋人同士が別れ話をしている] Ａ：女性 Ｂ：男性 

Ａ：私、やっぱりもうあなたと別れるわ。 

Ｂ：ごめん。今回の浮気のことはきれいさっぱり水に流して、もう一度やり直してくれな

いか。 

Ａ：それ聞くの、もう三回目よ。何回も裏切られて、もう信じられるはずないでしょ。 

Ｂ：そこをなんとか・・・もう二度とほかの女の子とつき合わないって約束するからさ。 

 

６）[理髪店で] Ａ：いつも来ているお客 Ｂ：店主 

Ａ：どう、最近、お店の景気のほうは。 

Ｂ：もうさっぱりですよ。最近の若い人は男性でもみんな美容院に行くでしょ。だから、

うちに来てくれるのは、昔からの年配のお客さんだけですよ。 

Ａ：そういえば、この近所も美容院が増えましたねえ。 

Ｂ：うちの息子も美容師になりたいって言ってるんですよ。床屋は私の代で終わりですか
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ね。 

 

７）［中学校の教室でＢがＡの相談に乗っている］Ａ：生徒（女性） Ｂ：生徒（女性） 

Ａ：先週林さんとけんかしてから話しづらくなって全然話してないんだ。 

Ｂ：でも、本当は話したいんでしょ。 

Ａ：うん。 

Ｂ：林さんはさっぱりしてるから、けんかしたことなんかたぶんもう忘れてるよ。 

気にしないで話しかけてみれば。 

Ａ：うーん、じゃ、そうしてみる。ありがとう。 

 

 

【27】さらさら 

 

用例 

１．髪がさらさらできれいだ。 

２．さらさらの粉雪が降りつもっている。  

３．さら
┐

さらとサインする。 

４．砂がさら
┐

さらとこぼれる。 

５．小川がさら
┐

さらと流れる。 

６．お茶漬けをさら
┐

さらと食べる。 

７．大学に行くつもりはさらさらない。 

 

文例と意味 

１．シャンプーのＣＭに出てくる女の人の長い髪は、さらさらで本当にきれいだと思う。 

＜意味＞ 

長い髪がさらさらだというのは、髪の毛を手で持ち上げると、手からさらさらと流れる 

ように落ちるほど、髪がきれいでよくとかしてあるということです。髪の毛がさらさらに

なるには、良いシャンプーを使って髪を洗ったり、ドライヤーでていねいにとかしながら

かわかしたり、という毎日の手入れが必要です。 
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２．北海道にスキーに行った。スキー場にはさらさらの粉雪が降りつもっていて、スキー 

が上手になった感じがした。 

＜意味＞ 

さらさらの粉雪というのは、雪の粒がとても細かくて水分も少ないため、積もっても固

まらないし、手にとるとさらさらと手からこぼれてしまうような雪です。さらさらの粉雪

がつもったゲレンデでスキーをすると、スキーが自分の思う通りに回るので、スキーが上

手になったような気がします。 

 

３．人気歌手のコンサートに行った。コンサートのあとサイン会が開かれて、サインをも 

らいたい人が長い列を作っていたが、歌手はさらさらとサインをしていった。 

＜意味＞ 

さらさらとサインをするというのは、いつも同じサインを何回も書いているので、紙の

上のペンをすべるようにとても速く動かして、サインをすることができるということです。 

 

４．沖縄の海に行った。海岸で真っ白い砂を手ですくったら、指の間から砂がさらさら(と) 

こぼれた。 

＜意味＞ 

指の間から砂がさらさらとこぼれるというのは、砂の粒がとても細かく、また乾燥して

いるので、手の平にすくった砂が、まるで水がこぼれるように指の間から落ちていくとい

うようすです。 

 

５．山道を歩いていたら、小川があって、きれいな水がさらさらと流れていた。 

＜意味＞ 

山の上のほうに行くと、きれいな水が速く流れている小さな川にであうことがあります。

そんな小川の水が、小さな岩の間を流れながら音を立てているようすを、小川の水がさら

さら流れていると言います。 

 

６．お酒を飲んだ後、寝る前に少しお腹がすいたので、残りご飯でお茶漬けを作ってさら 

さらと食べた。 

＜意味＞ 
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 お茶漬けというのは、鮭や梅干しなどのおかずが少しのっている白いご飯に、熱いお茶

やだし汁などをかけて食べるものです。お茶漬けを食べるときは、お茶とご飯を同時に口

に流し込むようにして食べるので、ちょうど水が流れるような音がします。それで、お茶

漬けをさらさらと食べると言います。 

 

７．息子は勉強が大きらいなので、高校を卒業したらすぐ働きたいと言っている。親 

は大学に行ってほしいと思うのだが、息子は大学に行く気などさらさらないらしい。 

＜意味＞ 

大学に行く気がさらさらない、というのは、大学に行きたいという気持ちがまったくな

いし、またそんなことを考えたこともない、ということです。 

 

会話例  

１）[温泉旅館で] Ａ：夫 Ｂ：妻 

Ａ：この旅館は川沿いにあるから、風が入って来て涼しいね。 

Ｂ：そうそう。エアコンも必要ないぐらいよね。 

Ａ：それに川がさらさら流れる音が聞こえて来て、いい雰囲気だね。 

 

２）[会社の食堂で] Ａ：会社員 Ｂ：食堂の調理師 

Ａ：最近、毎日とても暑いでしょう。食欲が全然ないんですよ。 

Ｂ：そういうときは、ごはんに冷たい味噌汁をかけてさらさらと食べてみてください。 

けっこう食べられると思いますよ。 

Ａ：そうですか。じゃ、今晩はそれにしようかな。 

 

３）［大学のラウンジでＢがＡの相談に乗っている］Ａ，Ｂ：学生（女性） 

Ａ：髪がばさばさで寝癖がつきやすいんだけど、どうすればいいと思う。 

Ｂ：リンスを髪全体につけて、１分待ってから水で流すとさらさらになると思うよ。 

Ａ：へえー、そうなんだ。早速今晩やってみるわ。 

 

４）［会社の昼休みに食堂で］ Ａ：社員（男性） Ｂ：社員（女性） 

Ａ：夏は日焼けするから嫌なんだよねえ。 



 326 

Ｂ：日焼け止め、ぬればいいじゃない。 

Ａ：でも、日焼け止めってぬるとべたべたするだろ。あれが嫌。 

Ｂ：最近の日焼け止めは、よくできてるから、たっぷりぬっても肌はさらさらで、べたべ

たしないよ。 

Ａ：えっ、そうなんだ。じゃ、ちょっとためしてみよう。 

 

５）[新潟で] Ａ：旅行者 Ｂ：地元の人 

Ａ：ここらへんは冬、雪が多くて大変でしょう。 

Ｂ：ええ、ここらへんの雪は水分を多く含んでいるから、重くて雪かきが大変ですよ。 

北海道あたりのさらさらの雪だと、雪かきもしやすいんですが。 

Ａ：へえ、同じ雪でもいろいろ違うんですね。 

 

６）[結婚式の受付で] Ａ：受付係の人（男性） Ｂ：受付係の人（男性） 

Ａ：こちらにご記帳願います。（出席者が記帳する） 

Ｂ：さっきの人、立ったままなのに、筆ペンでさらさらと名前を書いていたな。 

  字もすごく上手だし。 

Ａ：どれどれ、あ、本当だ。いいなあ。あんなふうにさらさらときれいな字で自分の名前

が書けるようになりたいなあ。 

Ｂ：うーん、でも、たぶん無理でしょ。普段パソコンばかり使ってるんだから。 

 

７）[ふとん屋で] Ａ：お客（女性） Ｂ：店員（男性） 

Ａ：最近あまり眠れないんです。よく眠れるようになるふとんはありませんか。 

Ｂ：眠れるようになるふとんはありませんが・・・、こちらのふとんなんかいかがですか、

さらさらとした肌ざわりで、気持ちよく眠りにつけると思いますが。 

Ａ：それいただきます。とにかく何でもいいから眠りたいんです。 

 

８）［大学のラウンジで］ ＡＢ：大学４年生（男性） 

Ａ：就職活動やってる。 

Ｂ：いや、全然やってない。就職するつもりなんてさらさらないから。 

Ａ：じゃ、卒業したらどうするんだよ。 
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Ｂ：とりあえずバイトして、金貯めて、１年ぐらいアジアを旅行しようと思ってる。 

Ａ：ふーん、気楽でいいなあ。 

 

 

【28】しっかり 

 

用例 

１．窓をしっかり
┐

閉める。 

２．家の土台がしっかり
┐

している。 

３．子どもが母親にしっかり
┐

つかまっている。 

４．若いときからしっかり
┐

貯金している。 

５．しっかり
┐

した計画を立てる。 

６．けが人に「しっかり
┐

しろ！」と声をかけた。 

７．しっかり者のいいお嫁さんをもらった。 

 

文例と意味 

１．今晩から明日にかけて大型台風が近づいてくると言っていたので、窓をしっかり閉め 

た。 

＜意味＞ 

 大きな台風が来ているとか風がとても強いというときは、窓をしっかり閉めないと、風 

で窓が開きそうになるので心配です。窓をしっかり閉めておけば、少しぐらい強い風が吹

いたり雨が強く降ったりしても、大丈夫です。 

 

２．この家は、土台がしっかりしているので、大きな地震が来ても大丈夫だ。 

＜意味＞ 

 家を建てるときは、土台、つまり建物の上の部分がのっている一番下の部分がとても大

切です。土台が良い材料でしっかり作られていれば、台風や地震が来て建物がはげしくゆ

れても倒れたりしません。 

 

３．電車がカーブでひどく揺れるので、子どもが母親にしっかりつかまっている。 
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＜意味＞ 

 電車はまっすぐな線路を走っているときは、左右にゆれることはほとんどありません。

けれども、カーブのところにくると、スピードが出ているときは特にかなりゆれます。 

ですから小さな子どもは、ふらふらして倒れそうになるので、母親の体や洋服にしっかり

つかまって、倒れないようにしています。 

 

４．田中さんは、学生のときからしっかり貯金していたので、結婚してすぐに家を買うこ 

とができたそうだ。 

＜意味＞ 

 学生のときは、アルバイトをしてもらったお金をすぐに使ってしまう人が多いかもしれ

ません。でも、もらったお金を全部とか半分以上貯金している人もいます。そんなとき、

アルバイト代をしっかり貯金していると言います。学生時代からしっかり貯金すれば、卒

業して就職してもっと貯金ができますから、若くても家を買うだけのお金がたまるのです。 

 

５．留学したいと思っているなら、しっかりした計画を立ててから行かないと失敗するよ。 

＜意味＞ 

 外国語を覚えたい、外国で勉強してみたいと思って、すぐに留学しようと考えている人

がいるかもしれません。でも、例えば１年間留学をしようと思ったら、かなり前からいろ

いろな事をよく調べて、しっかりした計画を立ててから行くべきです。 

 

６．オートバイが交通事故を起こして、若い男の人が道に倒れていた。まわりに集まった

人が、けがをしたその男の人に「しっかりしろ！」と声をかけていた。 

＜意味＞ 

 交通事故でけがをしたときは、パニックになったり、今自分がどこにいるのか、何をし

たらいいのか分からなくなってしまったりします。そんなとき、まわりにいる人は「しっ

かりしろ！」「しっかりして！」と声をかけて、けがをした人をはげましてあげます。 

 

７．息子が 24 歳で結婚するとき、まだ若いからちゃんとやっていけるか心配だったが、

しっかり者のいいお嫁さんをもらったので安心した。 

＜意味＞ 
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しっかり者のお嫁さんをもらったというのは、そうじや洗濯、料理などの家事はもちろ

ん、子育てもしっかりできる女性と結婚したという意味です。また、しっかり者のお嫁さ

んなら、むだな物を買ってお金を使いすぎたりすることもないので、家計をまかせても安

心です。 

 

会話例 ＜会話を読んでみよう＞ 

１）［家の洗面所で］ Ａ：母親 Ｂ：ひろし（息子） 

Ａ：（水道の蛇口を見て）あら、また水が出てる・・・ひろし！ちょっと、ひろし！ 

Ｂ：なあに、お母さん？ 

Ａ：ちょっと、これ見なさい。水が出てるでしょう。いつも言ってるけど、手を洗ったら

水道の蛇口をしっかり閉めなきゃだめでしょ！ 

Ｂ：えっ？ ぼく、使ったとき、しっかり閉めたよ・・・お姉ちゃんじゃない？ さっき

洗面所で顔、洗ってたよ。 

 

２）［家具売り場で］ Ａ：妻 Ｂ：夫 

Ａ：ねえ、この丸テーブルはどう？ 色もいいし、素敵だと思わない？ 

Ｂ：でも、脚が真ん中に１本しかないし、ちょっとぐらぐらして（い）るよ・・・ 

Ａ：そうねぇ・・じゃあ、こっちのは？ これは、脚も４本だし、しっかりしてるんじゃ

ない？ 

Ｂ：どれどれ・・・ああ、そうだね。このテーブル、ほんとしっかりしてるね。これにし

よう。 

 

３）［道で］ Ａ：大学生の女の子 Ｂ：大学生の男の子 

Ａ：今度買ったのって、このバイク？ 大きいねえ！ 

Ｂ：だろう！ スピードもすごく出るんだぜ。今日はこれからどこ、行きたい？ 

Ａ：海がいいなあ。 

Ｂ：わかった！ じゃあ、しっかりつかまってろよ！ 

Ａ：OK！しっかりつかまってるから、スピード出していいよ。 

 

４）［ラグビー運動場で試合中に］ Ａ：コーチ Ｂ：キャプテン C：１年生 
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（Ｂのキャプテンがタックルされて倒れてしまう） 

Ａ：おい、大丈夫か？しっかりしろ！１年、水もってこい！ 

Ｃ：はい、コーチ。 

（持ってきた水をＢにかけて） 

Ａ：おい、キャプテン、しっかりしろ！まだ、試合中だぞ・・・ 

Ｂ：ああ、コーチ・・・すみません・・・大丈夫です・・・ 

Ａ：よし、立てるな。おまえがしっかりしないと、このチームは勝てないからな！頼むぞ！ 

 

５）［デパートの迷子預かり所］ Ａ：係りの女性 Ｂ：４歳の女の子 

Ａ：お母さん、どこへ行っちゃったのかしらね・・・でも、すぐに見つかるからだいじょ

うぶよ。ところで、お名前は？ 

Ｂ：中村まりです。お母さんの名前は中村けいこです。 

Ａ：まりちゃんはいくつ？ 

Ｂ：４歳です。若草幼稚園の年中組で、先生のお名前は小川先生。おうちの住所は、東京

都新宿区西町１－２－３３です。 

Ａ：すごい！ まりちゃん、小さいのにしっかりしてるのね！ 

 

６）［住宅街の家の前で］ Ａ：近所の主婦 Ｂ：五郎のお母さん 

Ａ：五郎さん、いいお嫁さんもらってよかったわねぇ。 

Ｂ：はい、おかげ様でありがとうございます。 

Ａ：いつも笑顔できちんとあいさつするし、言葉づかいもハキハキしていて、しっかりし

た本当にいいお嫁さんですね。 

Ｂ：ええ。五郎がいつまでたってもしっかりしないから、本当にいい人と結婚してくれて

よかったって思ってるんですよ。 

 

 

【29】じっくり 

 

用例 

１．将来のことをじっくり
┐

考えて決める。 
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２．じっくり
┐

煮込んでシチューを作る。 

 

文例と意味 

１．高校３年になったとき、大学に進学していろいろな勉強をしたほうがいいか、技術を

身につけるために専門学校に行ったほうがいいかとても迷った。先生に相談したら、じっ

くり考えて決めたほうがいいよ、と言っていろいろな資料を渡してくれた。 

＜意味＞ 

 今は、中学を卒業したらほとんどの人が高校に行きますが、高校を卒業したときは、そ

の先どうするか本当にいろいろな選択があります。ですから、高校を卒業した後のことを

決めるときは、先生や両親、友達に相談したり、いろいろな資料を見たりしながら、じっ

くり考えて決めることが大切です。 

 

２．今日は寒いから、じっくり煮込んだおいしいビーフシチューを作って食べようと思う。 

＜意味＞ 

シチューを作るときは、遅くても昼ごろから準備を始めて、じっくり５時間ぐらい時間

をかけて煮込むとおいしいシチューができます。シチューだけでなく、何でも料理をする

ときは、じっくり煮たり焼いたりするとおいしいものができます。 

 

会話例  

１）[会社で] Ａ：部長 Ｂ：社員 田中 

Ａ：田中君、この資料、ちょっとわかりにくいなあ。もっとデータを整理しないと・・・。 

Ｂ：あ、そうですか。グラフも入れてみたんですけど…。 

Ａ：まあ、会議は来週だから、もうちょっと、じっくり考えてみてよ。 

Ｂ：はい。 

 

２）[テレビの料理番組] Ａ：料理の先生  Ｂ：アシスタント 

Ａ：スープといっしょに、にんじん、じゃがいも、たまねぎ、豚肉を、なべに入れます。 

Ｂ：はい。先生、この後は煮るんですね。時間は、どのぐらいですか。 

Ａ：弱火で２時間ぐらい煮てください。じっくり煮ると、豚肉が柔らかくなって、おいし

くできますよ。 
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３）[旅行の相談] Ａ：みか Ｂ：ゆきこ 

Ａ：今度の連休は、京都と大阪に行こうよ。 

Ｂ：そうね。大阪で遊びたいから、大阪に２泊で、京都は１泊ね。 

Ａ：うーん。京都のお寺は、じっくりと時間をかけて見たいな。京都を２泊にしようよ。 

Ｂ：そうか。京都は見るところが、たくさんあるもんね。じゃ、そうしよう。 

 

 

【30】じっと 

 

用例 

１．相手の顔をじっと見る。 

２．痛くてもじっとがまんする。 

３．心配でじっとしていられない。 

 

文例と意味 

１．夕方家に帰る途中、暗い道を歩いていたら、道ばたに立っていた知らない男の人がこ 

ちらをじっと見ていたので怖くなった。 

＜意味＞ 

 じっと見るというのは、例えばだれかの顔を見るとき、ほかのところに目を向けないで

その相手の顔だけをずっと見続けることです。じっと見るのは、相手のようすや気持ちを

知りたいとか、何か言いたいことがあるときなどです。じっと見られたほうの人は、もし

相手のことを知らなかったら、ちょっと変な気持ちになります。だから、電車の中などで、

知らない人をじっと見るのはちょっと失礼です。 

 

２．夕食を食べていたら、歯が痛くなった。痛み止めの薬を飲んだが、夜になってどんど 

ん痛くなってきた。でも、朝になるまでどうすることもできないので、じっとがまんして 

いた。痛くてほとんど寝られなかった。 

＜意味＞ 

 痛いときにじっとがまんする、というのは、痛みをとるために何もいい方法がなく、と
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にかくがまんするしかないということです。夜中に歯がとても痛くなったときなども、す

ぐ歯医者に行くことができないので、朝までじっと痛いのをがまんします。 

  

３．近くのコンビニでアルバイトをしている大学生の娘が、夜になっていつも家に帰る時 

間を 30 分もすぎているのに帰ってこない。携帯電話をしてもつながらないので、どうして 

帰ってこないのかわからず、心配でじっとしていられない気持ちだった。 

＜意味＞ 

 心配でじっとしていられない気持ちというのは、例えば子供が夜遅く連絡もなく帰って

こないというようなとき、両親はすごく心配になってきて、いすにすわって何かをしてい

ることなどとてもできないという気持ちのことです。 

 

会話例  

１）［就職試験の採用結果を知らせる電話を待っている］Ａ：男子大学生 Ｂ：Ａの友人   

Ａ：あーあ、早く電話、来ないかなあ。 

Ｂ：ほんとに今日、結果を知らせるって言われたのか？  

Ａ：あー、たしかに今日だよ。でも電話来るまでどこにも出かけられないし、なんか気に

なってほかのことが何もできないよ。こうやってじっと待ってるのってつらいよ。 

Ｂ：そうだよなあ。 

 

２）［病院の診察室で］ Ａ：医者  Ｂ：子供  C：子供の母親 

Ａ：じゃ、注射しますよ。すぐ終わるから、じっとしててね。 

Ｂ：注射、いやだ。痛いもん。 

C：だめだめ。動いたらもっと痛いわよ。じっとしてなさい。 

 

 

【31】じろじろ 

 

用例 

１．人をじろ
┐

じろ見るのは失礼だ。 

２．店員にじろ
┐

じろ見られた。 
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文例と意味 

１．夜遅く電車に乗ったら、前の席に座った人がこっちのことをじろじろ見てきたので、

本当に失礼だと思った。 

＜意味＞ 

 だれかをじろじろ見るというのは、その人の頭から足の先まで、ゆっくりといつまでも

見ていることです。ですから、電車の中でほかの人のことをじろじろ見る人がいますが、

それはとても失礼なことです。 

 

２．急に大雨が降ってきて、かさを持っていなかったので全身びしょびしょにぬれてしま

った。しかたなくコンビニにかさを買いに入ったら、店員にじろじろ見られて恥ずかしか

った。 

＜意味＞ 

 大雨の中、かさをささないで歩いたら、頭から足まで全部ひどくぬれてしまいます。そ

のまま店に入ったら、店員やほかのお客はちょっとびっくりしてじろじろ見るかもしれま

せん。そんなとき、じろじろ見られるとちょっと恥ずかしくなります。 

 

会話例  

１）［ファミリーレストランで］ Ａ：息子 Ｂ：母親 

Ａ：ねぇ、お母さん。 

Ｂ：何？ 

Ａ：あの人、何か変だと思わない？ 

Ｂ：え？ どの人？ 

Ａ：一番奥のテーブルに座ってる、茶色い服着た人。さっきから一人でしゃべってるよ。 

Ｂ：だめよ。そんなに人のことじろじろ見ないの！ 失礼でしょ！ 

 

２）［電車の中で］ Ａ：山田ひろこ Ｂ：Ａの友達 Ｃ：鈴木一郎 

Ａ：ねぇねぇ、さっきからドアの近くにいる男の人がじろじろこっち見てて、気持ち悪い

んだけど・・・ 

Ｂ：えっ？ ホントだ・・・何だろうね？ あっ、こっちに来るよ。 
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Ｃ：（近寄ってくる）す、すみません。あのう、山田ひろこさんじゃないですか？ 

Ａ：え？ はい、山田ひろこですけど・・・。もしかして・・・鈴木君？！ 

Ｃ：そうだよ！６年生のとき一緒だった鈴木一郎・・・やっぱりね！さっきから似てるな

あと思って見てたんだよ・・・。 

 

 

【32】すっかり 

 

用例 

１．薬を飲んですっかり
┐

良くなった。 

２．宿題のことをすっかり
┐

忘れていた。 

３．もうすっかり
┐

一人前の大人だ。 

 

文例と意味 

１．風邪を引いて熱が出た。病院で薬をもらってすぐ飲み、1 日家で寝ていたら、次の日 

の朝にはすっかり良くなっていた。 

＜意味＞ 

 風邪を引いたけれど薬を飲んですっかり良くなったというのは、前の日は風邪で熱があ

ったり、頭も痛かったりしてとても具合が悪かったのに、次の日にはとても元気で気分が

良くなったということです。 

 

２．1時間目の授業が始まってすぐ、先生が宿題を出しなさいと言った。そのとき初めて、 

宿題のことをすっかり忘れていたことに気がついた。 

＜意味＞ 

 宿題のことをすっかり忘れていたというのは、家に帰って友達と遊んだり、テレビを見

たりして、全然勉強しなかったので、宿題のことが頭から完全に消えてしまっていたとい

うことです。大人でもとても忙しいときには、大切な約束などをすっかり忘れてしまうと

いうことがあります。 

 

３．25 歳の息子は就職して今年で３年になるが、今一人で地方で生活している。大学生 
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のころは、まだまだ子供だと思っていたけれど、もうすっかり一人前の大人になったよう 

で頼もしい。 

＜意味＞ 

すっかり一人前の大人になったというのは、学校を卒業して就職し、社会人として一人

で立派に生活できるようになったということです。 

 

会話例  

１）［飲み屋で］ Ａ：２７歳のサラリーマン Ｂ：Ａの同僚  

Ａ：この間５年ぶりに実家に帰ったんだよ。 

Ｂ：へえー。 

Ａ：そしたらさ、町がすっかり変わっててさ。もうびっくりしちゃったよ。 

Ｂ：そりゃ５年も経ってたら、変わるよな。 

Ａ：まあね。でも、ちょっと寂しかったなあ。 

 

２）［夜遅く酔って帰ってきた夫を玄関先で出迎えて］ Ａ：夫 Ｂ：妻  

Ａ：ただいま～。 

Ｂ：遅いわね、どこ行ってたのよ。 

Ａ：え？ 部下の鈴木と、ちょっと一杯飲んでたんだ・・・。 

Ｂ：あのねえ、今日、何の日かわかる？ 結婚記念日なんだけど。 

Ａ：ええっ！･･･。ご、ごめんなさい。すっかり忘れてました。 

 

 

【33】すっきり 

 

用例   

１．部屋を片付けてすっきり
┐

した。 

２．今朝は、すっきり
┐

起きられた。  

３．すっきり
┐

したデザインの洋服。 

４．梅雨の間は、すっきり
┐

しない天気が続く。 
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文例と意味  

１．思い切っていらないものを全部捨てたら、部屋がすっきりして前より広くった。 

＜意味＞ 

部屋の中にいろいろなものがたくさん置いてあると、部屋がとても狭くなり、見た感じ 

もよくありません。それで、部屋の中のいらないものを捨てると、部屋がきれいで広くな

った感じがします。そのとき、部屋がすっきりしたと言います。 

 

２．きのう頭が痛かったので、薬を飲んで早く寝たら、今朝は気分もよくすっきり起きら 

れた。 

＜意味＞ 

 すっきり起きられたというのは、前の日にぐっすり眠ることができて、目がさめたとき

とても気分が良かったということです。前の日に遅い時間に寝て、起きたときまだ眠いと

か気分が悪いというときは、すっきり起きられません。 

 

３．（美容院で）夏の間は暑いので、いつもより髪を短く切って、すっきりしたヘアスタ 

イルにしてください。 

＜意味＞ 

 すっきりしたヘアスタイルというのは、髪がまとまっていて、見た感じがさわやかで涼

しそうなヘアスタイルです。男性でも女性でも、とても短い髪だったらすっきりした感じ

に見えますが、女性の長い髪でも、後ろで一つに結んでいたり、着物を着るときのように

まとめて上にあげていたりすれば、すっきりしたヘアスタイルになります。 

 

４．６月の２週目から梅雨に入り、すっきりしない天気が続いている。洗濯をしてもよく 

乾かないし、なんだか気分もすっきりしない。 

＜意味＞ 

 すっきりしない天気というのは、雨が降って、やんだ後もまだ曇っていて、またすぐ雨

が降りそうな天気です。雨がやんだ後、青空になってすっきりと晴れることがないので、

気分も重くすっきりしない感じになるのです。 

 

会話例   
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１）［学校の帰り道］ Ａ，Ｂ：女子高校生 

Ａ：雨、なかなかやまないね。 

Ｂ：しょうがないよ。梅雨なんだから。 

Ａ：でもさ。こう雨ばっかり続くと、いやになる。 

Ｂ：そうだね。天気がすっきりしないと気持ちも晴れないよね。 

 

２）［会社の廊下で］Ａ：新入社員 Ｂ：会社の先輩 

Ａ：先輩、どうしたんですか。なんか気分、良さそうですね。 

Ｂ：ああ、もうすっきりしたよ。この間から、となりの田中さんに言おうと思ってたこと、

今日全部言っちゃったんだ。 

Ａ：えーっ？そうなんですか。で、田中さんは、何て？  

Ｂ：うん。ちょっとびっくりしたみたいだけど、何も言わなかったよ。 

 

 

【34】すっと 

 

用例 

１．すっと
┐

立ち上がって席をゆずった。 

２．冷たいものを飲むとすっとする。 

３．音もなくすっと
┐

部屋に入ってきた。 

４．悪者がつかまって、胸がすっとした。 

 

文例と意味 

１．電車にお年寄りが乗ってきたとき、前に座っていた若い女性がすっと立ち上がって席 

をゆずった。 

＜意味＞ 

 すっと立ち上がるというのは、ゆっくり立ち上がるのではなく、素早く立ち上がるよう

すで、見ていてスマートな感じがする立ち方です。 

 

２．暑い日に、冷蔵庫からよく冷えたコーラを出して飲んだらすっとした。 
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＜意味＞ 

 暑いときに冷たいものを飲んですっとするというのは、飲んだ物の冷たさで体が冷えて 

体が涼しくなる感じのことです。 

 

３．夜部屋でテレビを見ていたら、突然友達がすっと部屋に入ってきたので、本当にびっ 

くりした。 

＜意味＞ 

すっと部屋に入ってくるというのは、部屋のドアをノックするとか、声をかけるとかし 

ないで、音も立てずに素早く部屋に入ってくるようすです。だれかがすっと部屋に入って

きたら、部屋の中にいた人はふつうちょっとびっくりします。 

 

４．映画で、最後にやっと犯人がつかまったのを見て胸がすっとした。 

＜意味＞ 

 胸がすっとするというのは、例えば映画などで最後にやっと犯人がつかまったときなど 

に、見ているお客の気分がとてもよくなることです。 

 

会話例  

１）［小さい我が子の寝顔を見ながら］ Ａ：母親 Ｂ：父親 

Ａ：見てみて。この寝顔。 

Ｂ：あはは。口開けて寝てるよ。 

Ａ：ね。お布団入ったと思ったら、すっと寝ちゃったの。 

Ｂ：よっぽど遊び疲れたんだな。 

Ａ：でも、ほんと寝顔ってかわいいよね。 

 

２）［家で］ Ａ：母 Ｂ：娘 

Ａ：この俳優さん、本当に素敵よね。 

Ｂ：え～？？どこが？？ 

Ａ：あら。鼻筋がすっと通ってて、整った顔立ちじゃない？ 

Ｂ：お母さん、そういう顔が好きなの？ お父さんと全然違うじゃない。 

Ａ：まあね。 
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３）［喫茶店を出たところで］ Ａ：会社員（男性） Ｂ：Ａの同僚（女性） 

Ａ：あー、冷たいもの飲んで、体がすっとした。 

Ｂ：そうだね。こんな暑い日は、ソーダみたいにすっとした飲み物が一番だよね。 

Ａ：そうそう。あったかいコーヒーとかは、やっぱり冬しか飲めないな。 

 

 

【35】すらすら 

 

用例 

１．日本語がすら
┐

すら話せる。 

２．このペンはすら
┐

すら書ける。 

３．難しい問題をすら
┐

すら解いた。 

 

 

文例と意味 

１．日本語を 1年勉強したけれど、まだすらすら話せません。早く日本人のように日本語 

がすらすら話せるようになりたいです。 

＜意味＞ 

 日本人のように日本語がすらすら話せるというのは、文法のことを心配しながらゆっく

り話すのではなく、なめらかに速く話せるということです。外国語を勉強するとき、始め

はなかなかすらすら話せませんが、上手になるとすらすら話せるようになって、それがと

てもうれしいものです。 

 

２．おじが入学祝いに買ってくれたペンはすらすら書けてとてもいいので、いつもこれば

かり使っている。 

＜意味＞ 

 すらすら書けるペンで書くと、インクがにじんだりかすれたりしないできれいに書ける 

ので、とても書きやすいです。すらすら書けるペンを使うと、手も疲れません。 
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３．太郎くんは小学３年生なのに、大学の入試問題に出るような難しい数学の問題をすら 

すら解いてしまうので、先生もびっくりしている。 

＜意味＞ 

 ある子供が難しい問題をすらすら解くというのは、ほかの子供がその問題を解くのに 10 

分ぐらいかかるとか、または長い時間考えても全然解けないとき、その子供だけは２分ぐ 

らいで解くことができるということです。ふつう小学３年生の子供は、大学の入試問題な 

ど解けません。でも太郎くんはそういう難しい問題をすらすら解いてしまうので、本当に 

頭がいい子供だということです。 

 

会話例  

１）［日本語学校で］ Ａ：留学生（女性） Ｂ：留学生（男性） 

Ａ：タンさんは読むのがすごく上手だよね。どうしてそんなにすらすら読めるの？ 

Ｂ： うん、毎日教科書のテープを何回も聞いてるんだよ。それでテープと一緒に読むんだ。 

そうすると、自然とすらすら読めるようになるみたいだよ。 

Ａ：そうか。やっぱり毎日練習するといいんだね。 

 

２）［塾の教室で］ Ａ：算数を教えている先生 Ｂ：小学生 

Ａ：じゃ、12 ページの問題が全部できた人はノートを出して。 

Ｂ：先生、できました。 

Ａ：あきおくん、もう全部できたの？早いねえ。難しい問題もすらすら解けるんだ。 

Ｂ：うん、この問題、そんなに難しくなかったよ。 

 

 

【36】ずらり 

 

用例 

１．駐車場に観光バスがずらり
┐

と並んでいる。 

２．世界各国のワインをずらり
┐

とそろえている。 

３．ステージの上にスターがずらり
┐

と並んだ。 
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文例と意味 

１．バス旅行で箱根に行った。途中で休憩するために、サービスエリアに入ったら、駐車 

場に同じような観光バスがずらりと並んで止まっていた。 

＜意味＞ 

 駐車場に観光バスがずらりと並んでいるというのは、止まっているバスが２台とか３台

ではなく、10 台以上、ときには 20 台ぐらい並んでいるということです。 

 

２．デパートのワイン売り場に行ったら、小さな部屋のようなところに、世界各国のワイ 

ンをずらりとそろえて売っていたので、どれを買ったらいいか迷ってしまった。 

＜意味＞ 

 ワイン売り場に世界各国のワインをずらりとそろえているというのは、フランスやイタ

リア、ドイツなどヨーロッパのワインから、アメリカ、南アメリカ、オーストラリアやア

フリカのワインまで、世界中のいろいろな国のいろいろな種類のワインがたくさん集めら

れて売られているということです。 

 

３．アカデミー賞の授賞式をテレビで見ていたら、有名な映画スターがステージの上にず 

らりと並んでいて、とても素敵だった。 

＜意味＞ 

 有名な映画スターがずらりと並んでいるというのは、ふだんは一つの映画に一人か二人

しか出てこないような有名なスターが、アカデミー賞という特別なときなので、ステージ

の上に一度に 10 人以上も一緒に出てきて並んでいるということです。 

 

会話例  

１）［ハワイのお土産物屋で］  Ａ，Ｂ：新婚のカップル 

Ａ：このＴシャツ、かわいいね。15 ドルだし、旅の記念に色違いで買わない？ 

Ｂ：いいね。どれにしようかな。ピンクもいいけど、オレンジも夏っぽくていいし…。 

Ａ：そうだね。全部で７色もあるよ。こんなにたくさんの色のがずらりと並んでると、な

かなか決められなくて、かえって困るね。 

 

２）［電気店で］  Ａ：レポーター Ｂ：スタジオのキャスター 
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Ａ：まだ夜１０時なんですが、明日発売のゲームソフトを少しでも早く手に入れようとい

うお客さんで、もうずらりと長い列ができています。 

Ｂ：あー、ほんとにすごい人ですね。先頭の方はいつから並んでいるんでしょうか。 

Ａ：さきほどお話を伺ったんですが、３日前からこちらに並んでいらっしゃるそうです。 

 

 

【37】そっくり 

 

用例 

１．親子で声がそっくり
┐

だ。 

２．これとそっくり
┐

のかばんを持っている。 

３．本物とそっくり
┐

に作ってある。 

４．どろぼうが金庫の中身をそっくり
┐

盗んだ。 

 

文例と意味 

１．鈴木さんの息子さんは、お父さんと声がそっくりだ。鈴木さんの家に電話をかけると 

お父さんが出たのか息子さんが出たのかわからなくて困る。 

＜意味＞ 

 声がそっくりだというのは、声がとてもよく似ているということです。親子で声がそっ

くりだという場合は、電話に出たとき、父親と息子の声が本当に同じように聞こえるので、

どちらと話しているのかわからなくなることがあります。 

 

２．友達は、私がヨーロッパに行ったときに買ってきたブランドのかばんとそっくりのか 

ばんを持っている。 

＜意味＞ 

そっくりのかばんというのは、２つのかばんが本当は違うものなのに、見たところ形や 

大きさ、色などのデザインなどがまったく同じで、違うところが見つからないということ

です。海外などでは、ヨーロッパの高価なブランド商品とそっくりの品物を作って、とて

も安く売っている所もあります。 

 



 344 

３．誕生日に子供にミニチュア・カーを買ってやった。とても小さなものだけれど、本物 

の車とそっくりに作ってあって、すごく高かった。 

＜意味＞ 

おもちゃのミニチュア・カーが本物の車とそっくりに作ってあるというのは、おもちゃ 

なので大きさはもちろんとても小さいけれど、細かいところまで本物とまったく同じよう

に作ってあるということです。 

 

４．どろぼうは、金庫に入っていた現金や宝石、高価な時計などをそっくり盗んだ。 

＜意味＞ 

 どろぼうが金庫に入っていたものをそっくり盗んだというのは、金庫の中にいろいろな

ものが入っていたけれど、どろぼうがそれらのものを一つ残らず全部取っていったという

意味です。 

 

会話例 

１）［会社で、課長と社員が写真を見ている］ Ａ：女子社員 Ｂ：課長 

Ａ：これ、課長の息子さんですか。 

Ｂ：ああ、そうだよ。今年、小学校に入ったんだ。 

Ａ：わー、息子さん、ほんと課長にそっくりですね。  

Ｂ：ははは、そうか。みんなにそう言われるんだよ。親子にまちがいないってね。 

 

２）［電車の中で］ Ａ，Ｂ：女子大生 

Ａ：あれ？みちこのバッグ、ちょっと見せて。私、これとそっくりの持ってるんだけど。 

Ｂ：あ、そうなんだ。どこで買ったの？   

Ａ：バンコクだよ。去年旅行に行ったとき、バーゲンしててすごく安くなってたから買っ

たんだ。 

Ｂ：ふーん、そうか。でもさ、海外ですごく安く売ってるものって、本物そっくりのニセ

モノってことがあるから、気をつけたほうがいいよ。 

 

３）［警察で］ Ａ：警官 Ｂ：中年の男性 

Ａ：で、金庫にはいくら入ってたんですか。 
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Ｂ：現金が 500 万円と、あと貴金属とか書類とかいろいろです。 

Ａ：じゃ、犯人は金庫の中身をそっくりとっていったってわけですね。  

Ｂ：そうです。あのう…、犯人、見つかるでしょうか。 

 

 

【38】そっと 

 

用例 

１．ワイングラスをそっと持つ。 

２．うしろの出口からそっと帰る。 

３．この問題には触れずにそっとしておこう。 

 

文例と意味 

１．ワイングラスを買いに行った。棚に並んでいるワイングラスは脚の部分がとても細く 

て、手に持っただけでこわれそうだったので、注意深くそっと手にとって見た。 

＜意味＞ 

 そっと持つ、そっと手にとる、というのは、ガラスなどでできていて、持つだけでもこ

われそうな物を、ものすごく注意して、静かに力を入れないように持つことです。 

 

２．有名な大学教授の講演会に行った。会場は満員でみなとても熱心に話を聞いていたが、 

途中で気分が悪くなったので、後ろの出口からそっと出た。 

＜意味＞ 

講演会などで後ろの出口からそっと出るというのは、会場が静かでだれも立ち上がった

りしていないし、みなとても熱心に聞いているというとき、自分だけが出ていくことがち

ょっと恥ずかしいとか、ほかの人に気づかれたくないということです。 

 

３．木村さんは、先月交通事故で奥さんをなくした。しばらくはそのことに触れないで、 

そっとしておいてあげるのが一番だと思う。 

＜意味＞ 

 例えば家族など身近な人が亡くなったという人は、ほかの人の前ではふだんと同じよう
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に明るくしていても、本当はとても辛く悲しい気持ちでいるものです。ですから、まわり

の人が、そのことについては絶対話したりしないよう気をつけることを、そっとしておく、

と言います。 

 

会話例  

１）［引越しの日、荷物を開ける作業をしている］ Ａ：引越しセンターの人 Ｂ：主婦 

Ａ：あのう、このガラスの置物はどこに置きますか。 

Ｂ：えーと、そこの棚の上にお願いします。あ、それ、ほんとにこわれやすいのでそうっ

と持ってくださいね。 

Ａ：はい、わかりました。 

 

２）［高校で昼休みに］ Ａ，Ｂ：女子高生（二人ともまりこの友達）  

Ａ：ねえ、まりこがさ、なんか彼にふられちゃったみたい。さっき泣いてたよ。 

Ｂ：えー、そうなんだ。じゃさ、明日、遊びに行こうって誘ってあげようか。  

Ａ：いや、こういうときは、そっとしておいたほうがいいんじゃない？ 

Ｂ：そうだね。 

 

 

【39】そろそろ 

 

用例 

１．もう遅いからそろ
┐

そろ帰ろう。 

２．息子もそろ
┐

そろ結婚を考える歳になった。 

３．足が痛いのでそろ
┐

そろと歩いている。 

 

文例と意味 

１．７時半に仕事を終えたあと、大学時代の友人と待ち合わせてレストランで食事した。

食事をしながらいろいろな話をして、ふと時計を見るともう 10 時になっていた。明日も朝

早くから仕事もあるし、もう遅いからそろそろ帰ろうといって 10 時半に店を出た。 

＜意味＞ 
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 もう遅いからそろそろ帰ろうというのは、今すぐ帰るということではなく、あと 10 分

とか 15 分ぐらいで帰るようにしようということです。ですから実際には、そろそろ帰ろ

うと言ってから、30 分ぐらい話し続けてしまうこともあります。 

 

２．息子が今年 30 歳になる。大学を卒業してから今の会社に入り、毎日遅くまで仕事ばか

りしていたが、もうそろそろ結婚を考えてもいい年齢になったと思う。 

＜意味＞ 

 そろそろ結婚を考える年齢になったというのは、今すぐに結婚したいとかしなければな

らないということではないけれど、あと１年か２年ぐらいの間に結婚してもいいかなと思

える年齢になったということです。最近は、男女とも結婚する年齢が高くなってきていま

すが、だいたい男性なら 30 歳、女性なら 26 歳ぐらいで結婚について考え始める人が多い

ようです。 

 

３．昨日、階段を下りるときにつまずいて、足首を痛めてしまった。歩くとまだ痛いので、

そろそろと歩いている。 

＜意味＞ 

 そろそろと歩くというのは、足が痛いなどの理由で、足をあげて元気よく歩くことがで

きず、足をひきずるようにして静かにゆっくり歩くことです。また、足が痛くなくても、

足音を聞かれないよう静かに歩くときもそろそろ歩くと言います。 

 

会話例 

１）［ホテルで］ Ａ：夫 Ｂ：妻 

Ａ：あ、もう９時 40 分だ。 

Ｂ：本当だ。もうこんな時間なのね。チェックアウトは 10 時よ。 

Ａ：じゃ、そろそろ下に降りなきゃね。 

 

２）［病院のリハビリセンターで］ Ａ：看護士 Ｂ：患者 

Ａ：いよいよ今日からリハビリがスタートですね。 

Ｂ：ええ。でも、事故の前のように、歩けるようになるか、ちょっと不安で… 

Ａ：誰でもそうですよ。まずはここからあそこまで、壁伝いにそろそろでもいいから歩く
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ことを目標に頑張りましょう、ね！ 

 

 

【40】ぞろぞろ 

 

用例 

１．観光客がぞろ
┐

ぞろ降りてきた。 

２．いらない物がぞろ
┐

ぞろと出てくる。 

３．着物をぞろ
┐

ぞろひきずって歩く。 

 

文例と意味 

１．観光地の駐車場に大型バスが何台も着いた。中から観光客がぞろぞろ降りてきて、駐

車場は人でいっぱいになった。 

＜意味＞ 

 観光地に着く大きなバスは、1台に乗客が 40 人以上乗っています。そういうバスが何台

も着いて、中から人が次々とたくさん降りてくるようすを、お客がぞろぞろ降りてくると

言います。 

 

２．引越しをすることになったので、部屋の押入れに入っていたものを全部出してみた。

そうしたら、中からもう全然使っていない物や、古くて着られなくなった洋服など、いら

ない物がぞろぞろと出てきてびっくりした。 

＜意味＞ 

 ぞろぞろ出るというのは、続けてたくさんの物が出てくるという意味です。例えば、押

入れの中に、古い物やいらない物がたくさん入っていることがあります。そういう物をた

まに出してみると、本当にたくさんの物がぞろぞろと出てきてびっくりします。 

 

３．着物の帯のしめ方がうまくできなくて、歩いているうちに、着物のすそをぞろぞろと

ひきずってしまった。 

＜意味＞ 

 着物は、洋服とちがってそのまま着ると長くて床についてしまいます。それで、着物を
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着るときは、ちょうどいい長さになるように腰のあたりで着物を折って帯の中に 30 センチ

位入れます。ですから、帯を上手にしめないと、着物のすそが床についてしまい、ぞろぞ

ろとひきずって歩くことになります。 

 

会話例  

１）［職員室で］ Ａ：英語の教師 Ｂ：数学の教師 

Ａ：今回のテスト、全体的にみんな悪いですね。英語は平均点 50 点以下ですよ。 

Ｂ：数学はもっとひどいですよ。30 点ぐらいのがぞろぞろいます。 

Ａ：先生のところは、何点以下で再試験ですか。 

Ｂ：私は、一応 20 点とれなかった場合は、再試験ってことにしてますよ。 

 

２）［家の台所で］  Ａ：夫  Ｂ：妻 

Ａ：ゴキブリがたくさんいたっていうのはどこなの？ 

Ｂ：そこよ。冷蔵庫の裏を掃除してたら、すきまから、ゴキブリがぞろぞろ出てきたのよ。

あー、気持ち悪い。 

Ａ：いやだなあ。ちょっと冷蔵庫、前に動かして見てみるけど、またぞろぞろ出てきたら

おれだって気持ち悪いよ。 

 

 

【41】たっぷり 

 

用例 

１．なべにお湯をたっぷり
┐

入れる。  

２．時間がたっぷり
┐

ある。 

３．たっぷり
┐

した服を着る。  

４．栄養たっぷり
┐

のメニューだ。 

５．昼食にたっぷり
┐

２時間かける。 

６．自信たっぷり
┐

に話す。 

 

文例と意味 
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１．スパゲティやそば、うどんなどの麺類をゆでるときは、なべにお湯をたっぷり入れて 

ゆでたほうがいい。お湯が少ないと、なべの中でスパゲティがくっついてしまうからだ。 

＜意味＞ 

 なべにお湯をたっぷり入れるというのは、なべのふちぎりぎりまで、つまりもう少しで

あふれそうになるというところまで、たくさんのお湯を入れることです。このほかにも、

トンカツにソースをたっぷりかける、野菜をたっぷり使った料理、など調味料や材料をた

くさん使う場合にもたっぷりと言います。 

 

２．今度の試験はかなり難しいと思うけど、時間はたっぷりあるから、あわてないでゆっ 

くり考えたほうがいいですよ。 

＜意味＞ 

 時間がたっぷりあるというのは、何かをするために必要な時間が十分あることです。例

えば２時間の試験で、全部の問題を解くのに１時間しかかからなかったとき、あと 1 時間

は、問題の答えを見直したりもう一度考えたりできるので、時間がたっぷりあると言いま

す。 

 

３．妊娠したときは、お腹をしめつけないようにたっぷりした服を着るほうがいいでしょ 

う。 

＜意味＞ 

 たっぷりした服というのは、体のサイズよりずっと大きく作られていて、着たときに体

の形がほとんどわからないような服です。妊娠しているとき、つまりお腹に赤ちゃんがい

るときは、たっぷりした服を着ます。お腹のところをしめつけるような服は着ている人も

苦しいし、お腹の赤ちゃんにも悪い影響があるのでよくないからです。 

 

４．寒い日は、肉や野菜がたくさん入った栄養たっぷりの温かいシチューを食べると、体 

が温まります。 

＜意味＞ 

 栄養たっぷりというのは、例えばシチューなら肉、にんじん、じゃがいも、たまねぎ、 

ブロッコリーなどの野菜類、そして牛乳も入っているので、いろいろな栄養が十分にとれ 

るということです。 
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５．とても大きな病院へ行くと、受付をしてから診察室に呼ばれ、そして診察が終わって 

会計が済むまでたっぷり２時間以上かかります。 

＜意味＞ 

 たっぷり２時間以上待つというのは、どんなに早くても２時間、実際には２時間半ぐら

いは待つということです。例えば、大きな病院は、患者さんがとてもたくさん来ますから、

診察を受けようと思うと本当に長い時間待たされます。受付をして待合室で待つ時間が 1

時間～1 時間半、そして診察は５分ぐらいで終わるのですが、その後また会計で名前を呼

ばれるまでに 30 分、それから薬局で薬をもらうまでにさらに 30 分、というようにたっぷ

り２時間以上はかかることになります。 

 

６．社長は、今度のプロジェクトは必ず成功させると自信たっぷりに話していたが、本当 

にうまくいくのだろうか。 

＜意味＞ 

自信たっぷりに話すというのは、話している内容や声の大きさ、調子、また顔つきなど 

から、その人が本当に自信を持って話していることがわかるという意味です。ある人が、

自信たっぷりに話しているのを聞くとき、ほかの人は、その話は本当だろうかと思ったり、

反対にちょっと心配になったりすることも多いようです。 

 

会話例  

１）［料理教室で］ Ａ：料理の先生 Ｂ：生徒 

Ａ：では、次にスパゲッティをゆでましょう。お湯はたっぷり入れてわかしてください。

お湯が少ないのはだめですよ。 

Ｂ：あの、先生、塩はいつ入れますか。 

Ａ：あ、はい、塩はお湯が煮立ってから入れましょう。 

  

２）［ディズニーランドで］Ａ，Ｂ：女子高校生 

Ａ：今、何時？ 

Ｂ：えーっと、５時だけど。  

Ａ：そうかあ。パレードは７時からだから、まだ時間はたっぷりあるね。 
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Ｂ：うん、じゃ、おみやげとか先に買っておこうか。 

Ａ：そうだね。 

 

３）［外国人の日本語クラスで］ Ａ：日本語の教師 Ｂ：外国人学生 

Ａ：フェルッチョさんは、お国では、昼食は何時ごろ食べていましたか。 

Ｂ：だいたい 12 時から２時ぐらいですね。 

Ａ：えっ？ お昼ごはんを食べるのに２時間もかかるんですか。  

Ｂ：そうですね。私の国では、昼食が一番大切なんですよ。だからたっぷり２時間はかけ

ますね。家に帰って、家族とゆっくり話しながら食べるっていう人も多いですよ。 

Ａ：そうなんですか。 

 

４）［中学校の教室で］ Ａ，Ｂ：男子中学生 

Ａ：あしたから、期末テストだよなあ。勉強したか？ 

Ｂ：ああ、この間のテスト悪かったから、今度はがんばったんだ。だからばっちりだよ。  

Ａ：へえ、自信たっぷりじゃないか。いいなあ。 

Ｂ：うん、まあな。 

 

 

【42】ちゃんと 

 

用例 

１．食事の前にちゃんと手を洗う。 

２．小さな子供たちがちゃんと並んでいる。 

３．ちゃんとした会社に勤めたい。 

４．お客さんが来るから、ちゃんとしなさい。 

 

文例と意味 

１．子供のとき、いつも母に「食事の前に、ちゃんと手を洗いなさい。手を洗わなかった

ら食べてはいけませんよ。」と言われた。 

＜意味＞ 
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 手はいろいろなものをさわっています。ですから汚れていないように見えても、本当は

いろいろなばい菌がついていて汚いのです。それで、その手で食べ物をさわって食べると、

お腹をこわしたりすることがあります。だから、食事の前には必ず石けんを使ってちゃん

と手を洗うことが大切です。 

 

２．幼稚園の卒園式に行った。卒園する６歳の子供たちはもちろん、３歳・４歳の小さな

子供たちもちゃんと並んで先生の話を聞いていたので、驚いた。 

＜意味＞ 

 小さな子供たちがちゃんと並んでいるというのは、さわいだり、動き回ったりしないで、

前の人と列をそろえて、きれいに並んでいるようすです。ふつう小さな子供は動き回って

しまい、同じ場所にじっとしていられないので、ちゃんと並ぶことはなかなか難しいです。 

 

３．高校を卒業してしばらくフリーターとしてコンビニでアルバイトをしたり、スーパー

でパートとして働いたりしていた。でも最近は、将来のことを考えて、やっぱりちゃんと

した仕事につきたいと思うようになった。 

＜意味＞ 

 ちゃんとした仕事につくというのは、アルバイトやパートタイムで働くのではなく、会

社などで正社員として働くということです。 

 

４．今日は、夫の会社の上司が家に食事に来ることになっている。二人の息子はまだ小学

生で、いつもうちの中でとてもうるさく走り回っているので、「今日はお客さんが来るから

ちゃんとしなさい」とよく言い聞かせた。 

＜意味＞ 

 子供に、お客が来るからちゃんとしなさいと言うのは、例えばお客さんが来たらちゃん

とあいさつをするとか、家の中をうるさく走り回ったりしないようにとか注意することで

す。つまり、子供がちゃんとしていれば、教育もちゃんとできているということで、親も

恥ずかしくないわけです。 

 

会話例  

１）［プールで］ Ａ：小学校の生徒 Ｂ：水泳のインストラクター 
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Ａ：先生、早く泳ぎたいよ。 

Ｂ：はいはい。でも、プールに入る前にちゃんと準備体操をしなきゃね。 

Ａ：えー、体操？ 早く泳ぎたいよ。 

Ｂ：だめだめ。じゃ、まず屈伸からいくよ。１、２、３、４、はい、ちゃんと足を伸ばし

てね。 

 

２）［空港のカウンターで］Ａ：夫 Ｂ：妻  

Ａ：あれ、ちょっと待って。飛行機のチケットが無い。 

Ｂ：まさか家に忘れたんじゃないでしょうね。 

Ａ：そんなはずないよ。今朝ちゃんとジャケットのポケットに入れたんだから。 

Ｂ：ほんとに？ じゃ、ポケットの中、ちゃんと見たの？ 

 

 

【43】どきどき 

 

用例 

１．スピーチをするとき、どき
┐

どきした。 

２．走ったあとは、心臓がどき
┐

どきする。 

３．テストの点を見るときはいつもどきどきだ。 

４．きのう見た映画は、はらはらどき
┐

どきの連続だった。 

    

文例と意味 

１．大学のスピーチコンテストに出た。前の日までに、何回も練習したけれど、名前を呼 

ばれてステージにあがったら、緊張してすごくどきどきしてしまった。 

＜意味＞ 

スピーチをする時どきどきしたというのは、スピーチがうまくできるだろうか、途中で

言うことを忘れてしまわないだろうかと、いろいろ考えてとても心配になることです。ど

きどきすると、心臓がとても速く動くのがわかるし、顔が少し熱くなったり、手や足がふ

るえたりすることもあります。 
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２．子供の学校の運動会に行って、親子で手をつないで走るというレースに参加した。最 

近、走ったことがあまりなかったので、久しぶりに思い切り走ったら、心臓がどきどきし 

て苦しくなってしまった。 

＜意味＞ 

走って心臓がどきどきしたというのは、走ったために、心臓がふだんよりとても速く動

いていることです。速く走ったり、サッカーなどの激しいスポーツをしたり、山登りをし

たりすると、どきどきします。心臓がどきどきすると、少し苦しく感じることもあります。 

 

３．入学試験の発表の日、一人で見に行くのはなんだかこわくて、友達といっしょに行っ 

た。大学の門を入ってからずっと、自分の番号を見つけるまでは、本当にどきどきだった。 

＜意味＞ 

入学試験の結果を見るときどきどきだったというのは、もしかしたら合格しているかも

しれないと期待する気持ちと、もし合格していなかったらどうしようという不安な気持ち

の両方があって、心臓がどきどきと速く動いたり、少し胸が苦しいような感じになったと

いうことです。 

 

会話例  

１）［学校で、前の日のテレビドラマの話をしている］ Ａ，Ｂ：女子高校生 

Ａ：ねえ、見た～？ きのうのあのドラマ。 

Ｂ：もちろん見たよ。もうラストのシーンでどうなるかと思ってどきどきしちゃった。 

Ａ：そう、私も。でも、よかったよね、最後に二人が会えたから。 

Ｂ：ほんと、ほんと。  

 

２）［面接試験の会場。Ｂが先に終わり、順番を待っているＡと話している］Ａ，Ｂ：男子

大学生   

Ａ：面接、どうだった？ どんなこと聞かれた？ 

Ｂ：いやあ、大学でどんなこと勉強したかとか、サークルは何だったとか、まあ、普通の

質問だったよ。 

Ａ：そうか。順番待ってるうちになんか緊張してきた。もうどきどきだよ。 

Ｂ：えー？ 別にだいじょうぶだよ。おまえ、緊張するような性格じゃないだろ。 
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【44】どっと 

 

用例 

１．1日中歩き回ってどっと疲れた。 

２．電車から人がどっと降りてくる。 

３．映画を見ていた客がどっと笑った。 

 

文例と意味 

１．日曜日に子供たちを連れて動物園に行った。広い園内を子供と一緒に１日中歩き回っ 

たらどっと疲れて、家に帰ったらすぐばたんと寝てしまった。 

＜意味＞ 

 どっと疲れるというのは、例えば動物園に行っていろいろ見ている間は楽しくて、あま

り疲れた感じがしないのですが、家に帰って急にものすごく疲れたと感じることです。ど

っと疲れたときは、たいてい家に帰ってすぐ寝てしまうことが多いです。 

 

２．朝のラッシュアワーは、どの電車も人でいっぱいです。ホームに着いた電車からは、 

ドアが開くとすぐ人がどっと降りてきます。 

＜意味＞ 

 電車から人がどっと降りてくるというのは、ラッシュアワーの電車には人が本当にたく

さん乗っているので、ドアが開いてすぐ人が順番に降りてくるというより、大勢の人が一

度にまとまって降りてくるということです。ダムの水門が開いて水がどっと流れると言う

ように、たくさんのものが急に出てきたり流れたりするとき、どっと流れるとかどっと出

ると言います。 

 

３．先週見た映画は本当におもしろいコメディ映画で、俳優がおかしなことを言うたびに、 

観客がどっと笑っていた。私も笑いすぎてお腹が痛くなってしまった。 

＜意味＞ 

 映画館でお客がどっと笑ったというのは、映画を見ていた人たちのほとんどみんなが、
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急に大きな声で笑ったので、映画館の中でとても大きな音が響いたような感じがすること

です。 

 

会話例  

１）［両親が田舎から訪問してきた後で］ Ａ：姉 Ｂ：弟 

Ａ：やっとお父さんたち、九州に帰ったね。長い一週間だった。 

Ｂ：あー、あちこち一緒に行って、何だか疲れたよ。僕、もう寝ようかな。 

Ａ：そうしなさい。私もなんか疲れがどっと出てきたみたい。  

 

２）［中学校で］Ａ：先生（女性） Ｂ：女子生徒 

Ａ：山田さん、今日はどうして遅刻したんですか。 

Ｂ：電車でつい寝てしまったんです。降りる駅だと気づいて、すぐに降りようとしたんで

すけど･･･。人がどっと乗ってきて、降りられなくて…。 

Ａ：そういうときは、「すみませーん！」って大きな声を出さなきゃ。明日から電車で寝な

いよう気をつけなさい。 

Ｂ：はい、すみませんでした。 

 

 

【45】どんどん 

 

用例 

１．ドアをどん
┐

どんとたたく音がする。 

２．祭りの太鼓をどん
┐

どんたたく。 

３．日本語がどん
┐

どん上手になる。 

４．駅前にマンションがどん
┐

どん建つ。  

５．ジャングルの中をどん
┐

どん進む。 

 

文例と意味 

１．夜中に、玄関の戸をどんどんとたたく音が聞こえて、目が覚めた。 

＜意味＞ 
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 ドアをどんどんとたたく音というのは、夜中で家の人が寝ているときや、チャイムを鳴

らしても家の人が気づかないときなどに、家の人に気づいてもらうためにドアを強くたた

くときの音です。部屋のドアをノックするときは、どんどんとたたくとちょっと失礼な感

じがするので、とんとんとノックします。 

 

２．もうすぐ秋祭りが始まるので、村の人たちは、毎日太鼓をどんどんたたいて練習して 

いる。 

＜意味＞ 

 太鼓を強くたたくと、どんどんと大きくて低い音が出ます。オーケストラの打楽器の一

つである大太鼓も、どんどんという音がします。小さな太鼓の場合は、高くて軽い音が出

ますから、それはどんどんではなく、ぽんぽんと言います。 

 

３．日本語の勉強を始めてすぐ、日本人の友達ができた。毎日その友達と日本語だけで話 

していたら、日本語がどんどん上手になってきた。 

＜意味＞ 

 どんどん上手になるというのは、自分やまわりの人もちょっとびっくりするぐらい、速

く上手になることです。外国語をおぼえるのに、ふつうその言葉が話されている国に住め

ばだれでもいつか話せるようになります。でも、毎日その言葉を使って話している人は、

学校だけでその言葉を話している人に比べて、上手になるスピードがもっと速いです。そ

んなとき、どんどん上手になる、と言います。 

 

４．駅前の空き地は長い間何もなかったけれど、今年になって急に新しいマンションがど 

んどん建ち始めた。 

＜意味＞ 

 どんどん建つというのは、建物が次から次と続けて建っていくようすを表します。例え

ば、今まで高いビルが何もなかったようなところに、急に新しいマンションが建ち始めて、

１年の間に２つも３つも新しいマンションができたようなとき、新しいマンションがどん

どん建った、と言います。 

 

５．その若い冒険家は、危険なジャングルの中をどんどん奥へ進んでいった。そして、今
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までだれも発見することのできなかった古い遺跡を、ついに発見した。 

＜意味＞ 

 ジャングルをどんどん進むというのは、ジャングルの中には危険なことがたくさんある

ので、先に進むことが難しいと感じることもあるけれど、がんばってどんどんジャングル

の奥のほうに入っていくという意味です。 

 

会話例  

１）［子供たちの寝室で。夜中の 1 時ごろ］ Ａ：弟 Ｂ：兄 

Ａ：ねえ、お兄ちゃん。なんか下でどんどんって音がするよ。何の音？ 

Ｂ：えー？・・・あ、ほんとだ。玄関のドアをたたいてる音だよ。だれだろう？今ごろ。 

Ａ：こわいよー。どろぼうが来たのかなあ。 

Ｂ：ばかっ！どろぼうがドアをどんどんたたくわけないだろ！ お父さん、起こしてくる

から、お前、ここで待ってろ。 

 

２）［日本語学校の教室で］ Ａ：教師 Ｂ：学生 

Ａ：リーさんは、このごろ日本語がずいぶん話せるようになりましたね。何か特別に練習

してるんですか。 

Ｂ：あ、いえ、日本人の友達がいて、毎日その人と話してるんです。  

Ａ：そうですか。それはいいことですね。そうやって、日本人とたくさん話していれば、

どんどん上手になりますね。みなさんも、学校の外で日本人とどんどん話すようにし

ましょうね。 

 

３）［駅前のコーヒーショップで］ Ａ：お客（サラリーマン） Ｂ：店長 

Ａ：すごいですね。あそこにまた、新しいマンション建ててますね。 

Ｂ：そうなんですよ。今年になって、これで３つ目ですよ。不景気だっていうのに、マン

ションこんなにどんどん建てて売れるんですかねえ。 

Ａ：まあ、ここは都心にも近いし、おしゃれな街だっていうことで、若い夫婦にはすごい

人気があるらしいですよ。 
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【46】にこにこ 

 

１．赤ちゃんがにこ
┐

にこ笑っている。 

２．ちえ子さんはいつもにこ
┐

にこしている。 

３．ボーナスをもらってにこにこ顔だ。 

 

文例と意味 

１．お母さんがやさしい声で話しかけたので、赤ちゃんはにこにこ笑って、お母さんの顔

をずっと見ていた。 

＜意味＞ 

 赤ちゃんは、お母さんが抱いているときややさしい声で話しかけているとき、また、お

っぱいをたくさん飲んだときなどには、とてもうれしそうににこにこ笑います。赤ちゃん

がにこにこ笑っているのを見ると、見ている人も幸せな気持ちになれます。 

 

２．ちえ子さんは、親切でとてもやさしい気持ちを持った人だ。ほかの人に大変な仕事を

頼まれたときも、にこにこしていっしょうけんめいやってくれるので、みんなからとても

好かれている。 

＜意味＞ 

 とても大変な仕事を頼まれたとき、普通の人はちょっと困ったような顔をしたり、いや

な顔をしたりします。でも、そんなときでもにこにこしていられる人は、性格がとてもい

い人です。そういう人は、まわりの人からも尊敬されたり好かれたりします。 

 

３．今年の４月に売り出した新製品が予想以上に売れて、会社はかなりの利益をあげるこ

とができた。それで、社員たちは、去年の倍のボーナスをもらって、みんなにこにこ顔だ

った。 

＜意味＞ 

 にこにこ顔というのは、何かとてもいいことがあったので、うれしそうににこにこと笑

っている顔のことです。だれかがにこにこ顔をしているときは、ほかの人が見てすぐ、そ

の人に何かいいことがあったな、とわかります。 

 



 361 

会話例  

１）［写真スタジオで］ Ａ：写真屋さん Ｂ：５歳の男の子 Ｃ：子供の母親 

Ａ：じゃ、とりますよ。ぼく、もう少しにこにこって笑えないかな？ 

Ｃ：ほら、一郎、カメラのほう見て。にこにこしなさい。 

Ｂ：いやだあ、つまんない。 

Ａ：あのね、ぼく、すぐ終わるから。ちょっとだけにこにこってしてみてくれないかな

あ。・・・あ、そうそう、いいよ。はい、じゃ、とりまーす。 

 

２）［昼休みに会社の食堂で］Ａ，Ｂ：ゆみこと同じ会社の同僚 

Ａ：ゆみこ、先週婚約したんだってね。大っきなダイヤの指輪、見せてくれて。すごいう

れしそうだったよ。 

Ｂ：そうそう、私もゆみこから話、聞いたけど、もうにこにこ顔だったよ。 

Ａ：相手は、ＡＢＣホテルの社長の息子なんだって？ 

Ｂ：そうらしいね。ゆみこのお父さんの知り合いが紹介してくださったんだって。 

 

 

【47】のろのろ 

 

用例 

１．牛がのろ
┐

のろと歩いている。 

２．行列がのろ
┐

のろと進んだ。 

３．のろ
┐

のろしていると遅れるよ。 

４．連休で高速道路はどこものろのろ運転だ。 

 

文例と意味 

１．いなかの道を車で走っていたら、牛がのろのろと道を歩いているのが見えたので、び 

っくりして車を止めた。 

＜意味＞ 

 牛がのろのろ歩いているというのは、牛は歩くのが遅い動物なので、その歩き方がとて

もゆっくりに見えるということです。人の場合は、速く歩くこともできるので、人がのろ
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のろ歩いているというときは、年取っているとか疲れているとか、または歩きたくないな

どの理由で、ゆっくり歩いているということになります。 

 

２．ディズニーランドに行ったら、人気のある乗り物の前に長い行列ができていた。列の 

一番後ろに並んだら、しばらくして列がのろのろと進んだが、少し進むとまた止まった。 

＜意味＞ 

 行列がのろのろと進むというのは、行列がとてもゆっくり進むということです。そんな

ときはたいてい列が少し進んでは止まり、また少したつとのろのろ動き出すということが

多いです。だから、乗り物に乗れるまでにはとても時間がかかります。 

 

３．小学１年生の息子は、朝なかなか起きられない。そして起きてからも、着替えるのも 

顔を洗うのものろのろしているので、いつも学校に遅れそうになる。 

＜意味＞ 

 のろのろしているというのは、何かをする動作が遅く、とても時間がかかるという意味

です。だから動作がのろのろしている人は、朝出かけるまでに時間がかかるので、学校や

会社に遅れることがよくありますし、まわりで見ている人は少しいらいらする感じです。 

 

４．毎年８月のお盆休みになると、地方に向かう高速道路はどこもすごく込み、何十キロ 

も車がつながってのろのろ運転になる。そしてふだんなら３時間で行けるところが、10 時 

間ぐらいかかることもめずらしくない。 

＜意味＞ 

 のろのろ運転というのは、電車や車が普通のスピードよりずっと遅いスピードで走るこ

とです。例えばふだんはとても速く走ることのできる高速道路も、渋滞したときには本当

にゆっくりしか走れなくなります。のろのろ運転をしているときの車の速度は、だいたい

時速 10 キロ以下になります。 

 

会話例  

１）［小学校の遠足で山登りをしている］ Ａ：生徒 Ｂ：先生 

Ａ：先生、もう疲れたー。 

Ｂ：そうか。もう少しだから、がんばれ。ほら、そういうふうにのろのろ歩いてるともっ
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と疲れるぞ。 

Ａ：だって、足が痛いんだもん。あと、どのぐらい？  

Ｂ：あと、20 分も歩けば頂上に着くぞ。さあ、がんばれ。 

 

２）［高速道路を走る車の中］ Ａ：夫  Ｂ：妻 

Ａ：あー、それにしてもひどい渋滞だなあ。 

Ｂ：ほんと、さっきから全然進まないじゃない。  

Ａ：三連休で込むのはわかってたけど、これじゃ、家に何時に着けるかわからないなあ。 

Ｂ：そうね。のろのろでもいいから、少しでも進むといいんだけど。 

 

 

【48】のんびり 

 

用例 

１．温泉に入ってのんびり
┐

する。 

２．休みの日は、のんびり
┐

と過ごしたい。 

３．のんびり
┐

していると、間に合わないよ。 

４．のんびり
┐

した船の旅が大好きです。 

５．母はのんびり屋で、いつも父を待たせている。 

  

文例と意味 

１．週末に、家族で温泉旅行に行った。山の中の温泉は静かで、客もあまりいなかったし、 

久しぶりに本当にのんびりすることができた。 

＜意味＞ 

家にいて何もしないでリラックスしたり、どこか景色のいいところや旅先などでゆっく

り時間をすごすことを、のんびりすると言います。 

 

２．私は団体旅行は好きではありません。時間が決められていて、みんなとても忙しくい 

ろいろな所に行かなければならないからです。旅行に行ったら、いろいろな町のはしから 

はしまで、１日かけてのんびりと見て回るのが楽しいと思います。 
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＜意味＞ 

旅行に行ったときに、時間がたくさんあるので、あまり急がないでゆっくり見て回るこ

とを、のんびりと見て回ると言います。 

 

３．駅のホームに着いたとき、特急電車の出発時間まで 30 分以上あったので、ホームにあ 

るコーヒーショップに入ることにした。コーヒーを飲みながらのんびりしていたら、出発 

のアナウンスが聞こえ、ベルが鳴り始めたのであわてて電車に飛び乗った。 

＜意味＞ 

 電車に乗る前に、コーヒーを飲みながらのんびりしていたというのは、まだ出発まで時

間がたくさんあると思って安心して、ゆっくりコーヒーを飲んでいたということです。の

んびりしているときは、思ったより時間が早くたつので、気がついたときにはもう時間が

ほとんどない、ということがよくあります。 

 

４．今はまだ長い休みもとれないし、海外旅行はいつも飛行機で行っているが、歳をとっ 

たら 1ヶ月ぐらいのんびりした船の旅をしたいと思っている。 

＜意味＞ 

 のんびりした船の旅というのは、例えば外国に旅行するとき、飛行機と違って船で行け 

ばとても時間がかかるけれども、急ぐ必要がないので、船の上でゆっくりと楽しむことが

できるような旅のことです。船だけでなく、あまり速くないと思う乗り物、例えば普通列

車などに乗って行くときや時間がたくさんあって一つの場所に長い時間いてゆっくり見て

回るというようなときも、のんびりした旅をすると言います。 

 

５．中村さんは、のんびり屋なので、いつも約束の時間に遅れてくるし、食事をするとき 

も一人で最後まで食べている。 

＜意味＞ 

時間がないのにゆっくりしていて遅れてしまったり、ほかの人より何でもやることが遅 

い人を、のんびり屋と言います。ある人がのんびり屋だというときは、少しマイナスイメ

ージが入ります。 

 

会話例  
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１）[会社で] Ａ：男性社員 Ｂ：課長 

Ａ：課長、今度の連休はどこかに行かれますか。 

Ｂ：いや、子供が小さいときはよく家族で出かけたけどね。最近はもう出かけても疲れち

ゃうし、とにかく家でのんびりしていたいね。 

Ａ： そうですか。連休は、どこも人でいっぱいですからね。 

 

２）［大学の教室で］Ａ：女子学生 Ｂ：男子学生 

Ａ：あれ、もう授業が始まるっていうのに、山田くんがまだ来てないよ。どうしたんだろ

う。 

Ｂ：あいつ、ほんとにのんびりしたやつだからなあ。今ごろやっと寮を出たころじゃない

か？ 

Ａ：えーっ！山田くんが来ないと、グループ発表が始められないじゃない。困るなあ。 

 

 

【49】ばたばた 

 

用例   

１．風で旗がばた
┐

ばた揺れる。 

２．鳥がばたばたっと飛び立つ。 

３．廊下をばた
┐

ばた走る音がする。 

４．赤ちゃんが手足をばた
┐

ばたさせる。 

５．暑さで人がばた
┐

ばた倒れる。 

６．朝はみんなばた
┐

ばたと出かけていく。 

７．忙しくてばた
┐

ばたしている。 

 

文例と意味  

１．オリンピック会場に並んだ各国の旗が、強い風でばたばた揺れている。  

＜意味＞ 

 旗がばたばた揺れるというのは、強い風が吹いて、旗がばたばたと音を立てて激しく揺

れることです。風の強い日には、外に干してあるシーツなどの洗濯物や、店の前にかけて
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あるのれんなどもばたばたと揺れます。 

 

２．庭の木の枝に、大きくてきれいな色の鳥が止まった。よく見ようと近づいたら、ばた

ばたっと羽を広げて飛び立ってしまった。 

＜意味＞ 

 木の枝などに止まっていた鳥が飛び立つときは、羽を大きくひろげてとても速く動かし

ます。そのとき、鳥の羽はばたばたっという音を出します。また鳥が羽を速く動かすよう

すも、羽をばたばたさせると言います。 

 

３．昼休みになるといつも、子どもたちが廊下をばたばた走る音が聞こえる。うるさいし

危ないので、廊下は静かに歩くようにと注意している。 

＜意味＞ 

 子どもたちが廊下をばたばた走るというのは、大勢の子どもが元気よく廊下を走って、 

その足音がばたばたとうるさく聞こえることです。廊下をばたばた走ると、ころんだりぶ

つかったりして危ないので、先生たちは「ばたばた走らないで静かに歩きなさい」と注意

します。 

 

４．お風呂からあがった元気な赤ちゃんが、ふとんの上で手足をばたばたさせている。  

＜意味＞ 

 生まれて半年ぐらいの元気な赤ちゃんを、お風呂に入れた後ふとんに寝かせると、お風

呂に入ったことでとても気持ちがよくなるのか、ふとんの上で手足を元気よく動かします。

そのようすを、赤ちゃんが手足をばたばたさせると言います。このとき、赤ちゃんの手足

がふとんに当たってばたばたという音が聞こえることもあります。 

 

５．夏休みのとても暑い日に、グラウンドでサッカーの練習をしていた小学生たちが、何

人かばたばたと倒れてしまった。 

＜意味＞ 

 人がばたばたと倒れるというのは、暑さや疲れ、病気などのために、次々と倒れてしま

うことです。人が急に倒れるとき、ばたんという大きな音がしますが、ばたばた倒れると

いうときは、倒れるようすやその音よりも、何人かの人が次々に倒れるというイメージが
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あります。また、この次々にというイメージから、スポーツの試合などで続けて負けると

きに「ばたばた負ける」と言ったり、店などが商売がうまくいかないで次々につぶれてし

まうときも、「ばたばたつぶれる」と言ったりします。 

 

６．朝は、夫も子どもたちもみんな時間がないので、ばたばたと出かけていきます。 

＜意味＞ 

 朝は、起きてから出かけるまでに忙しく、ゆっくりいろいろなことをする時間がありま

せん。それで、家族が出かける前は、みなが急いでいろいろなことをしたり、家の中をば

たばたと走ったりします。そのとき、家族がばたばたと出かけていくと言います。 

 

７．きのう新しい家に引っ越しした。部屋の中に荷物が入ったダンボールの箱がたくさん

あり、朝からいっしょうけんめい片付けているが、夜になってもまだばたばたしている。 

＜意味＞ 

 引越ししてから何日かは、荷物の入ったダンボールが部屋の中にたくさんあり、それを

開けて荷物を出したり、いろいろなものを片付けたりしなければならないので、ばたばた

します。引越しだけでなく、旅行に行く前や、仕事など何かしなければならないことがた

くさんあってとても忙しいと思うときも、ばたばたしていると言います。 

 

会話例  

１）［大学生がクラスメートに電話している］ Ａ：女子大学生 Ｂ：男子大学生  

Ａ：どうしたの。昨日と今日、大学、来なかったでしょう。 

Ｂ：週末に引越ししたんだ。それで、まだかなりばたばたしてるんだよ。 

Ａ：そう、引っ越ししたんだ。部屋の片付け、大変でしょう？ 

Ｂ：うん、全然片付かないよ…。でも、明日は大学に行くから。ノート、貸してね。よろ 

しく。 

Ａ：えーっ？ またぁ？ 

 

２）［病院で、見舞いに来た家族と話している］Ａ：入院している子ども Ｂ：Ａの母親 

Ａ：さっきから、ばたばたと廊下を走る音が聞こえるけど、何かあったのかなあ。 

Ｂ：さあねえ、だれかが急に具合が悪くなったときは、看護婦さんが急いでお医者さんを
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呼びに行ったりするから、それで、ばたばた走ってるんじゃない？  

Ａ：そうか。ほんと、看護婦さんって大変だよね。 

 

３）［映画館を出たところで、映画を見終わった夫婦が話している］ Ａ：妻 Ｂ：夫 

Ａ：わたし、やっぱり戦争の映画は苦手だわ。 

Ｂ：そう、どうして？  

Ａ：だって、映画のシーンだってわかってても、人が撃たれてばたばた倒れていくの見て

たら、なんか気分悪くなっちゃって。 

Ｂ：うん、本当の戦争は、もっと怖いんだろうけどね。でも、これはアカデミー賞もとっ

てるし、やっぱりいい映画だと思うよ。 

 

 

【50】はっきり 

 

用例 

１．めがねをかけるとはっきり
┐

見える。 

２．大きな声ではっきり
┐

話してください。 

３．寝不足で頭がはっきり
┐

しない。 

４．はっきり
┐

しない天気が続く。 

５．はっきり
┐

した予定が立てられない。 

 

文例と意味 

１．中学生のとき、急に目が悪くなって黒板の字がよく見えなくなった。それで近眼用の

めがねを作ってかけたら、今まで見えなかった黒板の小さな字もはっきり見えるようにな

った。 

＜意味＞ 

 近くのものが見えても遠くのものが見えないという人は、近視用のめがねをかければ遠

くのものもはっきり見えるようになります。その反対に、近くのものがはっきり見えない

のは遠視または老眼で、その場合は遠視用のめがねをかければ新聞の小さな字などもはっ

きり見えるわけです。 
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２．大勢の人の前でスピーチをするときは、大きな声ではっきり話してください。そうし

ないと、一番後ろの人によく聞こえませんから。 

＜意味＞ 

 すぐ近くにいる人や数人の人に向かって話すときは、小さな声でも聞こえますが、人が

たくさんいる大きな部屋で話すときは、口をちゃんと開けながら大きな声で一つひとつの

言葉をはっきり話さないと、後ろのほうの人には、何を言っているのかよく聞こえません。 

 

３．昨日の夜ずっとテレビの深夜番組を見ていて、気が付いたら寝たのが午前３時だった。

それで朝７時に起きたら、寝不足で頭が重く全然はっきりしなかった。  

＜意味＞ 

 夜寝るのが遅くて、３時間とか４時間しか寝なかったとき、たいていの人は次の日の朝

眠くて頭がぼんやりしてしまい、何かをよく考えることができません。そんなとき、寝不

足で頭がはっきりしないと言います。 

 

４．このごろずっと、朝からくもっていて、時々雨が降ったりやんだり、はっきりしない

天気が続いている。それで毎日出かけるときにはかさを持って行くようにしている。 

＜意味＞ 

 空がくもっていて、時々雨が降るけれどずっと降るわけではない、もちろん太陽が出て

晴れるということもない、というような時、はっきりしない天気だと言います。天気がは

っきりしない時は、出かける時かさを持っていったほうがいいかどうか迷います。日本で

は梅雨の始めごろは、ずっとはっきりしない天気が続きますが、梅雨の終わりごろには、

雨が強く降ることが多いです。 

 

５．来年の夏に家族で海外旅行に行こうと考えているが、会社の休みがいつとれるかわか

らないので、まだはっきりした予定を立てることができない。 

＜意味＞ 

 家族で海外旅行に行くために１週間ぐらい休みたいと思っても、サラリーマンの場合は

なかなか休みがとれないことが多いです。また、急に仕事の予定が変わって忙しくなり、

休もうと思っていた日に休めなくなることもあります。それで、どこの国に行くのか、い
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つ出発するのか、何時の飛行機に乗るのか、どこのホテルに何日泊まるのかなど、はっき

りした予定を立てることが難しいのです。 

 

会話例 

１）［交番で］  Ａ：警察官 Ｂ：道を歩いていてかばんをとられた人 

Ａ：犯人はどんな顔でしたか。 

Ｂ：それが、突然のことだったので…はっきり覚えていないんです。 

Ａ：背はどのぐらいでしたか。めがねをかけていたとか、髪の長さとか覚えていることは

ありませんか。 

Ｂ：えーと・・・。背は 170 センチぐらいだったかなあ。髪は短かったと思います。あ、

でもどうかなあ・・・。すみません。はっきり思い出せません。 

 

２）［休日の鎌倉で］  Ａ：若い男性  Ｂ：Ａの彼女 

Ａ：休日の鎌倉はほんと人が多いね・・・。あれ、どうしたの？疲れた？ 

Ｂ：うーん、やっぱり今日は出かけないで、家にいればよかったかな。昨日からちょっと

頭が痛くて・・・。 

Ａ：なんだ。それなら昨日そうはっきり言えばよかったのに。 

Ｂ：ごめんなさい。でも、たけしさんに行こうって言われて、いやだとは言えなかったん

だ。 

 

３）［モデルの選考会で］  Ａ，Ｂ，Ｃ：選考委員 

Ａ：３番の子、どうですか。 

Ｂ：モデルらしい、はっきりした顔立ちで、私はいいと思いますけど。 

Ｃ：確かに･･･。背も相当高いですし、スタイルもなかなかですね。 

Ｂ：ええ、ぱっと人の目を引きつけますよね。 

 

 

【51】ばったり 

 

用例 
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１．20 年前の友人とばったり
┐

会った。 

２．ゴールに入ったとたんばったり
┐

と倒れた。 

３．客がばったり
┐

来なくなった。 

 

文例と意味 

１．昨日、東京駅のホームを歩いていたら、高校時代の友人にばったり会った。２０年ぶ 

りだったので、お互いとてもびっくりした。 

＜意味＞ 

 駅のホームで友人とばったり会ったというのは、お互いにそこで会うとは全然思ってい

なくて、本当に偶然に会うということです。 

 

２．マラソン選手は、２時間半ぐらい走り続けるために本当に体力を全部使います。それ 

で、ゴールに入ったとたん、もう歩くことも立っていることもできなくてばったり倒れる 

ことがあります。 

＜意味＞ 

 ばったり倒れるというのは、立っていた人が静かにすわるように倒れるのではなく、立

ったままの姿勢で急に前に倒れるようすです。 

 

３．狂牛病（ＢＳＥ）の問題が起きて、焼き肉レストランにはばったりとお客が来なくな 

った。 

＜意味＞ 

 お客がばったりと来なくなるというのは、例えばそれまで毎日 100 人ぐらいお客が来て 

いたレストランが、あるときから急にお客が減って、１日５人ぐらいしか来なくなるとい 

うことです。また、昼のランチタイムだけお客が来て、その後２時ぐらいからお客が全然 

来ないというときも、お客がばったり来なくなると言います。 

 

会話例  

１）［夕食時の家で］  Ａ：母 Ｂ：娘 

Ａ：今日さ、駅前のスーパーに買い物に行ったら、ゆきちゃんのお母さんにばったり会っ

たのよ。 
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Ｂ：へぇ。ゆきちゃんて、今、何してるの？ 

Ａ：会社辞めて、専業主婦してるって。もう二歳の子供がいるらしいよ。 

Ｂ：そうなんだ。あのゆきちゃんがねえ。 

 

２）［レストランで］  Ａ：アルバイトの店員  Ｂ：店長 

Ａ：今何時ですか。 

Ｂ：もうすぐ２時。 

Ａ：そうか。だから、お客さんがばったり来なくなったわけですね。 

Ｂ：ああ、うちはお昼どきと夕方に客がどっと来るからね。今のうち、少し休憩とっても

いいよ。 

Ａ：はい、じゃそうさせていただきます。 

 

 

【52】はっと 

 

用例 

１．悪い夢を見てはっと
┐

目がさめた。 

２．急ブレーキの音がしてはっとした。 

３．車内アナウンスにはっとして飛び降りた。 

 

文例と意味 

１．暗い道を一人で歩いていて、後ろからだれかに追いかけられるというこわい夢を見た。 

走ろうとしても足が全然前に出なくて、ころびそうになったところで、はっと目がさめた。 

＜意味＞ 

 だれかに追いかけられているなどのこわい夢を見ているとき、もうだめだ、と思ったと

ころで突然目がさめることがあります。そんなとき、はっとして目がさめたと言います。 

 

２．家の外で、突然「キキキーッ」という急ブレーキの音と「ドーン」と何かがぶつかる 

音がしたので、はっとして外に飛び出した。 

＜意味＞ 
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 家の中にいるときに、外で車の急ブレーキの音と何かがぶつかるような大きな音を聞い

たら、事故が起きたのではないかと思ってすぐ外に出てみます。そんなとき、はっとして

外に飛び出したと言います。 

 

３．とても疲れていたので、電車の席に座ってうとうとと寝ていたが、車内アナウンスで 

降りる駅の名前を言っていたのではっとして電車を飛び降りた。 

＜意味＞ 

 電車の中で寝てしまって、降りる駅に着いたのに気がつかないと乗り過ごしてしまいま

すが、たいていの場合、降りる駅の名前がアナウンスされると、はっと気がつくことが多

いです。そんなとき、はっとしてあわてて電車を降りることになるので、ちょっと恥ずか

しいです。 

 

会話例  

１）［タクシーの中で］  Ａ：客  Ｂ：タクシーの運転手  

Ａ：雨の日は道もこんでて大変ですね。  

Ｂ：いやあ、こむのはしょうがないんですけど、それより雨の日の夜は道が暗くて見えに

くいから怖いんですよ。道のはしに急に人が見えたりして、はっとすることが多くて

…。  

Ａ：たしかに、急に飛び出されたら、すぐには止まれませんよね。 

 

２）［美容院で］  Ａ：店長 Ｂ：新人の美容師 

Ａ：お客様の髪をカラーリングする前に、色の間違いに僕がはっと気付いたからよかった

けど・・・。 

Ｂ：本当にすみませんでした。 

Ａ：これからは、カラーリング剤と担当美容師のメモをちゃんと見ること。いいね。 

Ｂ：はい。これからちゃんと気をつけます。 

 

 

【53】ぱっと 
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用例 

１．ぱっと
┐

見て決めた。 

２．うわさがぱっと
┐

広まる。 

３．ボーナスをぱっと
┐

使ってしまった。 

４．売り上げがぱっとしない。 

５．ぱっとした服を着る。 

 

文例と意味 

１．海外旅行用のスーツケースを買いにデパートへ行ったら、売り場に一つだけとてもき

れいな色のスーツケースがあったので、ぱっと見てすぐにそれに決めてしまった。 

＜意味＞ 

 スーツケースやかばんを買うとき、ふつうは大きさや形などいろいろあるので、いくつ

か見て比べてから買うことが多いです。でも、一つのものをぱっと見てそれがとても好き

だと思ったら、ほかのものはほとんど見ないですぐにそれに決めて買ってしまうこともあ

ります。そんなとき、ぱっと見て決めたと言います。 

 

２．森さんと、同じ課で働いている林久美子さんが来年結婚するらしいといううわさがぱ

っと広まった。 

＜意味＞ 

 社内の誰かが同じ会社の人と結婚するかもしれないというようなうわさは、とても早く

広まります。朝、誰かがその話をしたら、たぶんその日の夕方までには、社内の人はみん

な知っているというようなことになります。そんなとき、うわさがぱっと広まったと言い

ます。 

 

３．大学を卒業して４月に就職して、６月に初めてのボーナスをもらった。金額は少なか

ったけれど、うれしくて全部ぱっと使ってしまった。 

＜意味＞ 

 ボーナスを初めてもらったときはとてもうれしいです。初めてのボーナスを貯金すると

いう人もいますが、欲しかったものをいろいろ買ったり、友達と食事に行ったりして、ぱ

っと全部使ってしまう人もいます。ボーナスをもらった日とか、その週末までに使ってし
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まったようなとき、ぱっと使ってしまったと言います。 

 

４．今月の店の売り上げがどうもぱっとしない。来月からもう少し商品の置き方を考えた

ほうがいいだろうか。 

＜意味＞ 

 店を経営していると、やはり一番気になるのが店の売り上げ、つまり毎月どのくらい商

品が売れているかということです。先月やその前に比べて、商品が売れなくなっている、

つまり売り上げがぱっとしないときは、商品の置き方を変えるとか値段を少し下げるとか

何か方法を考えないといけません。 

 

５．明日は、中学校のときの同窓会がある。10 年ぶりにみんなに会うから、ちょっとぱっ

とした服を着ていこうと思う。 

＜意味＞ 

 同窓会というのは、同じ学校で勉強した人たちが卒業した後に集まる会です。みんな５

年とか 10 年ぶりに会うことになるので、ふだんとは違うぱっとした服、つまりほかの人

が見て、あ、すてきな服を着てるなと思われるような服を着ていきたいと思うわけです。 

 

会話例 

１）［バーゲン会場で］  Ａ，Ｂ：女性の友人同士 

Ａ：何かいいの、あった？ 

Ｂ：全然。どれもすっごく安いけど、なんかぱっとしないんだよね。 

Ａ：バーゲンなんて、どうせ売れ残った服ばかりだからね。しかたないよ。 

 

２）［男性が多い会社で］ Ａ，Ｂ：３０代の男性社員 

Ａ：今度、新しく経理に入った女の子、かわいいよね。 

Ｂ：うん。それに、職場に女の子がいるっていいよな。それだけで、雰囲気がぱっと明る

くなるし。 

Ａ：そうそう。今まで男だけで、ほんと暗かったもんな。 

 

３）［コンサートのリハーサルで］  Ａ：アイドル Ｂ：スタッフ 



 376 

Ａ：衣装を着替えるタイミングをもう一度確認したいんですが… 

Ｂ：３曲目が終わったところでステージを暗くしますから、その間にぱっと服を脱いで、

うしろにいるダンサーに渡してください。 

Ａ：わかりました。３曲目の終わりですね。 

 

 

【54】はらはら 

 

用例 

１．木の葉がはら
┐

はらと散る。 

２．涙がはら
┐

はらと落ちた。 

３．道で遊んでいる子供を見るとはら
┐

はらする。 

４．サーカスのつなわたりは、はら
┐

はらどきどきの連続だった。  

     

文例と意味 

１．公園の木の葉の色が変わりはらはらと散っていくのを見ると、ちょっとさびしくなる。 

＜意味＞ 

 秋になると、木の葉が赤や黄色に紅葉して自然に少しずつ落ちていきます。また、桜の 

花も咲いて何日かすると、はらはらと散ってしまいます。そのときの葉や花が落ちるよう 

すを、はらはらと散ると言います。 

 

２．悲しい小説を読んでいたら、涙がはらはらと落ちて本がぬれてしまった。 

＜意味＞ 

 涙がはらはらと落ちるというのは、声を出して泣いているというのではなく、一人で本 

を読んでいたり悲しい映画を見たりしたときに、目から涙があふれてきて静かにほおを流 

れていくようすです。 

 

３．家の前の道は１日中車がよく通るのだが、時々子供たちが道でボール遊びをしている 

ので、見ていてはらはらしてしまう。 

＜意味＞ 
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 子供たちが車の通る道で遊んでいるのを見ると、いつ車が来るだろうか、車が来たらあ 

ぶないなあととても心配になります。そういうときの気持ちをはらはらすると言います。 

 

４．サーカスの綱わたりは、男の人が何度もバランスをくずしたので、はらはらどきどき 

の連続だった。 

＜意味＞ 

 サーカスの綱わたりを見ていると、わたっている間にバランスをくずして落ちそうにな 

ることがあるので、見ている観客はいつか落ちるのではないかと、見ているのがこわいと 

いう気持ちがずっと続きます。そんな時、見ていてはらはらどきどきの連続だと言います。 

 

会話例  

１）［学芸会で］  Ａ：母 Ｂ：父 

Ａ：あの子、いつも同じところでせりふを間違えてたけど、今日はちゃんと言えるかしら。 

Ｂ：うん、ちょっと心配だな…。おっ、いよいよあの子のクラスの番だぞ。 

Ａ：あー、はらはらして見ていられないわ。 

 

２）［公園で桜を見ながら］  Ａ：おじいちゃん Ｂ：おばあちゃん 

Ａ：桜ももう終わりだな。 

Ｂ：桜の花びらがはらはらと散るのは本当に風流ですよね。今日は来てよかったですね。 

Ａ：せっかくだから、木の下で記念に写真でも撮るとするか。 

 

 

【55】ばらばら 

 

用例 

１．大粒の雨がばら
┐

ばらと降ってきた。 

２．人がばら
┐

ばらと飛び出してきた。 

３．家族の食事の時間がばらばらだ。  

４．ジグソーパズルをばらばらにする。 

５．ばらばら死体が発見された。 
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文例と意味 

１．空が急に暗くなってきたと思ったら、ビルを出たところで、突然大粒の雨がばらばら 

と降ってきた。 

＜意味＞ 

 雨がばらばらと降ってくるというのは、雨の粒が大きくて、地面や屋根の上に落ちると

きにばらばらと何かをたたくような音がすることです。雨がぱらぱら降る、とも言います

が、それは雨の降り始めのときに、小さな雨の粒が少しだけ落ちてくる感じを表します。 

 

２．給食を食べ終わった子供たちは、昼休みに校庭で遊ぼうと、チャイムが鳴ると同時に 

校庭にばらばらと飛び出してきた。 

＜意味＞ 

 子供たちが校庭にばらばらと飛び出してくる、というのは、数人から十数人の子供たち

が、次々と建物から出てくるようすです。 

 

３．うちの家族は、朝、学校や会社へ行く時間がみんな違うので、朝食の時間がばらばら 

だ。でも夕食は、いつも帰りが遅い父以外、なるべくみんなでそろって食べるようにして 

いる。 

＜意味＞ 

 家族の朝食の時間がばらばらだ、というのは、朝出かける時間がみな違うので、朝起き

る時間、そして朝ごはんを食べる時間もそれぞれ違ってしまうということです。例えば、

父親は 6時半に、中学生の次男が 7時、大学に行っている長男は 8時、そしてみんなが出

かけた後、母親が 8時半ごろ、というように、ばらばらの時間に食べるということです。  

 

４．一度完成させたジグソーパズルをばらばらにして、もう一度始めからやってみる。 

＜意味＞ 

 ジグソーパズルをばらばらにするというのは、一度できあがったものを全部くずして、

一つひとつばらばらのピースにしてしまうことです。ジグソーパズルは、できあがったら

額に入れて絵と同じように壁にかけることもできますが、何回も作ってはばらばらにこわ

し、また作るというようにして遊ぶこともよくあります。 
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５．ハイキング客が、林の中でばらばら死体を発見した。警察で調べたところ、1か月前 

から行方不明になっていた男性のものだということがわかった。 

＜意味＞ 

 ばらばら死体というのは、殺された人の体が、刃物などによって頭、胴体、手足などに

切り離されている死体のことです。殺人犯は、死体が見つからないように、殺した人の体

をばらばらにして、山の中に捨てたりすることがあります。 

 

会話例  

１）［図書館で］ Ａ：図書館の人 Ｂ：アルバイトの学生 

Ａ：じゃ、ここに置いてある本を元の書棚に戻すことから始めてください。 

Ｂ：えーと、ラベルの記号と番号を見て戻せばいいんですね。 

Ａ：そうです。あ、でも、本の種類も大きさもばらばらだから、まず記号別に整理してか

ら書棚に運んでいったほうがいいですよ。 

Ｂ：あ、はい、わかりました。 

  

２）［大学の写真クラブの集まりで］ Ａ：部長  Ｂ，Ｃ，Ｄ：部員 

Ａ：冬休みの合宿、どこにしようか。みんなの意見を聞いて決めたいんだけど。 

Ｂ：私は、沖縄に行ってみたいです。海がきれいそうだし。 

Ｃ：いや、沖縄より北海道だよ。真っ白い雪景色をとらなきゃ。 

Ｄ：ぼくはあまり遠いところに行きたくないな。交通費、かかるし。伊豆あたりはどうだ

ろう。 

Ａ：なんだ、みんな希望がばらばらじゃないか。それじゃ、決めにくいなあ。 

  

３）［保育園で。子供がパズルで遊んでいる］ Ａ：保育士 Ｂ：４歳の子供 

Ａ：あれー、ひろしくん、パズルもうすぐできそうだったのに、どうしてばらばらにしち

ゃったの？  

Ｂ：だって、先生、うまくいかないんだもん。 

Ａ：そうなんだ。じゃ、もう 1回最初からやってみる？ 

Ｂ：うん。ねえ、先生も一緒にやって。 



 380 

Ａ：わかった。よし、やろう。  

 

 

【56】ぴかぴか 

 

用例 

１．くつをぴかぴかにみがく。 

２．ダイアモンドの指輪がぴか
┐

ぴかと光る。 

３．4月からぴかぴかの 1年生だ。 

 

文例と意味 

１．明日は大学時代の友人の結婚式に招待されているので、黒い革ぐつをぴかぴかにみが 

くことにした。 

＜意味＞ 

 革ぐつをぴかぴかにみがくというのは、靴にブラシをかけ、靴専用のクリームをつけて

から、乾いた布で何度も拭いて本当にきれいにすることです。きれいにみがかれた靴は、

ぴかぴかと新品の靴のように光ります。 

 

２．友達が婚約したといって、婚約指輪を見せてくれた。大きなダイアモンドがぴかぴか 

光ってとてもきれいだった。 

＜意味＞ 

 ダイアモンドは、宝石の中でも一番値段が高く、とてもきれいに光ります。そのダイア

モンドが、強くきれいに光るようすをぴかぴか光るといいます。ぴかぴか光るものは、ダ

イアモンドのような宝石のほかに、金属やガラスなどがあります。 

 

３．６歳の息子は来月小学校に入学して、ぴかぴかの 1年生になる。おじいちゃんに買っ 

てもらったランドセルを毎日うれしそうにしょってみている。 

＜意味＞ 

 ぴかぴかの１年生というのは、小学校に入学したばかりで、新しいランドセルをしょっ

て、毎日うれしそうに学校に通っている子供のことです。ランドセルが新しくて革がぴか



 381 

ぴか光っていることと、学校に通えることがうれしくてしかたない子供の姿が光って見え

ることから、ぴかぴかの１年生という表現をするのです。 

 

会話例  

１）［理科室で］  Ａ：先生 Ｂ：生徒 

Ａ：アルミホイルの器に塩と水を入れて、その中に銀のスプーンを入れると・・・。 

Ｂ：わー、ぴかぴかになった。あんなに真っ黒だったのに。 

Ａ：すごいだろう？ 簡単だし、お母さんに教えてあげたら、きっと喜ぶよ。 

 

２）［中古車店で］  Ａ：店員  Ｂ：客 

Ａ：こちらの車はいかがですか。 

Ｂ：これ、本当に中古ですか。かなりきれいですね。 

Ａ：前の持ち主が、買ってすぐに海外に転勤されたんです。このお値段で、ぴかぴかの新

車とほとんど同じですから、かなりお得だと思いますよ。 

 

 

【57】びっくり 

 

用例 

１．急に大きな音がしてびっくり
┐

した。 

２．あの人がどろぼうだったとは、びっくり
┐

だ。 

３．おじいさんから、びっくり箱
┐

をもらった。 

 

文例と意味 

１．日本に初めて来たとき、朝の電車がすごくこんでいたので、びっくりしました。 

＜意味＞ 

 今まで見たことがないものを初めて見たとか、経験したことがないことにであったりし 

てとてもおどろいたとき、びっくりしたと言います。 

 

２．試験の前にあまり勉強しなかった。でも今日、試験を返してもらったら 90 点もとれて 
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いたのでびっくりだ。 

＜意味＞ 

試験で 90 点をとってびっくりだというのは、試験の前にあまり勉強していなかったので、

もっと悪い点をとると思っていたからです。つまり、考えていたことと違うことが起こっ

たとき、びっくりだと言います。 

 

３．小さな子供に、びっくり箱を開けさせないほうがいい。子供は本当にびっくりしてこ 

わがり、泣き出すかもしれない。 

＜意味＞ 

 びっくり箱というのは、ちょっと見るとふつうの箱のように見えるけれど、開けると突 

然、何かが飛び出してきて、開けた人が本当にびっくりするように作られたものです。 

 

会話例  

１）［会社で］Ａ：Ｂ：女子社員 

Ａ：ねえねえ、あの話、聞いた？  

Ｂ：え、何の？ 

Ａ：みちこさんが、木村さんと結婚するって話よ。 

Ｂ：あー、そうそう。私もきのう聞いて、びっくりしちゃった。 

 

２）［電車の中で］Ａ，Ｂ：男子大学生 

Ａ：今日も朝から暑いよなあ。 

Ｂ：このごろ毎日、３５度ぐらいあるらしいぜ。 

Ａ：ほんと、びっくりだよ。もう学校、行きたくなくなるよなあ。 

 

 

【58】ぴったり 

 

用例 

１．くつのサイズがぴったり
┐

合った。 

２．子供が母親にぴったり
┐

とくっついている。 
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３．体にぴったり
┐

した服を着る。 

４．９時ぴったり
┐

に学校に来る。 

５．この仕事は私にぴったり
┐

だ。 

６．これはプレゼントにぴったり
┐

の商品です。 

 

文例と意味  

１．デパートの洋服売り場で、色とデザインがとてもすてきな服を見つけた。着てみたら 

サイズもぴったり合ったので、少し高かったけれど、思い切って買ってしまった。 

＜意味＞ 

 洋服やくつのサイズがぴったり合うというのは、大きすぎず、小さすぎず、サイズが本

当にちょうどいいという意味です。洋服は少し大きくてもだいじょうぶですが、くつの場

合は特に、サイズがぴったり合っていると、歩きやすくて足も疲れません。 

 

２．小学校の入学式の日、母親に連れられて教室に入った男の子は、とても緊張したよう 

すで、母親にぴったりくっついて離れようとしなかった。 

＜意味＞ 

 小さな子供は、人が大勢いるところなどに初めて行くと、不安になったり緊張しりしま

す。そんなとき、子供は母親から離れたくないので、母親の手やスカートをしっかりつか

んでぴったりとくっついています。 

 

３．舞台の上のダンサーたちは、みな体にぴったりした服を着ておどっていた。それで、 

手や足の動きがきれいに見えて、とてもかっこよかった。 

＜意味＞ 

 体にぴったりした服というのは、体の形に合わせて作ってある服です。だから、ぴった 

りした服を着ていると、服を着ていても体の形や動きがよくわかります。 

 

４．山田さんは、みんなと会うとき、いつも約束の時間に遅れてくる。でも、今日は、先 

生もいらっしゃる予定だと言ったら、約束の時間ぴったりに来た。 

 ＜意味＞ 

 約束の時間ぴったりに来る、というのは、例えば５時に会うと約束したとき、５時ごろ、 
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つまり５時の少し前、４時 55 分とか、５時ちょっとすぎではなく、ちょうど５時に来ると 

いうことです。 

 

５．私の友達は、旅行好きでいろいろな外国に行っているし、英語のほかにいくつかの外 

国語もできる。彼女は、大学を卒業したら旅行会社に就職したいと言っているが、それは 

彼女にぴったりの仕事だと思う。 

＜意味＞ 

ある人にぴったりの仕事というのは、その人が好きなことや得意なことができる仕事で、 

また、その人が持っている何か特別な知識や技術が、その仕事に必要だったり、役に立っ

たりすることです。 

 

６．友達が結婚するので、プレゼントを買いにデパートに行った。何をプレゼントしたら 

いいかわからなかったので店員に相談したら、結婚のお祝いにぴったりの商品をいくつか 

アドバイスしてくれた。 

＜意味＞ 

 だれかに何かをプレゼントするとき、何をあげたらいいか、どんなものが喜ばれるかい

ろいろ悩みます。そんなとき店員に、どんな相手に何のプレゼントをするか話して相談す

ると、相手が喜ぶようなとてもいいプレゼントの例、つまりそのプレゼントにぴったりの

ものを教えてくれます。 

 

会話例  

１）［デパートのくつ売り場で］ Ａ：客 Ｂ：店員 

Ａ：あのう、これ、ちょっとゆるいんですけど、もうワンサイズ、小さいのありませんか。 

Ｂ：はい、これですね。今、お調べしてまいりますので、少々お待ちください。・・・ 

  こちらが一つ小さいサイズになりますが。 

Ａ：ああ、いいですね。これならぴったりです。じゃ、これ、ください。 

Ｂ：かしこまりました。 

 

２）［結婚式で］Ａ，Ｂ：大学時代の友人同士   

Ａ：ねえ、みちこさんと彼、本当にすてきなカップルだよね。 
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Ｂ：うん、あの二人、大学 1年のときからほんとに仲がよかったもんなあ。性格も趣味も

考え方もほんとに合ってるみたいだよ、お互いに。 

Ａ：いいわね。あんなふうに、ぴったりの相手と結婚できるなんて・・・。 

 

 

【59】ふと 

 

用例 

１．ふと
┐

後ろを見ると、先生が立っていた。 

２．ふとしたことから知り合った。 

３．忘れていた用事をふと
┐

思い出した。 

 

文例と意味 

１．学校のろうかで、友達とクラスの先生のうわさ話をしていた。ふと後ろを見ると、そ

の先生が立っていたので、本当にびっくりした。 

＜意味＞ 

 ふと後ろを見たというのは、誰かに声をかけられたり、肩をたたかれたりしたというよ

うな理由があって後ろを見たのではなく、何となく急に後ろを見たということです。誰か

のうわさをしていて、ふと後ろを見ると、その人がいるということはよくあることです。 

 

２．大学時代にふとしたことから知り合った大木さんとは、卒業してからもずっといい友

達で、1 年に 1、２回一緒に旅行にも行っている。 

＜意味＞ 

 誰かと知り合いになるというとき、同じクラスだったとか、友達に紹介されて知り合っ

たというような場合と、例えば大学の食堂でたまたまとなりに座ったとか、駅で乗り換え

の電車について聞いて教えてもらった、というようなふとしたきっかけで知り合う場合と

があります。そして、ふとしたことで知り合った人と、その後ずっといい友達でいるとい

うこともあります。 

 

３．今日は、昼休みに郵便局へ行って、外国にいる家族に荷物を送ろうと思っていた。で
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も、午前中とても忙しかったのでそのことをすっかり忘れてしまった。夜帰るときになっ

てふと思い出したが、もう郵便局はしまっていたので荷物は出せなかった。 

＜意味＞ 

 とても忙しいときは、大切な用事をうっかり忘れてしまうこともあります。でも、何か

全然違うほかのことをしているときに、ふとその用事を思い出してあわてるということも

よくあります。この場合の「ふと」は、「ふっと」の形で使うこともあります。 

 

会話例  

１）［占いのコーナーで］  Ａ：占い師 Ｂ：客 

Ａ：今日は何を見てさし上げましょうか。 

Ｂ：あの、恋愛について見てほしいんですが・・・。今は仕事も楽しいし、すぐに恋人が

ほしいわけではないんですが、ふと、将来結婚できるかなあって不安になることがあ

って。 

Ａ：わかりました。では、手を拝見しましょう。 

 

２）［テレビのトーク番組で］  Ａ：司会 Ｂ：ゲストの俳優 

Ａ：最近ご結婚なさったそうですね。奥様との出会いをお聞きしてもよろしいですか。 

Ｂ：まぁ、ふとしたことがきっかけなんですが。 

Ａ：ふとしたこととおっしゃいますと？ 

Ｂ：引越ししようと思って、マンションを探しに不動産屋に行ったら、そこで彼女が働い

ていたんです。 

Ａ：そうだったんですか。 

 

 

【60】ふらふら 

 

用例 

１．寝不足でふら
┐

ふらする。 

２．酔っ払いがふら
┐

ふら歩いている。 

３．ビデオで撮った画面がふら
┐

ふら揺れる。  
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４．悪い友達にふら
┐

ふらとついていく。 

５．ふらふら
┐

と遊び歩いている。 

６．お腹がすいてもうふらふらだ。 

 

文例と意味 

１．昨日、韓国のドラマを何本かまとめてビデオショップで借りてきた。夜になって全部 

見たら、寝たのが朝５時になってしまった。今日は寝不足でふらふらしながら、学校へ行 

った。 

＜意味＞ 

ふらふらするというのは、体の調子が悪いときなどに、まっすぐ立っていることが難し

く感じられるようすです。例えば、前の日に２時間とか３時間しか寝ていないと、朝起き

たときふらふらします。寝不足以外にも、乗り物酔いで気分が悪いとき、病気で長く寝て

いて起き上がったとき、お酒を飲んで酔っ払ったとき、お腹がとてもすいたときなどにも

ふらふらします。 

 

２．夜１１時をすぎると、駅のホームには、たいてい何人か酔っ払った人がいる。ときど

き酔っ払って、ホームのはしのほうをふらふら歩いているので、とてもあぶないと思う。 

＜意味＞ 

お酒をたくさん飲むと、足元がふらふらして、まっすぐ歩けなくなることがあります。

夜遅く駅のホームなどで、右のほうへふらふら、左のほうへふらふら歩いている人は、お

酒を飲みすぎて酔っ払っていることが多いです。 

 

３．ヨーロッパを旅行したとき、ビデオカメラで美しい街の景色や教会をたくさん撮って 

きた。帰ってきてさっそくテレビに映してみたら、ビデオの画面がふらふら揺れていてと 

ても見にくかった。 

＜意味＞ 

ビデオカメラで撮った画面がふらふら揺れるというのは、何かを写すとき、カメラを持

っている手が動いてしまうために、写した画面も左右、上下に揺れるように少しずつ動い

てしまうということです。ふらふら揺れる画面はとても見にくいし、長く見ているとなん

だか気分が悪くなるような感じがすることもあります。 
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４．息子が、学校をさぼってゲームセンターで遊んでいた、と学校の先生から連絡があっ 

た。帰ってきた息子に聞くと、悪い友達に誘われて、ついふらふらとついていってしまっ 

たのだそうだ。 

＜意味＞ 

悪い友達に誘われてふらふらとついていったというのは、自分ではそれが悪いことかも

しれないとわかっていても、友達に強く言われて断れなかったとか、やっぱり自分も友達

と同じように遊びたいという気持ちがあって、よく考えないでついていったということで

す。このほかに、迷っているときやどうしたらいいかわからず決められないときも、気持

ちがふらふらすると言います。 

 

５．大学生の息子は、夏休みになってから毎日ふらふらと遊び歩いている。アルバイトも 

していないし、家の手伝いもしない。もちろん勉強などしているわけもない。本当に困っ 

たものだ。  

＜意味＞ 

ふらふらと遊び歩くというのは、特にどこか決まったところへ行くのではなく、毎日い

ろいろな所へ行っては、友達と会ってしゃべったり、映画を見たり、ちょっと買い物をし

たりというように、自分の好き勝手に遊んで時間をすごしているということです。 

 

６．会社の昼休みに食堂へ行こうと思ったら、急な仕事を頼まれて昼ごはんを食べに行く 

時間がなかった。その日は、朝ごはんも食べていなかったので、夕方５時ごろになったら、 

お腹が本当にすいてきて、もうふらふらだった。 

＜意味＞ 

お腹がすいてもうふらふらだ、というのは、朝から夜まで何も食べていないというよう

なとき、体の力が全部なくなってしまったような感じで、立っていてもふらふらと倒れて

しまいそうになることです。 

 

会話例  

１）［バスの中で］ Ａ，Ｂ：女子大学生 

Ａ：どうしたの？ なんか、元気ないみたいだけど。 
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Ｂ：わたし、今朝から何にも食べてないんだ。もうふらふらだよ。 

Ａ：えーっ！朝からって、もう６時だよ。大丈夫？ 

 

２）［家族に、旅行で撮ったビデオを見せている］ Ａ：大学生 Ｂ：Ａの兄 

Ａ：えっと、ここが有名なスペイン広場。人がいっぱいで大変だったよ。 

Ｂ：ふーん。でも、お前、なんか画面がふらふらしてるぞ。歩きながら撮ったんじゃない

か？ 

Ａ：あ、そうかもしれない。 

Ｂ：だめだなあ。撮ってるときは気づかないかもしれないけど、こんなふらふらする画面

じゃ見にくいだろ。ちゃんとカメラを固定して撮らなきゃ。 

 

３）［予備校の相談室で］ Ａ：教師  Ｂ：受験生 

Ａ：田中くん、このごろ成績が落ちてきたみたいだけど、どうしたの？ 

Ｂ：先生、ぼく、Ｔ大学を受験するのやめようかと思って…。今の成績じゃ絶対無理だろ

うし、でも、ほかの大学で行きたいところもないし…。 

Ａ：そんなふらふら迷ってちゃだめじゃない？ Ｔ大学行きたいって決めたんだから、あ

きらめないでがんばりなさい。 

Ｂ：はい。 

 

４）［遊園地で、ジェットコースターから降りてきたところ］ Ａ，Ｂ：女子中学生 

Ａ：あー、こわかった。もう途中でだめかと思った。 

Ｂ：わたし、なんか気分が悪い…。 

Ａ：えー？あ、ほんとに。顔が真っ青だよ。大丈夫？ 

Ｂ：いや、だめかも。なんかふらふらして、まっすぐ歩けない。 

Ａ：ちょっと、そこのベンチにすわろう。 

 

 

【61】ぶらぶら 

 

用例 
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１．電気のひもがぶら
┐

ぶら揺れる。 

２．小さな子供が足をぶら
┐

ぶらさせている。 

３．街をぶら
┐

ぶらと歩く。 

４．息子は仕事もしないでぶら
┐

ぶらしている。 

 

文例と意味 

１．地震がきて、天井から下がっている電気のひもがぶらぶら揺れた。 

＜意味＞ 

 地震がきて部屋が揺れると、天井から下がっているもの、例えばシャンデリアや電気の 

ひもなどが前後または左右にぶらぶらと揺れます。 

 

２．ホールの座席に座った小さな子供たちは、足をぶらぶらさせながら、人形劇が始まる 

のを待っていた。 

＜意味＞ 

小さな子供が劇場などの椅子に座ると、足は椅子の下の床に着きません。それで足を前

後にぶらぶらと動かします。 

 

３．友人とパリを旅行した。夕方ホテルに着いて、食事の時間まで１時間ほどあったので、 

パリで一番にぎやかなシャンゼリゼ通りをぶらぶらと歩いた。 

＜意味＞ 

 町や通りをぶらぶらと歩くというのは、旅行などで自由な時間があるとき、ウィンド

ウ・ショッピングをしたり、お土産物の店にちょっと入ったりしながら通りを歩いていく

ことです。ぶらぶら歩くのは、特に何か買いたいものや目的がないときが多いです。 

 

４．今年大学を卒業した息子は、仕事が見つからないので、家でぶらぶらしている。親と 

しては、早く就職先を見つけて働き始めてほしい。 

＜意味＞ 

 仕事もしないでぶらぶらしているというのは、高校や大学を卒業しても就職しないで、

家で特に何もしないでいることです。成人した息子や娘が仕事をしないで家にいると、両

親は心配ですし、早くほかの人と同じように仕事を始めてほしいと思います。 
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会話例 

１）［外国の街のホテルに着いたところ］ Ａ，Ｂ：友人同士（女性） 

Ａ：さて、これからどうする？ 今５時だから、まだ夕食には早いよねえ。  

Ｂ：そうね。とにかく外に出て街をぶらぶら歩いてみない？私、ウィンドウ・ショッピン 

グ、大好きなんだ。それでもし素敵なレストランとかあったら、入ってもいいし。 

Ａ：そうだね、そうしよう。まだ外も明るいしね。 

 

２）［電車の中で］ Ａ：母親 Ｂ：３歳ぐらいの子供   

Ａ：ちゃんと座ってなさい。 

Ｂ：なにー？ 

Ａ：そうやって足をぶらぶらさせると、となりの人にぶつかって迷惑ですよ。 

Ｂ：だって、足、下につかないんだもん。 

Ａ：しかたないでしょ。じっとしてなさい。 

 

３）［家の玄関で］ Ａ：女子高校生 Ｂ：父親  

Ａ：ただいま。 

Ｂ：お帰り。今、何時だと思ってるんだ。遅くなるときは連絡しなきゃだめじゃないか。 

Ａ：あ、今日、ちょっとバイトのあと、公園で友達としゃべってたんだ。 

Ｂ：なんだ。高校生が、夜ぶらぶらしてるなんてよくないぞ。もっと早く帰ってこいよ。 

Ａ：はいはい。 

    

 

【62】ぶるぶる 

 

用例 

１．こわくて足がぶる
┐

ぶるする。  

２．寒くてぶる
┐

ぶるふるえた。 

３．犬がぶるぶるっと体をふるわせた。 
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文例と意味 

１．高い塔の一番上から下を見たら、人や車が本当に小さく見えたので、こわくて手足が 

ぶるぶるしてきた。 

＜意味＞ 

 高いところから下をのぞいて見ると、落ちることはないと思っても、やっぱりこわいも

のです。そんなとき、体がこまかくふるえてしまうことを手足がぶるぶるすると言います。 

 

２．雪が降っている日に、バス停で長い時間バスを待っていたら、すごく寒くなってきて 

ぶるぶるふるえてしまった。 

＜意味＞ 

 とても寒い日に、外で長い時間立っていたら、体が冷えて本当に寒くなり、じっとして

いられなくて体が自然にふるえてしまいます。そんなとき、寒くて体がぶるぶるふるえる

と言います。 

 

３．夏に家族で海に行ったとき、犬も海岸に連れて行った。犬は泳いだあと海からあがっ 

てきて、体を何度もぶるぶるっとふるわせた。 

＜意味＞ 

 たいていの犬は上手に泳ぐことができますが、泳いだあと、自分でぬれた体を拭くこと

ができないので、体についた水をふりはらうために、ぬれた体を何度もぶるぶるっとふる

わせます。 

 

会話例  

１）［家から 119 番に電話している］  Ａ：母親 Ｂ：119 番のオペレーター 

Ｂ：はい、こちら 119 番です。どうされましたか。 

Ａ：助けてください。息子が、息子の様子がおかしいんです。 

Ｂ：お母さん、落ち着いて。まず、息子さんの様子を教えてください。意識はありますか。 

Ａ：ないんです。急に倒れて、ぶるぶるふるえてるんです。早く来てください。お願いし

ます！ 

 

２）［恋人の両親に会いに行く前］  Ａ：若い男性  Ｂ：Ａの恋人 
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Ａ：はー、緊張する。お父さんに、「お前とうちの娘は結婚させない」なんて言われたら、

どうしよう。 

Ｂ：大丈夫、大丈夫。昨日電話で話した時は、あなたに会うのが楽しみだって言ってたし。 

Ａ：本当かなあ…。だめだ、緊張して手足がぶるぶるするよ。 

 

 

【63】ぺこぺこ 

 

用例 

１．お腹がすいてぺこぺこだ。 

２．電話をかけながら、ぺこ
┐

ぺこ頭を下げる。 

３．社長の前ではぺこ
┐

ぺこする。  

４．アルミの皿がぺこ
┐

ぺこする。  

 

文例と意味 

１．今日は朝ねぼうして何も食べずに家を出たし、昼休みも忙しくて食べる時間がなかっ 

た。だから、もうお腹がぺこぺこだ。 

＜意味＞ 

 朝ごはんも昼ごはんも食べないで３時ごろになってしまったら、お腹がとてもすいて、

何でもいいから早く何か食べたいという気持ちになります。そんなとき、お腹がぺこぺこ

だと言います。 

 

２．駅の前で電話をかけながら、ぺこぺこ頭を下げている人がいた。近くを通っている人 

が、それを見てくすくす笑っていた。 

＜意味＞ 

 ぺこぺこ頭を下げるというのは、あいさつするときのように一度だけ頭を下げるのでな

く、何度も頭を下げることです。電話で話しているとき、相手が目の前にいないのに、ま

るで相手が目の前にいておじぎしているように、何度もぺこぺこ頭を下げる人がいます。 

 

３．課長はいつも社員にはとてもいばっているが、社長の前ではぺこぺこしている。 
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＜意味＞ 

 課長が社長の前でぺこぺこするというのは、いつも社員の前ではいばっていても、社長

に対しては、何度もぺこぺこ頭を下げて、社長にいい態度を見せようとする様子です。 

 

４．川の近くのキャンプ場で作ったカレーライスを、アルミの皿によそった。食べるとき、 

アルミの皿を手に持ったら、皿がぺこぺこしてカレーがこぼれそうになった。 

＜意味＞ 

 アルミの皿がぺこぺこするというのは、皿がとてもうすいアルミでできているため、少

し重いものを入れると、その重みで皿の形がくずれて中身がこぼれそうになることです。 

 

会話例  

１）［高校の教室で］ Ａ：男子生徒  Ｂ：同じクラスの女子生徒 

Ａ：あー、おなかすいた。もうぺこぺこだよ。 

Ｂ：えーっ？まだ１０時なのに？ 

Ａ：うん、今日朝ごはん食べる時間なくてさ、何も食べないで来ちゃったから。  

Ｂ：それじゃ、おなかすくよね。なんか、飲んだら？ 

 

２）［昼休み。会社の食堂で］Ａ，Ｂ：女子社員 

Ａ：課長ってさ、私たちにはすごくいばってるけど、部長が来ると急にぺこぺこし始める

よね。 

Ｂ：そうそう。部長、こわいもんね。でも、その部長も奥さんの前ではぺこぺこしてたり

して・・・。  

Ａ：ふふふ、そうかもね。 

 

 

【64】ぺらぺら 

 

用例   

１．外国語がぺらぺらだ。 

２．ぺら
┐

ぺらよくしゃべる。 
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３．ページをぺら
┐

ぺらとめくる。 

４．ぺらぺらの紙に書く。 

 

文例と意味   

１．林さんは、子供のときに 10 年間イギリスに住んでいたので、英語がぺらぺらです。 

＜意味＞ 

例えば英語がとても上手に、アメリカ人やイギリス人と同じようにかなりの速さで、自

由に話せるとき、英語がぺらぺらだと言います。中国語がぺらぺらの人（ぺらぺらな人）、

日本語がぺらぺらになりたい、のようにも使います。 

 

２．女子高校生たちが３人、電車に乗ってきた。彼女たちは乗ってから降りるまで 30 分ぐ 

らい、ずっとぺらぺらおしゃべりし続けていた。よくあんなに話すことがあるなあ、とお 

どろいてしまった。 

＜意味＞ 

長い時間、途中で止まらずにずっと話し続けるようすを、ぺらぺら話すと言います。ぺ

らぺら話していることは、あまり大切ではないことが多いです。また、秘密など、ほかの

人に言ってはいけないことをつい話してしまったときなどは、「秘密をぺらぺらしゃべっ

てしまった」と言います。 

 

３．子供のころよく、家に置いてあった大きな百科辞典を見るのが好きだった。あるとき、 

ページをぺらぺらとめくっていたら、中から古い写真が出てきた。 

＜意味＞ 

本などのページをぺらぺらめくるというときは、どこか特別のページを開いて読むとか、

第１ページ目からゆっくり読んでいくとかいうのではありません。本のどこか好きなとこ

ろを何ページか続けてぺらぺらめくって見ていくときは、本の内容はあまりちゃんと読ん

でいないことが多いです。 

  

４．外国に手紙を送るときは、びんせんや封筒が厚い紙だと重くて料金も高くなるので、 

ぺらぺらのびんせんや封筒を使う人が多い。 

＜意味？＞ 
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手紙を書くときのびんせん、そしてそれを入れる封筒がぺらぺらだというのは、びんせ 

んや封筒の材料である紙がとてもうすくて軽いことを言います。紙のほかに、シャツやス

カートなど、洋服やその生地がとてもうすいときもぺらぺらだと言いますし、肉が本当に

うすく切ってあって、手に持つと向こうが見えそうなぐらいうすいときも、ぺらぺらの肉

は味がしない、と言ったりします。 

 

会話例   

１）[高校の教室で] Ａ：男子生徒 Ｂ：女子生徒 

Ａ：みちこさん、Ｋ大学の英語科に合格したらしいよ。 

Ｂ：そう、すごいね。彼女、中学から高校 1年まで留学してたからね。英語もぺらぺらだ

し、それに頭もいいのよ。 

Ａ： そうそう。いいよね。 

 

２）［家でテレビを見ながら］Ａ：妻 Ｂ：夫 

Ａ：あのタレント、最近よくテレビに出てるんじゃない？ 

Ｂ：そうだね。でも、よくあんなに一人でぺらぺらしゃべり続けられるよな。 

Ａ：ほんと。あれじゃ、ほかの人が何も言えなくなっちゃうわね。 

 

３）［大学のサークルで］Ａ：男子大学生 Ｂ：女子大学生 

Ａ：この間、はじめてパソコンで名刺作ったんだ。 

Ｂ：どれ、見せて。わあ、これ、紙がぺらぺらじゃない。 

Ａ：やっぱり？ だめかなあ。 

Ｂ：そうね。名刺に使う紙はもう少し厚いほうがいいよ。ぺらぺらだと、人間まで軽いっ

て思われちゃうかもよ。 

 

 

【65】ぼうっと 

 

用例 

１．頭がぼうっとしてきた。  
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２．ぼうっとテレビを見ていた。 

３．遠くの島がぼうっとかすんで見える。 

４．火をつけたらぼうっと
┐

燃えた。 

５．船がぼうっと
┐

汽笛を鳴らした。 

 

文例と意味 

１．風邪を引いたので、薬局で薬を買ってきて飲んだら、頭がぼうっとして眠くなってき

た。 

＜意味＞ 

 風邪をひくと、頭や腰、手足が痛くなったり、鼻水やせきが出たりします。風邪薬にはそ

ういう痛みや鼻水などを止めたりする働きがありますが、飲んだあと眠くなって頭がはっ

きりしない感じになることもよくあります。つまり、何かを考えようとしても頭が働かな

くてぼうっとしてしまうので、風邪薬を飲んだときは、運転やあぶない仕事はしてはいけ

ないと言われるのです。 

 

２．夜 12 時まで残業して家に帰った。そのままソファに寝ころがって、ぼうっと深夜の

テレビ番組を見ているうちに寝てしまった。 

＜意味＞ 

 とても疲れているとき、テレビをつけていても、実際はその内容をちゃんと見ていなく

て、ただぼうっとテレビの画面をながめていることがあります。ぼうっと見ているだけな

ので、次の日にその番組の内容を聞かれても全然覚えていないということになります。 

 

３．雨の日に海岸に行ったら、遠くに島のようなものがぼうっと見えた。 

＜意味＞ 

 雨が降っているときは、陸の上でもいろいろなものがよく見えませんが、特に海の上の

船や遠くの島などはぼうっとかすんでしまい、はっきり見えません。だから、島が見える

と思っても、それが本当に島なのかどうかはっきりわからないこともあります。 

 

４．バーベキューをするために火をおこそうと思い、始めに古い新聞紙をまとめてマッチ

で火をつけたらぼうっと燃えたのでびっくりした。 
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＜意味＞ 

 バーベキューをするとき、たき木にはすぐに火がつかないので、まず新聞紙のような燃

えやすいものに火をつけてそれから木が燃えるようにします。新聞紙はとても燃えやすい

ので、マッチで火をつけると、すぐにぼうっと燃えます。 

 

５．大きな船が、ぼうっと汽笛を鳴らして港を出て行った。 

＜意味＞ 

 船が港を出るとき、ぼうっという大きな音が聞こえますが、それが汽笛の音です。汽笛

は港を出るときだけでなく、近くにほかの船が近付いたとき、ぶつからないように注意し

てもらうためにぼうっと鳴らすこともあります。 

 

会話例  

１）［アイドル歌手とのサイン会を終えて］  Ａ，Ｂ：アイドル歌手のファン 

Ａ：本物はやっぱりかっこよかったね。 

Ｂ：私、何か話そうと思ったけど、目の前に来たらついぼうっと見ちゃって何も言えなか

った。 

Ａ：その気持ち、わかるよ。 

 

２）［都庁の展望フロアで］  Ａ：観光客（男性） Ｂ：観光客（女性） 

Ａ：富士山、どこだろう。 

Ｂ：本当はこっちのほうに見えるらしいんだけど。今日は天気が悪いからね。 

Ａ：あれ、あそこにぼうっと見えるの、あれが富士山じゃないか？ 

Ｂ：ああ、そうかもね。天気が良ければもっとはっきり見えるんだろうけど、残念ね。 

 

３）［オフィスで］ Ａ：上司 Ｂ：部下 

Ａ：おはよう。どうした？ 何か、朝から顔色が悪いぞ。 

Ｂ：おはようございます。実は、ゆうべ徹夜でサッカー見てしまって…。 

Ａ：それで、ぼうっとしているのか・・・。サッカー見たい気持ちもわかるが、それで仕

事ができないようじゃ困るぞ。 

Ｂ：はい、すみません。 



 399 

 

 

【66】ほっと 

 

用例 

１．試験に合格してほっとした。 

２．手術が無事に終わってほっと安心した。 

３．頂上に着いてほっと一息つく。 

 

文例と意味 

１．中学３年の息子が、近くの県立高校の入学試験を受けた。合格発表の日、もし落ちて

いたらどうしようととても心配だったが、合格していてほっとした。 

＜意味＞ 

 ほっとするというのは、とても安心するということです。子供が高校や大学を受験する

とき、本人はもちろんですが、親も試験の結果が本当に心配です。特に高校受験は、大学

受験と違って浪人する（次の年にまた受験し直すためにもう 1 年勉強する）ことができな

いので、どこかに合格しないと大変です。ですから、高校の入学試験に合格したときは、

本当にほっとします。 

 

２．80 歳になる父が大きな手術をしたが、無事に終わったのでほっと安心した。 

＜意味＞ 

 若い人でも手術を受けることは大変なことですが、特にお年寄りが大きな手術を受ける 

ことになったら、家族はとても心配になります。ですから手術が無事に終わったときは、

ほっと安心します。 

 

３．初めて 3000 メートル級の高い山に登った。最後は息も苦しくなって大変だったが、頂

上に着いてほっと一息ついたときは、とても気持ちが良かった。 

＜もっとくわしく＞ 

 初めて高い山に登るときは、上のほうに登っていくと息もだんだん苦しくなってきてと

てもつらいです。それで、頂上に着いてほっと一息つくというのは、やっと登ったという
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安心感とうれしさから、大きく息をはいてリラックスするようすを言います。 

 

会話例  

１）［町内会の大そうじの日］  Ａ：町会長  Ｂ：Ｃ：参加者 

Ａ：皆さん、今日はご苦労さまです。この辺で少し休みましょう。あちらに冷たいジュー

スが用意してありますので、どうぞ召し上がってください。 

Ｂ：ふー。ここは風も通るし、涼しくてほっとしますね。 

Ｃ：本当ですね。のどもかわいたし、せっかくですから、ジュースを頂きましょうか。 

Ｂ：そうですね。 

 

２）［ドライブを終え、レンタカー会社に車を返しに来たところ］ Ａ：若い女性 Ｂ：Ａ

の友人の若い男性 

Ａ：無事に車を返すことができて、ほっとしたね。 

Ｂ：うん、ぼくもしばらく運転してなかったから、ちょっと心配だったけど、事故にもあ

わなかったし、ほんと良かった。 

Ａ：そうね。今回のドライブ、すごく楽しかったから、次はもうちょっと遠くまでドライ

ブしたいな。 

 

 

【67】ぼんやり 

 

用例 

１．ぼんやり
┐

と外を見る。 

２．授業中にぼんやり
┐

している。 

３．彼はぼんやり
┐

した人だ。 

４．遠くの山がぼんやり
┐

と見える。 

５．昔のことをぼんやり
┐

と覚えている。 

 

文例と意味 

１．長距離列車に乗って、何もすることがなく、話し相手もいないので、ぼんやりと外を 
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見ていた。でも、いつまでも同じような景色が続いたので、だんだん眠くなってきた。 

＜意味＞ 

 列車に乗っているとき、ぼんやりと外を見るというのは、特に見たい景色やめずらしい

ものがあるわけではないが、ほかに特にすることもないので、何も考えないで外を見てい

ることです。ぼんやり見ているときは、何か見ているようで、実は何も見ていないという

ことが多いです。 

 

２．高校生のとき、授業中にぼんやりしていて、よく先生に怒られた。 

＜意味＞ 

 授業中にぼんやりしているというときは、先生の話も聞いていないし、教科書やノート

も見ていません。つまり、授業をちゃんと受けずにほかの事を考えていたり、または何も

考えていないというような場合です。授業中にぼんやりしている生徒がいたら、先生はち

ゃんと話を聞くように、注意します。 

 

３．田中くんは本当にぼんやりした人だ。電話で大切な伝言を聞いても、メモをとらない 

からすぐ忘れてしまうし、買い物を頼むと、頼んだものと違うものを買ってきたりする。 

だからまわりの人は本当に困っている。 

＜意味＞ 

 ぼんやりした人というのは、たぶん注意力が足りないために、ほかの人に言われたこと

をすぐ忘れたり、頼まれたことと違うことをやってしまったりする人です。そういう人が

同じ職場にいると、上司やまわりの社員はとても困ります。 

 

４．山の中は霧が出ていたので、バスの窓から遠くの山がぼんやりと見えた。 

＜意味＞ 

 山がぼんやりと見えるというのは、霧がかかっているときや細かい雨が降っているとき

など、そこに山があるということはわかるけれど、山の形がはっきりと見えないというこ

とです。 

 

５．小学校 1年生のときに通っていた小学校の校舎や、担任の先生、クラスの友達のこと 

を、ぼんやりと覚えている。 
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＜意味＞ 

 子供のときの学校、先生や友達のことをぼんやりと覚えているというのは、夢の中で見

たことのように、校舎がどんなだったか、先生や友達とどんなことをしたか、など細かい

ことははっきり覚えていないけれど、全体の印象として何となく覚えているということで

す。 

 

会話例  

１）［高校の授業で］ Ａ：先生 Ｂ：女子生徒 

Ａ：山口さん、さっきからずっと、何、ぼんやりしてるんですか？ 

Ｂ：あ、あの、ちょっと考え事してました。 

Ａ：だめでしょう、ちゃんと聞いてないと。ここ、大事なところですからね。 

Ｂ：はい。すみません。 

 

２）［旅館の部屋で］ Ａ：お客  Ｂ：旅館の人 

Ａ：あの遠くにぼんやりと見えるのが、八ヶ岳ですか。 

Ｂ：ええ、今日はお天気が悪くてあまり見えませんけど、晴れた日には、はっきりと見え

るんですよ。とてもきれいですよ。  

Ａ：そうですか。明日、晴れるといいんですけどね。 

 

３）［中学校の同窓会で］ Ａ：女子大生  Ｂ：中学で同じクラスだった男子大学生 

Ａ：ねえ、中学校のとき、となりのクラスにいた高木さん、覚えてる？ 

Ｂ：えっ？ 高木さん？ どんな子だったっけ？ 

Ａ：テニス部に入ってて、髪が長くてさ、うちの近所に住んでた子だよ。 

Ｂ：ああ、ぼんやりとしか覚えてないなあ。彼女がどうかしたの？ 

Ａ：彼女ね、この間、駅でばったり会ったんだけど、結婚してもう子供がいるんだって。 

Ｂ：へえー、そうなんだ。  

 

 

【68】めちゃくちゃ 
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用例 

１．Ｂ君の作文はめちゃくちゃだ。 

２．地震で家がめちゃくちゃにこわれた。 

３．あの店はめちゃくちゃな値段をつけている。 

４．Ｔ大学に合格してめちゃくちゃうれしい。 

    

文例と意味 

１．Ｂ君の書いた作文は、何が言いたいのか何度読んでもさっぱりわからない。漢字やひ 

らがな、それに原稿用紙の書き方も間違っているし、本当にめちゃくちゃだ。 

＜意味＞ 

 誰かが書いた作文がめちゃくちゃだというときは、まず書いてある内容が全然わからな

いとか、漢字やひらがなもたくさん間違っているとか、原稿用紙の使い方の決まりも守っ

ていないなど、とにかくひどい作文だということです。 

 

２．大地震が来て、村にある古い木造の家は、ほんとんどがめちゃくちゃにこわれてしま 

った。 

＜意味＞ 

 家がめちゃくちゃにこわれた、というのは家の元の形がまったくわからないほどひどく

こわれたということです。例えば２階建ての家だったら、２階の部分は全部下に落ちてし

まい、屋根や柱もすべてばらばらになっているような状態です。そんなときは、中にあっ

た大きな家具なども、こわれて元の形がわからなくなっていることが多いです。 

 

３．駅の近くに輸入品を売る新しい店ができた。早速行ってみたが、どの品にもめちゃく 

ちゃな値段をつけているので驚いた。 

＜意味＞ 

 めちゃくちゃな値段というのは、ほかの店で売っている同じような品と、ものすごく違

う値段です。例えば、ほかの店で 2,000 円で売っているようなＴシャツを 10,000 円で売っ

ていたら、めちゃくちゃな値段をつけているということになります。めちゃくちゃな値段

というときは、非常に安いという場合もありますが、たいていは信じられないほど高いと

いうときに言います。 
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４．去年大学受験に失敗して、1年間予備校に通い必死に勉強した結果、今年は一番行き 

たかったＴ大学に合格したので、めちゃくちゃうれしかった。 

＜意味＞ 

 めちゃくちゃうれしいというのは、言葉ではうまく言い表せないほどうれしい、思わず

飛び上がりたくなるほどうれしいということです。例えば、1 年間苦しい思いで受験勉強

をして、無事希望の大学に合格したというようなときは、めちゃくちゃうれしいと言いま

す。 

 

会話例  

１）［駐車場で］ Ａ：女子大学生 Ｂ：男子大学生 

Ａ：ね、あの赤い車、見て。めちゃくちゃかっこよくない？ 

Ｂ：ほんとだ、あれ、たしかイタリアの車だよね。 

Ａ：いいなあ、わたし、一度でいいからあんな車に乗ってみたい。 

Ｂ：ふーん。それなら、ああいう車乗ってるようなお金持ちの彼氏、見つければ？ 

 

２）［コンビニで］Ａ，Ｂ：アルバイトの店員（若い男性） 

Ａ：おい、店長がさ、今晩中に全員で、新しい商品の入れ替え全部やれだって。 

Ｂ：えーっ？何、それ。そんなめちゃくちゃなこと言われても、できるわけないよな。  

Ａ：ほんと、今まで 3日ぐらいかけてやってたんだぜ。 

Ｂ：おれ、明日試験だし、今日は早く帰らせてもらおうと思ってたのに・・・。 

 

 

【69】ゆっくり 

 

用例 

１．もっとゆっくり
┐

話してください。 

２．川の水がゆっくり
┐

流れている。 

３．ゆっくり
┐

したペースで走る。 

４．どうぞゆっくり
┐

していってください。 
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５．後ろの座席は３人がゆっくり
┐

座れる。 

 

文例と意味 

１．日本語がまだあまり上手ではないので、先生がゆっくり話せばわかりますが、速く話

すとよくわかりません。 

＜意味＞ 

 外国語を習い始めたばかりの時は、相手が一つひとつの言葉をゆっくり話せば何とか分

かりますが、少し速く話すと全然聞き取れません。でも、外国語もだんだん上手になって

くれば、少し速く話しても聞き取れるようになります。 

 

２．山の上のほうでは速く流れていた川も、海に近いほうではとてもゆっくり流れる。 

＜意味＞ 

 山の上のほうでは、川の幅が細く流れもとても速いですが、山をどんどん下って海に近

づくと、川の幅もずっと広くなり、流れもとてもゆっくりになります。 

 

３．今日行われる市民マラソンは、だれでも参加できるし何かのレースではないので、み

んなゆっくりしたペースで走っている。 

＜意味＞ 

 オリンピックなどで行われるマラソンは、レースなので、みんなができるだけ速く走ろ

うとしますが、市民マラソンは、最後まで走ることが目的で競争ではないので、みんな自

分の好きなペースでゆっくり走ることが多いです。 

 

４．会社の上司の家を訪問したとき、夕方になったので帰ろうとしたら、奥さんに「どう

ぞもっとゆっくりしていってください」と言われた。 

＜意味＞ 

 会社の部下や友達が休みの日などに家に遊びに来て、夕方になったのでもうそろそろ帰

りますと言ったら、たいていの場合、まだ帰らないでもう少しいてくださいという意味で、

「ゆっくりしていってください」と言います。 

 

５．子供が大きくなったので、少し大きいワゴンタイプの車に買い換えた。今までの車に
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比べて、後ろの座席は大人でも３人ゆっくり座れるぐらい広くてとても良かった。 

＜意味＞ 

 普通の乗用車は、前に２人、後ろに３人座れることになっていますが、小さめの乗用車

の場合、後ろの席に大人が３人座るとちょっと狭いことがあります。でも、ワゴンタイプ

の大きい車なら、後ろの席に大人が３人乗っても、となりの人と肩や腕がぶつかることも

なく、ゆっくり座ることができるので狭く感じません。同じ意味で、ゆったり座れるとい

う言い方もあります。 

 

 

会話例  

１）［家の居間で］ Ａ：客（男性） Ｂ：家の主人  Ｃ：Ｂの妻 

Ａ：あれ、もうこんな時間だ。そろそろ失礼しなくては…。 

Ｂ：いやあ、まだ早いからもっとゆっくりしていってくださいよ。 

Ｃ：そうですよ。せっかく来てくださったんですから、夕食でも召し上がっていってくだ

さい。 

Ａ：ありがとうございます。でも、遅くなってしまいますから、今日はこれで。 

Ｃ：そうですか。せっかく来ていただいたのに何のおかまいもできなくて、すみませんで

したねえ･･･。 

Ａ：いえ、とんでもない。こちらこそ突然おじゃまして失礼しました。 

 

２）［自動車学校で］Ａ：教官（男性） Ｂ：生徒（若い女性） 

Ａ：じゃ、今日はＳ字カーブに入りますよ。その先を左に曲がって。 

Ｂ：はい。  

Ａ：あ、だめだめ。もっとスピード落として、ゆっくりいかないと。縁石にタイヤがぶつ

かっちゃいますよ。 

Ｂ：はい、すみません。 

 

３）［旅行会社のカウンターで］ Ａ：旅行会社の社員 Ｂ：客（３０代女性） 

Ａ：こちらのプランですと、ホテルもワンランク上ですし、海が見えるお部屋をご用意さ

せていただけますが。 
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Ｂ：そう、でも値段が２万円も高くなるんですよね。それもちょっと困るかなあ。やっぱ

りもう少しゆっくり考えてから決めます。 

Ａ：そうですか。沖縄は今、どのコースも人気がございますから、なるべくお早めにご連

絡いただいたほうがよろしいかと･･･。  

Ｂ：はい、わかりました。 

 

 

【70】わくわく 

 

用例  

１．初めて海外旅行に行くのでわく
┐

わくする。 

２．入学の日をわく
┐

わくしながら待っている。 

３．わく
┐

わくどきどきの映画を見る。 

 

文例と意味  

１．来月、初めての海外旅行に行く。パスポートをとったり、スーツケースを買ったりし

ているうちにうれしくてわくわくしてきた。 

＜意味＞ 

 初めて海外旅行に行くときわくわくするというのは、旅行の前にいろいろな準備をしな

がら旅行のことを考えて、本当に楽しい気分になることです。旅行のことを考えてわくわ

くしているときは、ほかのこと、例えば仕事や勉強のことはあまり考えられません。いつ

も旅行のことばかり考えてとても楽しい気持ちになります。 

 

２．子どもが４月から小学校に入学する。新しいランドセルを買ってもらった子どもは、

早く学校に行きたいなあと、入学式の日をわくわくしながら待っている。 

＜意味＞ 

 ６歳になった子どもが小学校に入学する前、だいたい２月から３月ごろは、みんな早く

学校に行きたいと、期待で胸がいっぱいになります。そんなとき、子どもはわくわくしな

がら入学式の日を待っていると言います。 
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３．先週『ハリー・ポッター』の映画を見に行った。原作を読んで面白いと思っていたけ

れど、映画は最初から最後までわくわくどきどきで、本当に楽しかった。 

＜意味＞ 

 わくわくどきどきの映画というのは、『ハリー・ポッター』のように、見ているほうも楽

しくなるシーンと、少し怖いところやこの先どうなるか心配だという場面の両方があって、

とても楽しく面白い映画です。 

 

会話例  

１）［会社の昼休み］ Ａ：女子社員 Ｂ：Ａの同僚（女性） 

Ａ：みちこはお正月休み、どうするの？ 

Ｂ：わたし？ 実は・・・ハワイに行くんだ、友達と二人で。 

Ａ：えーっ？ いいなあ。何日ぐらい行くの？  

Ｂ：５日間。でも、わたし、海外は初めてなんだ。もう、今から楽しみで楽しみで、考え

るだけでわくわくしちゃう。 

Ａ：そうだよね。旅行って、行く前にいろいろ考えるのも楽しいんだよね。 

 

２）［サッカーの試合が始まる前］ Ａ：男子高校生 Ｂ：Ａの友人（男性） 

Ａ：いやあ、なんかわくわくするなあ。今日の試合にうちの高校が勝てば、全国大会に出

られるんだろう？ 

Ｂ：そうだよ。ほんと、1 年間ずっとこの日を待っていたって感じだよな。 

Ａ：でも、大丈夫かなあ。これで負けたらほんとショックだよ。 

 


